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　ユーグスト・パウエル公こう爵しやくの報告書




　十六歳の時に父を亡なくして爵しやく位いを継つぐ。現在、社しや交こう界かいで爆ばく発はつ的てき人気を誇ほこる十八歳。

　頭ず脳のう明めい晰せき、容よう姿し端たん麗れい、文ぶん武ぶ両りよう道どうの貴き公こう子し、ただし自称（笑）

　金きん糸しの刺し繡しゆうも華はなやかな黒の服を着て、年頃の淑しゆく女じよ相手に今日も笑顔を垂たれ流す。

　容姿　褐かつ色しよくの髪に黒の瞳ひとみを持つまあまあ見られる外見。

　いかにも自信過か剰じようで同性に嫌われるタイプ。

　好みの女性　大人おとなしい巨きよ乳にゆう美女。単なるムッツリスケベの女好き。

　趣しゆ味み　若い女にちやほやされること。

　明日は、ライザの街を視し察さつ予定。




パウエル公爵偵てい察さつ担当ラビット・ファー
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　背中に突き刺さる強い視線を感じて、ユーグストは振り返った。

　──殺さつ意いに似ている。

　神しん経けいを尖とがらせてあたりを警けい戒かいするが、どこを見回しても不ふ審しん者しやの姿はない。赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた王宮の廊ろう下かの奥にも、侍じ女じよたちが澄すました顔で仕事をこなす姿にも敵てき意いは感じられない。

「どうかなさいましたの、ユーグスト様、怖い顔をなさって……」

　険けわしい眼まな差ざしで周囲を見やるユーグストに控えめに声がかけられた。

　ひたむきに自分を見つめてくる令れい嬢じように、ユーグストは慌あわてて柔やわらかく笑い返す。

「なんでもありません、マリア嬢じよう」

　ユーグストは舌した打うちしたくなるのをこらえた。

　何をやっているのだ、ここは宮きゆう廷ていだ。政せい敵てきはいても、こんな周囲の目があるところで自分を狙ねらう敵がいるはずもない。──恨うらまれる覚えならたくさんあるのだが。

「おかしなユーグスト様」

　令嬢が華はなやかに笑った。

　ユーグストは今、多くの令嬢たちに取り囲まれ会話の相手をしていた。硬こう質しつな褐かつ色しよくの髪を手で払はらい、黒の目を優しく細め、ひっきりなしに話しかけてくる令嬢たちに丁てい寧ねいに答えていく。

　ユーグスト・パウエル公こう爵しやくことユーグは宮廷の人気者だった。

　華やかな容よう姿し、機き知ちに富とんだ会話、洗せん練れんされた礼れい儀ぎ作法は多くの貴き婦ふ人じんをとりこにした。

　彼が夜会に姿を見せると、美しく着飾った未み婚こんの淑しゆく女じよたちが、ユーグを取り囲む。

　毎回、豪ごう華かな花束を見せられている気分だった。誰もがユーグと話したがり、彼に声をかけられる日を待ち望んでいた。

　突とつ出しゆつしたユーグの人気の理由のひとつに、特定の相手がいないことが挙あげられる。

　公爵である父親を病気で亡なくしたため、二年前、彼は十六歳の若さで爵しやく位いを継ついだ。

　心臓の病やまいであっけなくこの世よを去った前公爵は、当時息子むすこのユーグの結婚まで考えてはいなかった。

　早くに婚こん約やく者しやを決めてしまう貴族も少なくないが、ユーグの場合、候こう補ほが多すぎたため決められないまま時間だけが過すぎていたのだ。

　父亡き後は、仕事に慣れることに必死で、結婚どころではなかった。

　十八歳になった近頃、ようやく余よ裕ゆうがでてきて夜会に参加する機会が増えた。

　そろそろ将来を考えなくてはいけない時期にきているのを本人も、それ以上に周囲も察さつしていた。

　おかげでユーグが行くところ、今日も淑女たちが追いかけてくる。

「ユーグスト様、今度の舞ぶ踏とう会かいではぜひわたくしと踊ってください」

　頰ほおを赤く染めた男だん爵しやく家けの令嬢が名乗りをあげる。

　ユーグは男爵令嬢の手をうやうやしく取り上げて、そっとキスをした。

　男爵令嬢は嬉うれしさのあまりのぼせあがり、今にも卒そつ倒とうしそうになっている。

「パウエル公爵、今度我わが家やの庭をご案内させてください。今は薔ば薇らが美しく咲いておりますので」

　某ぼう伯はく爵しやく令嬢の申し出に、美しく咲いているのは、薔薇だけではないだろうと思いつつユーグは優ゆう美びに笑って言葉を返す。

「お誘いありがとうございます。ですが今は、多た忙ぼうを極きわめていますので……」

　ユーグの爽さわやかな笑顔は、麻ま薬やくよりもたちが悪かった。淑女たちが気き絶ぜつ寸前になりながら、悲鳴をあげる。

「……ユーグスト様、素す敵てき……！」

　いつものことなので、ユーグは動じることなく、そつなく対応していく。

　笑顔を絶たやさず、失礼でない程度に令嬢たちをあしらっていった。

「……ユーグスト様、あの、その、わたくし……」

　憧あこがれのユーグを目の前にして、すっかり舞いあがってしまった令嬢もいた。上う手まく気持ちを言葉にできずにいる。

　そんな彼女の耳元に唇くちびるを寄せ、ユーグは囁ささやいた。

「よかったら、今度二人きりでゆっくりとお話ししませんか？」

「え、そ、そんな……！　わ、わたくしでいいのですか？」

　たちまち令嬢が顔を真っ赤にして、あたふたしだした。ちょろいものだとユーグは思う。

「皆みなさま、申し訳ありませんが、今日はシザーレン殿でん下かに呼ばれていますので、これで失礼します」

　王太子の名前を出されては、さすがの令嬢たちも引き下がるしかなかった。

　そのまま、ユーグはシザーレンの私室に続く階段を登っていく。

　ユーグは、ここアスタリア王国の王太子シザーレンに厚く信しん頼らいされていた。

　次期国王の親友という貴き重ちような立場も、ユーグの人気に拍はく車しやをかけていた。

　だがユーグ自身も、その立場に見合うだけの努力はしてきたと胸を張って言える。

　台風の目のように自分を取り囲んでいた令嬢たちから遠ざかりながら、ユーグは独りごちた。

「……女は単純で扱あつかいやすい」

　相手の身分や立場に左右される彼女たちの行動は、滑こつ稽けいなほど計算高くてわかりやすい。

　嘲あざけるように笑った時、またあの視線を感じた。

　突き刺すような視線を背中に感じて瞬しゆん時じに振り返った。

　だが、どこを見回しても不審者の姿は見えない。

　遠くの針はり穴あなを見抜くような鋭するどさで周囲にくまなく視線をめぐらせた。

　二階の窓を見やると、ゆるりと歩く年老いた大だい臣じんが廊下を通り過ぎていく。別の物音がして振り返ると、窓まど枠わくを掃そう除じする侍女がいるだけだった。どこを見ても不審人物らしき姿はない。

「……気のせいか」

　しかし、気のせいでは片付けられない不ふ信しん感かんが心の隅すみに焼きつき、浮き上がっていくようだった。

　ユーグの立場はその華やかさに比例して、危険度が高い。いつ誰に足元をすくわれてもおかしくない。

　当分気を緩ゆるめることはできそうにない。

　ユーグは踵きびすを返して、シザーレンに会うために再びゆっくりと階段を登っていった。
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　ユーグストが階段の上に姿を消した後、一人の少女が柱の陰かげから滑すべり出てくる。赤みがかった金きん髪ぱつを三つ編みにしてひとつにまとめた、地味なドレス姿だった。さきほどまでユーグストを取り巻いていた華やかな令嬢たちとは違い、質しつ素そな装よそおいだ。

　それまで、じっと息を殺ころして気配を隠かくしていたので、ほっと息を吐はいた。淑女のように慎つつましく伏ふせていた深い緑の瞳を大きく見開き、少女は威い嚇かくする猫ねこのように毛を逆立てる。

「女は単純で扱いやすいですって？　本当に傲ごう慢まんで嫌いやな男！　なんであんな男が宮廷で注目を浴あびているのか謎なぞだわ」

　少女の瞳に蔑さげすむような光が宿やどる。

　ユーグストの独ひとり言ごとを、少女は聞いてしまった。嫌いや味みな態度、女を馬ば鹿かにした発言に少女の怒いかりが爆ばく発はつする。

　少女の手には、使い古した革の手帳が大事そうに抱かかえられていた。ペンを握にぎり携けい帯たい用ようのインクにペン先を浸ひたした少女は、手帳の白紙のページにペンを走らせながらぶつぶつと呟つぶやく。

「……まあ、あんな男でも公爵様だし、地位も財ざい力りよくもあれば言い寄る女は掃はいて捨てるほどいるわよね。ああいう自信過か剰じような男は、一度痛い目にあってほしいところだけど……」

　ユーグストが女性たちの注目を集めてしまうのは仕方ない。王太子シザーレンの親友で、若くしてパウエル公爵の地位にある。それなりに見み栄ばえもいいし、何より独どく身しんだ。

「あんなのが、シザーレン王子の片かた腕うでとして宮廷で地位を得ているなんて、納なつ得とくできないけど、殿下が信頼なさっているのならしょうがないわよね。……条件のいい男を捕つかまえて、素敵な結婚をするのが貴族の令嬢の生いき甲が斐いだしね」

　自分もその貴族の令嬢の一人でありながら、少女は他ひ人と事ごとのような口調で言った。

「さて、そろそろ今日の報告書を作成しなきゃね。時間に遅れちゃうわ」

　少女は肩をすくめ、手帳のページを閉じる。

　ドレスをつまみあげ、三つ編みにした金髪を背中で揺らしながら、少女は人ひと気けのない場所へと足早に駆かけていった。
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　ユーグの話を聞いた王太子シザーレンは、くすくすと楽しそうに笑った。

「気のせいじゃない？　噂うわさのパウエル公爵に恋する令嬢のひたむきな視線を感じただけじゃないの」

「……いや、そういうたぐいの視線ではなく」

　ユーグは幼おさない頃から剣を習ってきた。護ご身しん術じゆつの一いつ環かんだったが、人一倍努力した結果、騎き士し団だんに誘われるまでに上じよう達たつしていた。それゆえ一度は騎士団に所属し、剣の道一本で生きることを夢見た時もあった。だが皮ひ肉にくにも、父親が亡くなり、予定よりも早く爵位を継ぐはめになってしまった。

　もっとも、パウエル公爵家の後継ぎとして育てられたユーグに、そんな自由が許されるはずもない。父親が生きていた頃なら、修行のためといって期限付きで騎士団に籍せきを置くのを許してくれたかもしれないが、家か督とくを継いだ今、さすがにそれは諦あきらめていた。

　パウエル公爵につきまとう責せき任にんは重い。

　たった二年では、把は握あくできていないことがありすぎて、眠る暇ひまさえないことも多かった。

　そんな彼の心を惑まどわすのが、最近感じる妙みような気配の存在だった。

　──あの視線は間違いなく殺気だ……。

　だが、相手の姿はまったく見えないし、危険な目にあったわけでもない。

　どうせ、知らない間に政敵に恨みを買うでもした結果だろう。

　シザーレンは幼い頃から身体からだが弱く、剣さえ握ったこともない。

　上品な白い手は、ペンやフォークを持つためだけに生まれたかのように優美でしなやかだった。しかしその優ゆう雅がな外見とは対たい照しよう的てきに大変な努力家でもある。外交能のう力りよくにすぐれ、六ヶ国語を自在に操あやつり、弁べんもたつ。

　ユーグにとってシザーレンは自じ慢まんの主あるじだった。

　そのシザーレンをいたずらに不安にさせるような発言はできない。

「人気者は辛つらいね」

　からかう口調に同情が含まれていて、ユーグも苦く笑しようした。

「まあ、外側を見るだけなら美お味いしい立場ですから」

「ユーグのどこが美味しいの？　男らしい見た目？　パウエル公爵家の財力？」

　親友同士の会話に遠えん慮りよはない。二人きりの時は、本音で話し合うことが多い。

　優雅な見た目に反はんして、はっきりとものを言うシザーレンがユーグは好きだった。

「美味しいのは、その全部でしょうね」

「うわ、相変わらず自信家だね」

「ついでに、王太子殿下様の信頼が厚いってところもポイントが高いようです」

「ああ、僕も影えい響きようしているのか」

　そうやってにっこり笑ってみせるシザーレンこそ、宮廷の華はなにふさわしく思えた。

　肌は透すき通るように白く、顎あごのラインも女性的に美しく気品があった。磨みがき上げた銀器のように輝かがやく髪、柔らかく細められた瞳は、咲いたばかりの菫すみれの花のように無む垢くな薄うす紫むらさき。

　ユーグはシザーレンを見るたびに、彼に仕つかえる身であることを誇ほこりに思う。

　将来、貴族を束ねる立場にあるパウエル公爵家の後継ぎユーグと、次期国王の座を約束された王太子シザーレンは、出会ってすぐに意気投とう合ごうした。行動派のユーグと理知的なシザーレン、毛色はまったく違う二人なのに、妙に気が合った。

　年を経へるごとに、シザーレンの美しさは凄すごみを増していく。

　本来なら、未婚の淑女に囲まれて、もてはやされる役は、ユーグではなくシザーレンにこそふさわしい。だが、彼には王太子に選せん出しゆつされてすぐにあてがわれた婚約者がいる。

　当時七歳だったユーグの妹であり、パウエル公爵家の長女ミレニアだ。

　この婚約にはわけがある。

　母親の出しゆつ自じの低いシザーレンに、有力な後こう見けんをつけようとする王の目もく論ろ見みがあったのだ。

　パウエル公爵を味方につければ、シザーレンの王位は約束されたも同然。

　ユーグの父、亡きパウエル公爵は、その有ゆう能のうさから国王に信頼されていた。

　人柄も温おん厚こうで、貴族たちの信頼も厚い彼は、シザーレンの後見人にうってつけだった。

　その息子ユーグとシザーレンの友情も、二人の成長と共に積み重なっていった。

　そんなシザーレンとミレニアの婚約式が、いよいよ来月に迫せまっていた。

　おかげでパウエル公爵ユーグストは大忙しだ。

　今日、宮廷を訪れた理由も婚約式と舞踏会の打ち合わせのためだった。

「ミレニア嬢は元気？」

　婚約者とはいえ、王子と公爵令嬢という立場上、頻ひん繁ぱんに顔を合わせることはできない。

　ミレニアにとって社しや交こう界かいへのデビューが、婚約式となる。

　シザーレンとミレニアはまだ一度も直接会ったことがなかった。

　軽々しくシザーレンに会いに行けば、結婚前にはしたない、と噂されてしまう。

　唯ゆい一いつのやり取りは、手紙の交こう換かんや誕生日の贈おくり物くらいだ。

　几き帳ちよう面めんなシザーレンは、毎月欠かかさず手紙を送っていた。

　婚約者からの手紙を、ミレニアも大切に保ほ管かんしていた。

「ミレニアは相変わらず、刺し繡しゆうや読書ばかりしていますよ」

「そういえば、先月の手紙には、その月に読んだ本の題名がずらりと書かれていたよ。さすが君の妹だけあって勉強好きだね、よその国の本もあったよ」

　必要最低限の読書しかしないユーグは、聞いただけで頭が痛くなる。それにしてもなんて色気のない手紙だというのが正直な感想だった。

「あいつは本の虫ですから。婚約式の衣い装しようも、母上ばかり意気込んで、当の本人は他人事。少しはシザーレン殿下のために美しく着飾る努力でもしてほしいものですよ」

　シザーレンが頰を緩めておかしそうに笑う。白はく銀ぎんの髪がさらさら肌を流れ、薄紫の瞳が生き生きと輝いている。

「お互い面めん倒どうな立場だからね。正式に婚約すればもっと堂どう々どうと会うことができる。そうしたら、ミレニア嬢との心の距きよ離りももっと縮ちぢまるだろうと僕は考えているよ」

「努力なんかしなくても、ひと目会えばミレニアは殿下に夢中になりますよ」

「そうだと嬉しいけど、人の心は案外難しいものだからね。もちろん生しよう涯がいの伴はん侶りよとして大事にするよ。ユーグの大切な妹だしね」

　シザーレンが思し慮りよ深い目でユーグを見ていた。

　彼に任まかせておけば、すべては大丈夫だと思えてしまうから不思議だ。

　ユーグは、妹の結婚になんの不安も抱いだいてはいなかった。

　この天使のように美しいシザーレンに心惹ひかれない女性がいるわけがない。

「妹の結婚が決まれば、次はユーグの番だね」

「あ、ああ、そうですね」

　疲れたようにユーグは息を吐いた。正直、気の重い話だった。もちろん結婚は、公爵家を継いだユーグに課かされた義ぎ務むだが、相手を選ぶために夜会ざんまいの日々を過ごさねばならないと思うと、ため息が漏もれた。

「人気のパウエル公爵がどんな相手を選ぶか、楽しみにしているよ」

　シザーレンにプレッシャーをかけられ、ユーグは逃げ出したくなる。

　女性は嫌いではないが、見み極きわめるのが難しい。なにしろ言い寄る相手の数が多すぎるのだ。

「まあ、家柄も育ちもそこそこよくて、社交場を仕切れるようなそれなりに見栄えのいい従じゆう順じゆんな女性なら歓かん迎げいですけどね」

　親友の言葉に、シザーレンが一瞬沈ちん黙もくした。

「ユーグ、君って……」

　言いかけて、シザーレンが頭かぶりを振った。銀の髪が小川の囁きのように揺れた。

「いや、なんでもない」

「なんです？　途中で話を止めたら余計気になります」

　シザーレンがふっと笑った。

「ユーグ、君って、誰かを本気で好きになったことが…………いや、たいしたことじゃない。ミレニア嬢によろしくって言おうと思っただけ」

　にこやかに笑うシザーレンを見て、ユーグは言葉の続きを諦めた。シザーレンがこういう顔をした時は、どれだけ問い詰めても口を割らないことを知っているからだ。

　その後、婚約式についていくつかの意見を交かわし、ユーグはシザーレンの部屋を後にした。
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　シザーレンの部屋から退たい出しゆつすると、ユーグは赤い絨毯が敷かれた廊下を通り、階段を降りていく。

　裏庭に馬車を待たせていた。

　思ったより長くシザーレンと話し込んでしまったため、急いでいた。まだまだ今日の仕事は残っている。

　ふと、近道をしようと、中庭の通路を突っ切ることを思いついた。

　道の両側には、手入れされた季節の花々が美しく咲いている。庭の奥には果か樹じゆ園えんもあり、植物の伸びた蔦つたが添そえ木として置かれた木の枠に絡みついていた。

　中庭に踏ふみ込み、土を固めて作られた道を、ユーグは一気に走りぬけようとした。

　そこに、横手の茂しげみから小こ柄がらな影が飛び出してきたのだ。

　とっさの出来事で、ユーグはよけることができなかった。

「うわ……！」

　小柄な姿に足を取られてよろめきそうになる。

　と同時に目のいいユーグは、自分にぶつかってきた人影に目を見張る。

　背の低い金髪の少女だった。

　──女の子……！

　貴族の令嬢に怪け我がでもさせたら大問題だ。反はん射しや的てきに少女の華きや奢しやな身体を、抱きかかえるようにして地面に尻しりもちをついてしまった。

「……っ……！」

　ユーグに抱かれたままの少女が、あっけにとられた顔をしていた。幽ゆう霊れいでも見た後のようにぽかんとしている。呆ぼう然ぜんとユーグを見上げていたが、少女ははっと我われに返ると腕の中でもがいた。

「は、はなして……！」

　必死な声があまりに可か憐れんで、ユーグの視線が少女に釘くぎづけになった。

　澄んだ緑の瞳がユーグの姿を映して不安そうに揺れている。年頃の少女が、ろくに知りもしない男に触ふれられているのだから、怖くて当たり前だろう。

　さすがのユーグも慌てて起き上がり、肩を離して少女と距離を取ろうとした。

　だが、そのまま少女の身体を突き放すことができなかった。

　少女の細い肩に手を置いたまま、まじまじとその顔を見つめてしまう。
















　少女は若草色の爽やかなドレスを身につけていた。

　赤みがかった金髪を一本の三つ編みにして、左肩に無む造ぞう作さに垂たらしている。まるで夕日を浴あびた麦むぎ穂ほのように輝いていて美しかった。

　緑の瞳は大きく見開かれている。ユーグの視線を受け止めて、上じよう気きした頰はほんのり桃もも色いろに染まっていた。緊張に唇を震ふるわせる姿は思いのほか愛らしい。触れてみたいと、突きあげる衝しよう動どうをこらえるのにかなりの自じ制せいを要ようした。それでも、少女から視線を逸そらせない。

　とりわけ、ユーグの心を捕とらえて離さなかったのは、少女の内側から滲にじみ出る静せい謐ひつな空気だった。

　──こんなに清きよらかで美しい少女を見たのは初めてだ。

　ユーグがあまりに真しん剣けんに見つめるので、少女が怯おびえたように身を引こうとする。

　そんな姿が初うい々ういしくて、心がくすぐったくなる。

　少女はわけがわからないようで、困こん惑わくしきっていた。ユーグは、ようやく自分の失しつ態たいに気がついて急いで少女の肩から手を離した。

　それでも、少女の顔色は冴さえない。

　ユーグのほうがどぎまぎしながら少女に声をかけた。

「……その、君、大丈夫？」

　なんて気のきかない台詞せりふしか出てこないのだろうか。

「は、はい」

　少女は、自分の顔を隠すようにして、恥はずかしそうにうつむいた。

　顔を見られるのも恥ずかしいといった様子が奥ゆかしく可か愛わいらしくて、柄がらにもなくユーグは緊張してしまう。

「……その」

　声をかけようとした時、ようやく冷静さを取り戻した少女が我に返った。

「わたしったら、なんてことを……！　申し訳ありませんでした、お許しください！」

　深々と頭を下げられて、ユーグはぽかんとしてしまう。

　そのままろくに会話も交わせないまま、少女は背中を向けてユーグの前から駆け去って行った。

「……あ……」

　遠ざかる細い三つ編みが尻尾しつぽのように背中で踊っていた。

　ユーグは無む念ねんそうに小さな背中を見送った。

　──俺はいったい何をやってるんだ。

　あきれて笑いそうになった。

　いまさら女の子に馬鹿みたいに見み惚とれるなんて。

　ユーグは、地面に座り込んだままの間ま抜ぬけな姿を見られないうちに、さっと立ちあがる。

　服についた泥どろを払い落として、待たせたままの馬車へ急ごうとした。その時、ユーグの革のブーツが何かを踏んづけていた。不思議な感かん触しよくに違い和わ感かんを覚えて下を向くと、四つに畳たたまれた小さな紙のようだ。

「なんだ、これは？」

　不審に思って手に取り、開こうとする。そこへ、前方から洗せん濯たく物ものを抱かかえた侍女が歩いてくるのが見えた。

　こんな場所で立ち止まるわけにはいかない。

　ユーグはなんでもない顔をして、懐ふところに紙を仕し舞まい、そのまま何事もなかったように馬車を待たせていた裏庭へと急いだ。
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「あー、びっくりした、まさか本人に出くわすなんて計算外もいいところだわ」

　ユーグストの腕から逃げ出した少女は、宮廷の回かい廊ろうのそばにしゃがみ込んでいた。

　全力で走ってきたので息が切れ、喉のどが焼き切れそうだった。

　優しい風に、さわさわと庭の枝が揺れている。

　少女はようやく落ち着きを取り戻した。

　いつもなら目立たず、まるでそこにいない者のように振ふる舞まうことに慣れているのに、これは大失態だった。

「今度から気をつけなくちゃ」

　どうせ自分の顔などユーグストは覚えていないだろう。あれだけ毎日美しく着飾った淑女たちを見慣れているのだ。地味で、これといって特とく徴ちようのない自分の顔など霞かすんでしまうだろう。

　少女は胸に抱えていた、愛用の手帳を開いた。書きかけの紙を取り出そうとする。

　だが、革の手帳の間に丁寧に折り畳んで挟はさんでいた紙は、どこにも見当たらなかった。

　さっと顔から血の気が引いていく。

「やだ、どうしよう、報告書がないわ……！」

　走って逃げている時に落としたのだろうか。あんなものが人ひと目めにさらされたら……。

「ま、いっか」

　少女にとって、あの紙はそこまで重要ではなかった。誰かが拾って見たとしても、問題はないだろう。どうせ明日には多くの客の手に渡るものだ。書きつけた文面も頭の中にしっかり入っている。それに、本当に大事な報告書は大切に保管してある。

　──次はもっと慎しん重ちように行動しなくちゃ。

　用心するに越こしたことはない。これは少女にとって重要な仕事のひとつなのだから。

　少女はさっさと気持ちを切り替えると、茶色い革の手帳を手に、背せ筋すじを伸ばしてきびきびと歩き出した。

　もっと落ち着ける場所で、なくした報告書を書き直す必要があった。
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　パウエル公爵家は、王家の離り宮きゆうがまるごと入りそうなほど敷しき地ちが広く、深い森の緑に包つつまれていた。馬車が門をくぐり、邸やしきの入り口の前で停まると、玄げん関かんから栗くり色いろの髪の少女が顔を見せた。

「お兄様、お帰りなさい！」

　妹のミレニアが手を振って兄を出迎えた。

　栗色の髪に、ユーグと同じ漆黒の瞳がきらきらと輝いている。

　いつになくはしゃいだ様子に、ユーグは首をかしげた。

「ただいまミレニア。ずいぶん楽しそうだな、何かあったのか？」

　するとミレニアが息を弾はずませながら笑った。

　その姿が、自分にぶつかってきた少女を思い起こさせる。

　──ミレニアと同じ年頃だったな。

　そんなことを考えていた。

　ミレニアは、いつもの慎ましい笑顔に戻ると言った。

「実はお客様をお待ちしていたの」

「客？　今日は来客の予定なんかあったっけ……？」

「いやだわ、お兄様のお客様じゃなくて、わたくしのお友達を待っていたの」

　ユーグは怪け訝げんな顔になった。

「友達？　出で不ぶ精しようのお前にそんなに親しい友達なんかいるのか？」

　たちまちミレニアがむっと唇を尖らせた。

「失礼ね、わたくしにだってお友達くらいいます。伯お母ば様さまの家に手芸を習いに行っていた時に仲良くなったの」

　伯爵家に嫁とついだユーグの父方の伯母は、刺繡が大好きだった。その腕前は、貴族の間でも有名だ。伯母の一番弟で子しがミレニアである。ミレニアも、十六歳とは思えないほど芸術的に美しい刺繡を作り上げてしまう。シザーレンが持つ趣しゆ味みのよいハンカチや上着は、たいてい婚約者のミレニアからのプレセントだった。

　ユーグは邸の中に入りながら話を続けた。

「ミレニアの友達って、どこの誰だ？」

　無意識に声が硬かたくなるのは、ミレニアがシザーレンとの婚約を控ひかえている身だからだ。

　この結婚を妨ぼう害がいしようと、よからぬ目論見を持って近づいて来る者がいるかもしれない。つい癖くせで警戒してしまう。

　兄の心配など知るよしもないミレニアがはきはきと答えた。

「フローデル・フィリング伯爵令嬢よ」

　聞き覚えのない名前に不安になると、念を押すようにミレニアが口を開いた。

「言っておくけど、彼女とは古い付き合いなの。信頼できる子よ」

　どこまで信頼できることやら、とユーグは思ったが、人ひと見み知しりのミレニアが仲良くなるくらいだから、悪い人間ではないだろう。こう見えてミレニアは、見た目で人を判はん断だんしたりしない。直ちよつ感かんで信用できる相手かどうかを見極める能力があった。普ふ段だんは大人おとなしいが、賢い少女でもある。

「で、そのフローデル・フィリング伯爵令嬢が何の用事で来るんだ？」

「ただ遊びに来るだけよ。わたくしたちお茶飲み友達で、本の趣味も合うのよ」

　ミレニアは、ユーグに理り解かいできない難しい本を好む。ときどき聞かされるうんちくは、ユーグでさえついていけない時があった。

　ユーグの頭の中に、男を小馬鹿にしたような、頭はいいが気難しい少女の姿が浮かぶ。

　──ミレニアと気が合う令嬢って……。

　謎だった。

　とりあえず、本人が来たら一度会ってみようと考えた。

「その友達が来たら教えてくれ」

　それだけ告つげてユーグは書しよ斎さいに入る。ミレニアはそのまま玄関先に戻っていった。どうやら友人の到とう着ちやくを今か今かと待ちわびているらしい。もうすぐ婚約する身だが、可か愛わいいものだと笑ってしまう。

　ユーグが使っている部屋は、父親から受け継いだものだった。

　樫かしの木の執しつ務む机づくえは使い込まれており、どっしりとした存在感がある。

　他は本棚とソファ、テーブルなどいくつかの家具があるだけの質素なしつらえだった。

　上着を脱ぬいで椅い子すにかけようとした時、内側のポケットから何かが床に落ちた。鳥の羽ばたきに似た乾いた音に気がつき、ユーグは床にかがみ込んだ。

「これは……」

　四つに折った紙が、絨毯を敷いた上に落ちていた。さっき見知らぬ令嬢とぶつかった時に拾ったものだ。

　トクンと心臓が脈みやく打うち、頭に血が上っていく。

　──彼女が落としたんだろうか……？

　丁寧に畳まれた紙を開いて、吸すい込まれるように無言で中身に視線を走らせた。

　次の瞬間、ユーグはあっけにとられた。

「……なんだこれ？」







　ユーグスト・パウエル公爵の報告書




　十六歳のときに父を亡くして爵位を継ぐ。現在、社交界で爆発的人気を誇る十八歳。

　頭ず脳のう明めい晰せき、容姿端たん麗れい、文ぶん武ぶ両りよう道どうの貴き公こう子し、ただし自称（笑）

　金きん糸しの刺繡も華やかな黒の服を着て、年頃の淑女相手に今日も笑顔を垂れ流す。

　容姿　褐色の髪に黒の瞳を持つまあまあ見られる外見。

　いかにも同性に嫌われそうな自信過剰なタイプ。

　好みの女性　大人しい巨きよ乳にゆう美女。単なるムッツリスケベの女好き。

　趣味　若い女にちやほやされること。

　明日は、ライザの街を視し察さつ予定。







　我が目を疑うたがう内容だった。

　──俺のこと、だよな……。

　記き載さいされている名前は、まぎれもなくユーグのものだった。確認のため何度も自分の名前を復ふく唱しようしたが間違いなかった。

　内容を読んでいると、これまで十八年の人生で積み上げてきたものが無む残ざんに崩くずれていくようだった。

　──俺ってこんな人間なのか……？

　文書を読む限り、ユーグスト・パウエル公爵はかなり嫌な男だった。

　書かれた内容に悪あく意いすら感じられる。

「自称（笑）てなんだ？　笑顔を垂れ流す、は間違いとは言い切れないが……」

　社交もパウエル公爵の仕事のひとつだ。うまく世よ渡わたりができなければ、父の跡あとなど継げない。広大な公爵領の統とう治ちなど不可能だ。

　だが、ユーグの記き憶おくにある限り、巨乳美女に言い寄ったことはないし、そんなところを意識したこともない。そもそも特定の相手と付き合った経験がほとんどない。かつて経験した秘密の恋は誰にも知られていないはずだし、恋した相手の胸はどちらかというと慎ましかった。

「……いや、興味がないわけじゃないが……」

　自分で言っていて恥ずかしくなる。

　それにしても世の淑女たちは、自分をこういう目で見ているのだろうか。

　若い淑女にちやほやされてユーグが喜んでいると思われている？

　ふと今日、王宮の中庭で出会った少女のことを思い出す。

　もしかして、ユーグに出会って少女が怯えていたのは、この謎の文書を真に受けていたからだろうか。ユーグを怖い存在だと勘違いしているのかもしれない。だとしたら、かなりショックだった。

　──俺はあの子に嫌われているのか？　出会う前から……。

　誰かの嫌がらせと思いたかった。

　文面を何度も読み返す。そして、「金糸も華やかな黒の服を着て」というところで目を止めた。

　さきほど脱いで椅子にかけたままの上着は黒だ。金糸で縫ぬいとりもされていた。

　今日の行き先が王宮だったので、パウエル公爵として恥ずかしくない格かつ好こうをしたつもりだった。しかもこの上着に袖そでを通したのは今日が初めてだ。

　怪あやしげな紙の内容を信じるなら、ユーグは目立ちたがり屋の派は手で好きともとれてしまう。

　頭が混こん乱らんした。

　公爵領にあるライザ街へ、明日視察に行くのも間違いない。おろし立ての衣装のことまで細かく書かれていることから、記入したのは今日だろう。いったいいつの間に、誰がこんなものを作成したのだろうか。

　そのとき、遠慮がちに扉を叩たたく音がした。

　ユーグは慌てて紙を畳むと執務机の引き出しに押し込みながら答えた。

「誰だ？」

「お兄様、わたくしです」

　ミレニアの声だった。ミレニアはさっきとは違って、元気のない様子だった。

「入れ」

　扉が開くと、ミレニアは目に見えて落ち込んでいた。肩が力なく落ち、視線は哀かなしそうに下を向いている。

「何かあったのか？」

「……実はさきほどお話ししたお友達が、来られなくなったと連絡を寄よ越こしてきたんです」

　なんだそんなことかとユーグはほっと胸をなで下ろした。妙な紙を拾った衝しよう撃げきで余裕をなくしていたユーグは、ミレニアとしゃべりながら落ち着きを取り戻していった。

「また、招待すればいいだろうが」

　しかしミレニアはますます落ち込んでいくようだった。

「……彼女は忙しいからなかなか会えないんです。わたくしが婚約してしまえば、もっと会えなくなるし……」

「そうなったら、お茶会でも開いて今度は堂々と誘えばいいじゃないか」

「……それができないから、落ち込んでいるんです」

「なぜだ？」

「……彼女は派手な場所が嫌いなんです」

　本好きでミレニアの友人なら、確かに騒さわがしい場所は好まないかもしれない。

「それでも、もう二度と会えなくなるわけじゃないだろう？」

　するとミレニアは恨めしい声でぼそりと言った。

「……お兄様にはわからないでしょうね」

　いきなりそんなことを言われ、ユーグは面めん食くらった。

　まるで自分が世間知らずのように言われて癪しやくに障さわった。

　あの紙に書かれた内容を思い出して屈くつ辱じよくに唇が震える。

「俺が何をわかっていないというんだ」

「全部です」

　はっきりと言われ、ユーグは愕がく然ぜんとなった。自分はそこまで物知らずなのだろうか。

「……なあ、ミレニア、ちょっと聞いていいか？」

　珍めずらしく困惑した様子のユーグに、ミレニアが不思議そうに顔をあげた。

「なんです？」

　ユーグは口くち籠ごもりつつ聞いた。

「俺ってお前から見たらどういう人間だ？」

「……そうですね。優秀で勤きん勉べんで誰にでも平等で優しくて、最高の貴公子だと思いますわ」

「そうか」

　ユーグは当たり前だと言わんばかりに頷うなずいた。

「見た目も理想の紳しん士しですし、若くして公爵の地位にありますし、シザーレン様の信頼も厚いですから、お兄様のことをうらやむ貴族はたくさんいると思います」

「ふん」

　ユーグはふんぞり返って胸を張った。

「ですが、どちらかといえば嫌な人間の部類に入ってしまうかもしれませんわ」

　あっさり言われ、呆然となった。

「！　どこがだ！」

「そうですね……、隙すきがないというか非ひの打ちどころがないところが嫌味というか、恵めぐまれすぎて苦労を知らないところとか……、自分女にもてます、って顔で言ってるところとか」

　ユーグは激はげしく落ち込んだ。これまで、それなりに苦労もしたし努力もしてきた。公爵家のために興味のない淑女相手にも心を砕くだいてきた。ミレニアの結婚を、最高のものにするために今こうして奮ふん闘とうしているのに、なんて言われようだろう。

　だが、ミレニアはわざと言っているわけではないようだ。

　頭がよくて、正直すぎる妹も困りものだった。ユーグは椅子に座り込み、頭を抱えてしまう。

　遠慮のない身内の言葉だからこそ受ける衝撃も強かった。

「……もういい、お前は部屋へ帰れ。あと、夕食はいらないと伝えておいてくれ」

　いつもは自信に満ち溢あふれたユーグの落ち込みように面食らいつつも、ミレニアは部屋から出ていこうとした。

「……ちょっと言いすぎました。思っていることは本当ですが、お兄様がおもてになるのは事実ですから」

　妹なりの気き遣づかいらしいが、余計に心がくじけてしまう。

「わかった。ありがとう」

　声を暗くするユーグを置いて、ミレニアは部屋から出ていった。

　一人きりになった部屋で、ユーグスト・パウエルは激しく人生に絶ぜつ望ぼうしていた。
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　次の日、ユーグはショックから立ち直れずに、爵位を継いで以来、初めて仕事をサボり、予定していたライザの街への視察を延えん期きした。

　忙しい日々から少しだけ解かい放ほうされてじっとベッドにふて寝していると、扉が叩かれた。

　音の調子から家か令れいのザントだとわかる。父の代から仕えている優秀な男だ。

「なんだ」

「旦だん那な様さま、ライザの街から使いがお見えです」

　具合が悪いといって視察を延期したから、心配されたのだろうか。そんな気遣いが今は鬱うつ陶とうしい。誰とも顔を合わせたくないのに。

「病気だからと断ことわってくれ」

「……そうお伝えしたのですが、どうしても会って話がしたいと申されるので……」

　憂ゆう鬱うつそうにユーグはため息をついた。敏びん腕わん家令のザントの力を持ってしても止められないのなら、会うしかないだろう。

　ユーグはベッドからのっそりと起き上がる。

「支し度たくをするから、お客は応接間に通しておいてくれ」

「かしこまりました」

　ザントがいくぶんほっとしたように答えた。

　こうして身み支じ度たくを整えたユーグは、部屋から出て応接間に向かった。疲れ切った顔は演技ではなかった。ここ数カ月、ユーグは休む暇もなく働いてきた。朝から部屋でゆっくり過ごしたのも半年ぶりくらいだった。

　嫌いや々いやながら応接間に向かうと、扉の入り口の前に見知らぬ男が立っていた。背はい後ごにはザントが控えている。見知らぬ男は、背は低いが恰かつ幅ぷくがよく、田舎いなかの食堂の気のいい店主といった役が似合いそうな愛あい嬌きようのある顔をしていた。だが今その表情は、パウエル公爵家の若き当とう主しゆを見て青ざめている。

「なぜ、応接間に通さない。彼が客人なのだろう？」

　ザントがうやうやしく頭を下げて静かに答えた。

「……一いつ刻こくも早く旦那様にお会いしたいと申されまして……」

　ユーグは疲れた顔でため息をついた。

「それで、お前はどこの誰だ？」

　つい苛いら々いらしてぞんざいな言い方をしてしまう。相手が明らかに貴族ではないからだ。相手のおどおどとした落ち着きのない動きが、いかにも田舎者といった風ふ情ぜいだった。

　男が震えながら口を開く。

「お、おれは、ライザの街で宿屋を営いとなむオレクという者です。具合の悪い中、押し掛けて申し訳ございません。ですが、どうしてもお願いがありまして……」

「お願い？」

　オレクがしおれたようにうなだれる。

「……今日はどうしてもパウエル公爵にライザの街にお越しいただけないと困るんです」

「なぜだ？」

　するとオレクが気まずそうに言った。口にするのもためらうような事情があるらしい。

「別に視察は、今日どうしても必要とするような予定ではないだろう？　それとも俺が行かないと解かい決けつしないような、何か大きな問題でも起きたのか？」

　するとオレクが顔を強こわ張ばらせたまま、こくこくと頷いた。

「……と、とにかくどうしても来てもらわないと、大変な事じ態たいに……」

　オレクの様子を見る限り、ただごとではない空気が伝わってくる。問い詰めたいが、使者として来たオレクはユーグを前にして緊張しており、詳くわしい話が聞けそうになかった。

「わかった。ライザの街に行こう」

　みるみる男の顔から緊張が解とけていく。

「あ、ありがとうございます」

　馬の準備を命めいじながら、ユーグ自身も身支度を済ませて厩きゆう舎しやへと足早に向かった。
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　馬を飛ばして半刻後、たどりついたライザの街は文字通り深しん刻こくな事態に陥おちいっていた。

　──街中が年頃の淑女たちで溢れかえっているのだ。

「きゃあ、パウエル公爵様よ！」

「本当にユーグスト様が来たわ」

「ユーグスト様～～！」

　淑女たちの悲鳴に、ユーグは後ずさった。状況を把握できずに混乱する。

「……これはどういう事態だ……？」

　答えてくれる者は誰もいない。

　すると、街の責任者が直じき々じきに対応に現れた。ユーグも顔見知りの男だった。

「これは公爵様、ようこそおいでくださいました」

　手て揉もみしながらの低てい姿し勢せいで近寄ってくる。

「これは、いったい何の騒ぎだ？」

「はあ、実はわたくしもわけがわからなくて……。今日はどこの宿もこの騒ぎでほぼ満室なんですが、いつまでたってもパウエル公爵様が来ないと知ると、話が違うと怒ど鳴なられて……」

　ユーグを案内してきた男も、困り切った様子で顔を引きつらせていた。

　ユーグは、爵位を継いでから頭に叩き込んだ公爵領の情報を必死に引き出す。

　だがいくら考えても、ライザの街にこれほど人が、しかも年頃の淑女が集まるような理由が思い出せない。景け色しきがいいとか、ライザの街でしか手に入らない特産品があるというのなら話は別だが、この街にこれといって取り柄はない。地理的条件から、旅人が宿しゆく場ば町まちとして利用することが多いという知識しかない。

　今すぐ馬の首を返して邸に戻りたかったが、来てしまった以上帰れない。ましてやこれほど人目がある状況で仕事を放り出すわけにもいかなかった。

　仕方なく、街の責任者に馬を預けて歩き出す。

　宿屋の二階の窓から熱い視線を注そそぐ女性の群むれに、ユーグは条件反射のようににっこりと笑って手を振った。

　ユーグが向かう場所には、必ず着飾った年頃の淑女が待っていて、握あく手しゆを求めてきたりする。

「ああ、この手がユーグスト様に触れたなんて……！　もう一生手は洗わないわ！」

「わたくしは手型を取って、我が家の家か宝ほうにしますわ！」

「こんな場所で、偶然ユーグスト様にお会いできて幸せです！」

「わたしも運命を感じます」

　偶然？　運命？

　さすがのユーグも閉へい口こうした。

　豪華すぎる花束と化した淑女たちの群れにうんざりしてしまう。

　──こういうところが、女好きと思われる一いち因いんなのか？

　またも謎の文書を思い出して落ち込んでしまう。

　頭を悩ませたが、答えは出ない。彼女たちは勝手に集まってきただけなのだ。ユーグに責任はないはずだ。

　しかも、今日の淑女たちは、やけに胸元を強調したドレス姿が多いのが気になった。……興味がないわけではないが、ここまであからさまだと、気持ちが引いてしまう。

　街の住人も、困惑した様子で、ぽつりとこんなことを言った。

「今日は、公爵様の公開お見合いか何かかい？」

「……さあ」

　──それはこっちが聞きたい。

　痛つう切せつに思った。

　一時間ほどで終わるはずの視察は、このお祭り騒ぎのせいで結局二時間以上かかった。

　疲れ切った顔で愛あい想そ笑いを振りまいていると、ユーグの視し界かいに一人の少女の姿が映った。

　ユーグを必死に見つめる淑女たちとは違い、背中を向けて、熱心に手元を眺ながめている。見覚えのある若草色のドレス姿で、馬の尻尾を思わせる三つ編みが背中で揺れていた。赤みがかった金髪が垂れ下がる後ろ姿には見覚えがある。

　──王宮で会った少女だ。

　たちまちユーグの胸は、式典で鳴り響ひびくラッパのように高鳴った。

　──もしや、彼女も自分に会いにきてくれたのだろうか。

　薄うす暗ぐらい雲間に差し込む一筋の光のように、少女の姿が輝いて見えた。

　だが、ユーグはすぐに冷静になった。

　少女はユーグに見向きもせずに前を向いたまま歩いている。背中を丸めて手元を凝ぎよう視ししながら、一心に別のことに集中しているのだ。

　気がつくと、押し寄せる人込みをかき分けるようにして、ユーグは走り出していた。

　少女の背中だけを目指してひたすら走る。

　──彼女は何に気を取られているのだろうか。

　気になって、このままでは夜も眠れない。

　髪を振り乱し、マントを翻ひるがえして全力疾しつ走そうすると、その気配に少女が振り返る。

　森の緑を思わせる瞳が、ユーグの姿を促とらえてぎょっとした。たちまち背中を向けて逃げ出していく。

　だが、ユーグと少女では歩ほ幅はばも体力も違った。

　少女はドレスをつまみ、裾すそをひらめかせて逃げているが、追いつくのは容よう易いだった。

　街の裏道に入り、網あみの目のように広がる狭い道を少女について走っていく。

「君、待って！」

　強ごう引いんに肩を摑むと、少女の背中が小動物のように震えた。

「……ひゃっ！」

「どうして、君がここに……」

　問いかけた瞬間、少女は怯えて泣きそうな顔で瞳を揺らした。

　その態度に驚おどろいたユーグが少女から手を離すと、彼女はまたも逃げ出した。必死に追いかけようとするが、途と中ちゆう少女が路地裏に積み重ねられた木箱を蹴け倒たおしたので距離が開いた。

　ユーグは、再び少女の背中に向かって全力で走り出した。
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　少女は焦あせっていた。

　──なぜ、自分は彼に追いかけられているのだろう。

　思い当たる理由はひとつしかない。

　昨日王宮でぶつかったときに顔を見られていたのだ。

　最悪なことに、少女はユーグストに覚えられているようだ。

　──冗じよう談だんじゃないわよ！

　なぜユーグストは、あんなに必死になって、自分を捕まえようとしているのだろう。

　──もしかして、わたしが何をしていたかバレた……？

　昨さく夕ゆう、まとめ上げたユーグスト・パウエルの報告書を取り引き先の令嬢たちに届けようとした時、ライザの街の男に声をかけられた。どこで聞いたのか、男は少女がユーグストの情報を集めているという話を知っていた。男は少女に取引を持ちかけてきた。

　令嬢たちをたくさん集めることができたら、報ほう酬しゆうをくれると言うのだ。

　お金に困っている少女にとっては渡りに船だった。

　──なんてラッキーな展開！

　もちろんすぐに話に乗った。

　こうしてユーグスト・パウエル公爵の公開お見合いが、ライザの街で華はな々ばなしく開かい催さいされることになったのである。……本人の知らないところで。

　取り引き先の令嬢たちに、この一大イベントを宣せん伝でんしてまわったおかげで、当日、想像をはるかに上回る淑女たちが集まった。

　にもかかわらず、ユーグはいつまでたっても姿を見せない。

　パウエル公爵家に使いが行って、ようやくユーグが現れた時はほっとした。

　唯一の誤算は、ユーグスト本人に自分の存在を知られてしまったことだった。

　ここで捕まれば秘密を知られる可か能のう性せいがある。

　自分のような地味な女には、見向きもしないだろうとたかをくくっていたのに、とんだ誤算だった。

　少女は追いかけてくるユーグストから全力で逃とう走そうするが、次し第だいに体力が限げん界かいに近づいてしまう。

　そこで異い変へんが起きた。

　急激な目め眩まいが少女を襲おそう。

　身体が前に傾かたむいていく。

　──やばい。

　突然、糸をぷつりと断ち切るように、少女の身体は倒れてしまった。後ろを追っていたユーグストが、驚いて駆けつける。大きな腕に包まれるのがわかった。

　最悪の展開に舌打ちしたくなるが、遠ざかる意識を止めることはできない。少女は、ユーグストの腕の中でぐったりとしたまま、ぴくりとも動けなくなってしまう。それでも大事な手帳だけは守ろうと必死に手を伸ばすが、そこで力つきた。

「おい、しっかりしろ！」

　強く揺すられて少女が瞼まぶたをうっすらと開き、小さな声で言葉を紡つむいだ。

「……おなか、すいた……」

「……は？」

　ユーグストが間の抜けた声を上げた。

　あっけにとられるユーグストの前で、少女はついに気を失った。
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　思いもよらない事態に困惑しつつも、ユーグは少女の身体を抱きかかえた。その時少女の腕から、茶色い革の手帳が滑り落ちた。少女が倒れるその瞬間まで大事に胸に抱えていたものだった。ページがめくれ、風にさらわれそうになる。何かをびっしりと書きつけていたが、内容まではわからない。だが今はそれどころではない。ユーグは地面に落ちた手帳を拾い、ポケットに仕舞い込んで薄暗い路地を急いだ。

　この街で目立たなそうな宿屋の裏口へ入り込む。突然ユーグが現れたので、宿屋の主人は戸と惑まどっていた。ユーグは、外を埋うめつくす淑女の群れに気づかれないように、部屋を用意させた。

　宿屋の一室に少女を寝かせると、ユーグはすぐに医者の手配を頼たのんだ。

　待つ間、ユーグは少女の寝顔を見ていた。

　小さく呼吸するたびに、瘦やせた胸が上下している。

　金髪を三つ編みでひとつにくくった姿は、初めて会った時と同じように清せい楚そで可憐だった。

　その目は閉じられたままだが、瞼の奥は美しい緑色を宿していることを知っている。

　だが、顔色は冴えない。唇の色も生せい気きを失ったように青ざめている。

　ユーグは心配のあまり、そわそわと落ち着かないでいた。出会ったばかりで名前も知らないのに、少女のことが気になって仕方なかった。

　──この子に何かあったらどうしよう。

　ひたすら気をもんでいると、机に置いていた、革のカバーがかけられた一冊の手帳が視界に入った。

　少女が落としたものだった。

　これは彼女のプライベートだ、見てはいけないと思いつつも、強きよう烈れつに気になった。少女が倒れるまで必死に守っていた手帳である。

　──彼女のことが知りたい。

　欲よつ求きゆうに耐たえかね、気を紛まぎらわせるようにページをめくる。

　次の瞬間、ユーグは目を疑った。







　ユーグスト・パウエル公爵についての考こう察さつ　その三

　ライザの街の視察を兼ねたお見合いパーティーは成功。

　これだけの淑女を待たせておいて、遅刻する姿はいかにも傲慢だが、高貴な生まれにケチはつけられない。やはり、彼は巨乳に弱いらしい。迫り来る女性たちにうんざりしたような顔をしつつも、その目はしっかりと淑女たちの胸を見ていた。油断も隙もない。高貴な皮をかぶった狼おおかみであることは間違いない。

　あのにやけた顔がすべてを物語っていた。

　やはり生来のムッツリスケベなのだろう（笑）

　単純すぎるところも笑えるが、付け入る隙も多そうだ。

　明日もまた王宮に伺し候こう予定。







　ユーグは呆然としながら手帳の次のページをめくった。







　シザーレン王子の報告書

　銀の髪に薄い紫むらさきの瞳の天使のごとき美び貌ぼう。歩く知性。

　幼よう少しよう期きをマスカトーレの避ひ暑しよ地ちで育つ。

　庶しよ子しでありながら、公こう明めい正せい大だいで思慮深い尊そん敬けいに値あたいする人柄。

　王子の中の王子様。

　言葉では言い表せない、すべてにおいて完かん璧ぺきな貴公子。

　浮気の心配もなし、王国一誠せい実じつな男性。







　手帳に目を通して、ユーグはあっけにとられた。

　なんという違いだろうか。

　ユーグはひたすらぼろくそ言われているのに、シザーレンのことはべた褒ぼめだった。

　恐る恐る少女の寝顔を見る。

　これは彼女が書いたものなのだろうか。

　信じられなかった。だが、彼女が大切そうに手帳を握り締しめていた姿を、ユーグは確かに見ていた。

　ふと、昨日、奇怪なメモを拾ったことを思い出した。

　──筆ひつ跡せきが似ている。

　ユーグの昨日の行動が記された報告書は、執務机の引き出しの中だが、何度も読み返しているのではっきりと覚えていた。

　ユーグの顔が引きつる。

　まさか彼女がこんな真ま似ねをするなんて。

　信じられない、いや信じたくなかった。

　怒りよりも先に気持ちが落ち込んでいった。

　──自分は、彼女にこんな風に思われていたなんて……！

　嫌われていると考えてもいいくらいだ。

　ショックに目がくらみそうになる。

　そのとき、ためらいがちに宿の扉が叩かれた。

「失礼いたします。お医者様がお見えです」

　ユーグは気持ちを切り替えて、医者を招まねき入れた。今は手帳のことより彼女の体調が最優先だ。

　中年の医者は、ベッドの横に用意された椅子に座り、少女をざっと診しん察さつしていく。

　呼吸の状態や目を見て脈を取る。

「……栄養失しつ調ちようからくる、貧ひん血けつですな」

「へ？」

　なんでもないことのように医者は告げた。

　あまり恵まれていない民の間では珍しくもないのだろう。口調は淡たん々たんとしていた。

　そういえば、気を失う寸前にも「おなか、すいた」と言っていた。

　あれは空耳ではなかったようだ。

「つまり、命に別状はないということか？」

「軽い貧血ですから。目が覚めたら、消化によいものを食べさせてあげてください」

　それだけ言うと、医者はさっさと部屋から出て行った。

　宿の主に頼んで、診察代を公爵家のツケにまわしてもらうように言いつけると、ついでに食事の用意を頼んだ。

　やれやれと肩をすくめながら、再び椅子に座り少女の寝顔を見つめる。しばらくすると白い瞼が震えた。

　ゆっくりと少女が目を開く。透とう明めいな緑の瞳が困惑したように揺れている。

　ここがどこだかわからない様子で、視線を彷徨さまよわせた後、自分を見つめるユーグに気がついてぎょっとした顔になる。

「……大丈夫か？」

「……あの……」

　状況が把握できていない少女が、怯えた様子で身を引いた。

「君は俺の目の前で倒れたんだ」

　記憶を取り戻した少女が、あっと息を吞のむ。

　ユーグは革の手帳を取り上げて、少女に突きつけた。

「これは君の持ち物で間違いないのか？」

　たちまち少女の頰が怒りで紅こう潮ちようする。寝具を握る手が小こ刻きざみに震えていた。

「中を見たのね!?」

　個人情報を暴あばかれた少女が軽けい蔑べつしたようにユーグを睨にらんだ。

「落ちたのを拾ったんだ。見たのは、たまたまだ」

「失礼な人ね！　返してよ！」

　少女が強気に叫さけぶ。

「駄だ目めだ」

「大切なものなのよ！　返して！」

「返せない」

「何よ、この女好きの変へん態たい！」

「誰が女好きの変態だ！　……中を見た以上、見過ごすわけにはいかないだろうが！」
















　ユーグは、責せめる目で少女を見み据すえた。

「いったい、君は何をしているんだ！　俺やシザーレン殿下のことを嗅かぎまわったりして」

　すると、少女が観かん念ねんしたように話し出した。

「わ、悪気はなかったの。個人的事情であなたと王子様のことを調べていたのよ」

「個人的事情？　いったい何の理由があって、他人の秘密を暴くような真似をしている？」

　黙だまり込む少女をユーグは詰きつ問もんした。

「君は何者だ？」

　少女は諦めたのか、しぶしぶと口を開いた。

「宮廷専門の情報屋よ」

「情報屋？」

　胡う散さん臭くさそうに顔を引きつらせるユーグを前に、少女は瞳を輝かせてうきうきと話し出す。

「王宮にいて気がついたの。これってお金になるなって。今をときめくパウエル公爵のネタはどこの邸でも重ちよう宝ほうされるから」

　あまりに身勝手な事情にユーグはあきれ果てた。

「……つまり君は俺のことを調べて得た情報を売り払って、小こ銭ぜにを稼かせいでいたということなのか……？」

「ええ」

　邪じや気きのない笑顔で少女は言い切った。

　ユーグは頭ず痛つうをこらえるように頭を抱えた。

「……今日の騒ぎの元げん凶きようは君か？」

　公開お見合い状態の視察のことをユーグは言った。集まった数の異い様ようさは、この少女が売り払った情報のせいらしい。

「なかなか社交場に出る機会のないパウエル公爵と会うことを待ち望む令嬢は多いですから。公爵様も花嫁選びの手間が省はぶけてありがたいでしょう？」

　罪つみのない笑顔で語られた真実に、ユーグは愕然とした。

「……俺はそんなに女好きで巨乳マニアに見えるのか？」

　少女は驚いて、咎とがめる視線でユーグを責めた。

「手帳の中身、全部見たのね！　失礼だわ！」

「失礼なのはどっちだ。いまさらだろうが！　好き放題書きやがって！」

「噓うそは書いてません」

　ツンと少女が顎をそらすので腹が立った。

「噓だらけだろうが！　少なくとも見知らぬ女たちに囲まれて嬉しいと思ったことはない！」

「本当に噓ばっかり。あんなににやけた顔をしていたじゃない！　しかも悔くやし紛れにわたしまで噓つき呼ばわりするなんて、本当に失礼な人！」

　ユーグは手にしていた手帳をテーブルに叩きつけた。

「こんなものを持ち歩いて、人のことを嗅ぎまわるほうがおかしいだろうが！」

「淑女に対する、それがあなたの礼儀なの？」

　少女の強気な口調に、ユーグもむっとして手帳を手で叩く。

「これが淑女のすることか！」

「女は秘密が多いほど価値が高くなるものよ。それを暴こうだなんて、失礼の極きわみだわ」

　開き直った少女の言葉に、ユーグの声がすっと低くなる。

「──言っておくが、俺のことはともかく、シザーレン殿下のことまで嗅ぎまわるのは見過ごせない」

「当たり前よ。シザーレン王子のことは信頼できる相手にのみ報告している特別な仕事なの。むやみやたらにしゃべったりしないわ」

　少女が猫のように毛を逆立てて怒鳴る。怒りに燃えたぎる瞳には殺意と見まがうくらいの強烈な感情が含まれていた。

　ユーグは、ここ数日自分に向けられていた奇妙な視線の正体に気がついた。

　あれは王宮でユーグにつきまとって情報収集していた少女のものだったのだ。

　ユーグは生まれて十八年、こんな屈辱的は思いをしたのは初めてだった。

　しかも、目の前の少女は思い描いていた姿とかなり違い、ひたすら元気がよかった。

　おまけにとんでもない跳はねっ返りだ。

　むかむかと腹が立ってきた。

　と、その時、再び扉が丁寧に叩かれる。

　宿の主人が料理を届けにやってきたのだ。

　鳥の丸焼きに野菜のスープ、サラダに籠かごいっぱいの柘榴ざくろが次々に運ばれてくる。

　少女は、テーブルの上に並べられていく料理の数々に目を丸くした。

　華奢な身体の真ん中から、ぐうと情けない音が響いてきて、緊張感がなくなっていく。

　そういえば、医者が栄養失調だと言っていた。

　見た目は育ちのよい少女に見えるが、苦労しているのかもしれない。

　同情する気持ちがわいてきて、ユーグは少女を料理の前に座らせた。

　詳しい事情は食べ終えてから聞くことにしよう。

「食べていいの？　嬉しい、朝から何も食べてなかったの！」

　輝くように笑う少女に、だから倒れたりするんだと、ユーグは腹の底で毒どくづいた。

　少女が、ナイフとフォークを上品に構かまえ、料理を食べ始めた。

　作法は洗練されていて、やはり、育ちはよさそうなのだが……。

　ぱくぱく、ごくり、ぱくぱくぱく……。

　ごっくん、ぱくぱく、ごっくん、ぱくぱくぱくぱく……。

　──正直、こんなによく食べる女性を見るのは初めてだった。

　社交場で貴族の女性たちは常に小食だった。

　小鳥の餌えさほどしか口にしない。

　だが目の前の少女は、品位を失うことなく、清すが々すがしくお皿をきれいにしていく。

　ユーグのほうは、信じられないことの連続に目眩を覚え、食欲がわかなかった。

「……あの」

　少女がためらいがちに聞いてくる。

「なんだ？」

　飲み物を口にしながら答えると、少女が申し訳なさそうに言った。

「あなたの目の前にある柘榴を取っていただけないかしら？」

　ユーグが無言で籠を差し出すと、少女は嬉しそうに籠ごと受け取った。

　赤い実をご機き嫌げんな様子で食べていく。

　五個目を口にした後、何かに気づいたように膝ひざの上に広げていたナプキンを机の上に広げ、柘榴を包んでいく。

「何をしている？」

　怪訝そうなユーグに少女が浮かれた様子で答えた。

「親友へのお土産みやげです」

「親友？」

「ええ、わたしの数少ない大切な味方です」

　嬉しそうに語りながらも、その目には寂さびしさが滲んでいた。

　哀しい表情がユーグの目に焼きついて、はっと胸をつかれた。

　──いやいや、騙だまされるな。彼女は見た目通りの少女ではない。

　ユーグは自分に言い聞かせる。

　すると少女がいまさらのように何かに気がつき、言いにくそうに口を開いた。

「……すみません。食べた後で申し訳ないのだけど、今は持ちあわせがなくて……」

　言われるまでもなく、少女に支し払はらわせる気などない。

「別にいい。それより二度と妙な真似をするな、今度したら……」

　言いかけた時、またも扉が叩かれ、今度はクッキーと紅茶が運ばれてくる。

　少女が、美味しそうなお菓子を見て本当に幸せそうに笑った。

「まあ、素敵。タリサが作ってくれるのと同じくらい香こうばしい匂においだわ」

　タリサというのが親友の名らしい。

　あれだけ食べておきながら、少女はためらうことなくひょいとクッキーをつまんだ。その愛らしい仕草にユーグの視線はいつの間にか少女の動きを追っていた。

　やがて半分を食べ終えると、彼女はまたも予備のナプキンを引き寄せ、残りのクッキーを布にくるみ始めた。

「それも親友とやらへのお土産か？」

「ええ」

　鼻歌を歌いながら少女はナプキンを大切そうになでた。

　あまりの図ず太ぶとさに、思わずユーグは笑ったが、ふと我に返った。

　珍ちん妙みような展開が続いて忘れていたが、少女には聞きたいことが山のようにあったのだ。

　王宮に出入りできるのだから、少女も貴族の一人に違いない。

　彼女の素す性じようを問い詰めようとした時、突然少女がお腹を抱えて椅子の上で蹲うずくまった。

「……う」

　ユーグは焦った。

「どうした？」

　少女は下を向いたまま、苦しそうにうめいた。

「……すみません、食べ過ぎた、みたいで……」

「あんなに馬鹿みたいに食べるからだ」

　少女が無言で立ちあがる。三つ編みまでへろへろになって揺れている。腹を押さえたまま部屋を出て行く少女に、行き先を問うことはできない。

　静かに扉が閉められる。ユーグは少女が戻ってくるのを待った。

　五分たち、十分以上が過ぎ、三十分が経過した頃、さすがに何かあったのかと心配したユーグは部屋の外に出て宿屋の従業員に話しかけた。

「おい、俺の連れはどうした？」

　すると従業員が不思議そうに首をかしげた。

「ずいぶん前にお帰りになりましたが……」

　ユーグは顔を引きつらせた。

　はっとなり、さっきまでいた部屋に戻る。テーブルの上から、少女が大切そうにくるんでいた柘榴とクッキーの包みが消えていた。

「……逃げられた……」

　ユーグスト・パウエルは、十八年の人生で初めて「食い逃げ」という単語の意味を悟さとった。

　怒りのあまり拳こぶしを震わせる。

　苦い顔でユーグはうなるが、少女とはまた必ず会える気がしていた。

　室内には、彼女の大事な手帳が置かれたままだった。

　あれほど大切にしていたのだから、必ず取り返しに来るだろう。

　びっしりと書き込みがされた手帳のページをパラパラとめくっていると、最後のページに文字が書かれていた。

　──ラビット・ファー。

　それが彼女の名前らしい。

　貴重な手掛かりを前に、ユーグは一人ほくそ笑んだ。
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　同じ頃、無事にユーグストの前から逃げ出したラビットは、ライザの街にある乗合馬車に飛び込んでアスタリアの首都ウィストへと無事に戻ることができた。

　だが、計算外だったのが、大切な手帳を取り戻せなかったことだ。

「……どうしよう……」

　ラビットは一人、途と方ほうに暮れた。

　手帳には顧こ客きやくの大切な情報が入っている。

　誰かに見られでもしたら大変だ！

　ユーグストはあの手帳をどうするつもりだろうか。

　それでも大事な情報は頭の中に入っているので問題はないが、手帳だけはなんとしても取り戻したかった。

　──なんとかしなくちゃ。

　ラビットは一人、途方に暮れていた。
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　数日後、王宮の王太子の私室で、ことのあらましを聞いたシザーレンがおかしそうに笑った。

「天下のパウエル公こう爵しやく相手にそこまで度ど胸きようのある子も珍めずらしいね」

　笑いを嚙かみ殺すシザーレンを見ながら、ユーグは憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

「相手を見くびっていました。あそこまで悪わる知ぢ恵えが働くなんて予想外です。見た目は頼りない少女なのにやってくれる……」

　お腹を壊こわして化け粧しよう室しつに行くふりをした少女に、見事にとんずらされてしまったのだ。

「ラビット・ファーだっけ。可か愛わいい名前だね」

「……ラビット・ファー、ウサギ、か。まさにそんな感じでしたよ」

　性格は厚あつかましいが、見た目は小こ柄がらで小動物のように愛らしかった。

　ラビット・ファーはあからさまな偽ぎ名めいだが、手掛かりとしては十分だった。おそらく彼女はこの名前を使って、貴族の令れい嬢じようたちに情報を売っているのだろう。

「すぐに見つけてやります。二度とこんな真ま似ねはさせないように、きつく言い聞かせてやらないと、今度はどんなトラブルに巻き込まれるか知れたものではないですから！」

「いいじゃない、お見合いする手間が省はぶけると言ったラビットちゃんの言葉もあながち噓うそじゃないでしょう？」

「……そんなこと頼たのんでない！　はた迷めい惑わくです」

「でも、ラビットちゃんの活かつ躍やくで一人くらい気に入った子ができたんじゃないの」

　シザーレンに言われて、一瞬、赤みがかった金色の三つ編みを翻ひるがえして走る一人の少女の面おも影かげが脳のう裏りをよぎり、慌あわてて打ち消した。

　いくら見た目が可愛くても、あんな女はご免めんだ。

「領りよう地ちの視し察さつにまで現れて、勝手に集団見合いを企たくらむ奴やつらなんて願い下げだ。あの娘、今度会ったら必ずとっつかまえてやる！」

　シザーレンがくすくすと、天使の羽でくすぐられたように笑った。銀ぎん髪ぱつがさらさらと跳はね、薄うす紫むらさきの瞳ひとみが好こう奇き心しんいっぱいに輝かがやいている。

「でも、真ま面じ目めな公爵様はラビットちゃんが気に入っちゃったわけだよね？」

「茶ちや化かかさないでください！」

　するとシザーレンは笑いを引っ込め真面目な顔になった。

「でも、その子と出会ってから、ずっと忘れられないで、気になってたんでしょう？　公こう務むの最中に我われを忘れて追いかけちゃうくらい会いたかったんでしょう？」

「怪あやしげな行動をしていたから、何をしているのか確かめたかっただけです。余計な感情なんかありません」

　だが言葉にすればするほど、ラビットのことが忘れられなくなっていく。あそこまで非常識だと記き憶おくから消すこともできなくて迷惑だ。

　シザーレンはユーグの話をまったく聞いていなかった。

「へえ、ユーグはそういう子が好みだったのか。意外性があるところに興味をそそられちゃうんだろうね」

「勝手に決めつけないでください！　それにラビットは、殿でん下かのファンみたいですから」

「ああ、なんかたくさん褒ほめてくれていたみたいだね。嬉うれしい限りだな。そういう情報なら積極的にバラまいて欲しいくらいだよ。彼女にまた会ったら教えてね」

　そう言って、シザーレンは優ゆう雅がに紅茶を飲み、王宮専せん属ぞくのコックが焼いたクッキーをつまんで口にする。

「それにしても、栄養失しつ調ちようで倒たおれるほどの貧乏な貴族ってどんな暮らしをしているんだか」

　あきれるユーグに、シザーレンがきょとんとした顔になる。

「どういうこと、それ？」

　そういえば、シザーレンにライザの街でラビットが倒れた理由を話していなかった。

「医者に、彼女は栄養失調だと言われたんですよ」

　たちまちシザーレンが、同情するように顔を曇くもらせた。

「……貧乏な貴族なんて珍しくないよ。ユーグはそういう生活とは無む縁えんだからね。自分が恵めぐまれていることを少しは自覚したほうがいいよ」

　ユーグはしまったと思った。シザーレンの母親は銀髪に菫すみれ色いろの瞳という美しい外見を気に入られ、王の愛あい妾しようとなったのだ。

　病弱だったシザーレンは幼おさない頃、世間から忘れられたように暮らしていた。

　母親の生せい家かは貧しく、またシザーレンが生まれた時、すでに十歳になる正せい妃ひの息子むすこが王太子の座に君くん臨りんしていたため、彼が表舞台に立つことは一生ないはずだった。

　しかし、運命はシザーレンを見捨てはしなかった。乗馬の稽けい古こ中ちゆう、王太子が不ふ慮りよの事じ故こで亡なくなったのだ。このことにより、シザーレンの境きよう遇ぐうは一変した。病気療りよう養よう中ちゆうと称しようして、押し込められていた辺へん境きようの古こ城じようから、王宮に連れ戻されたのだ。

　シザーレンがユーグと初めて会ったのは、シザーレンが宮廷に呼び出され、実の父である国王と対面したその日だった。二人が九歳のときである。シザーレンの細い瘦やせた身体からだから病弱そうな儚はかなさがただよっていた。

　世間知らずの庶しよ子しの王子を軽けい視しする雰ふん囲い気きが、室内に充じゆう満まんしていた。その様子を当時のユーグはまるで自分のことのように感じて緊きん張ちようしていたのを今でも覚えている。ところが、シザーレンは、悪あく意いに満ちた周囲の雰囲気をものともしていなかったのだ。

「お久しゅうございます、父上」

　国王の前で静かに膝ひざを折り、優雅に微笑ほほえんで挨あい拶さつをしてみせた。多くの貴族が居並ぶ中で、その洗せん練れんされた身のこなしは際きわ立だっていた。

　──一瞬で周囲はシザーレンのとりことなった。

　王族とはいえ、田舎いなかで育った九歳の少年ができる所しよ作さとは思えなかった。

　ユーグはシザーレンの中に眠る王の器うつわを感じた。

　無む視しできないシザーレンの存在感は、ユーグだけではなく、多くの貴族たちの心にも強く植え付けられた。

　宮廷を訪れたその日に、シザーレンは王太子としてその存在を認められた。

　この瞬間、ユーグはシザーレンに永遠の忠ちゆう誠せいを誓ちかったのだ。

　見た目は儚げで少女めいているが、シザーレンは芯しんの強い青年だった。

　そんな彼が一度だけ哀かなしい目でぽつりと語ったことがある。

　──僕は望まれて生まれた子供ではないから。

　哀しい告白。反対に、ユーグはパウエル公爵家の待たい望ぼうの嫡ちやく男なんとして、何不自由なく育った。不ふ遇ぐうな生まれの子供の気持ちなど想像できるはずもない。そのため親友でありながら本当の意味でシザーレンの気持ちをわかっていないのではないかと、ときどき不安になってしまう。

　だが、シザーレンは誇ほこり高い王子だ。同情など望まない。

　ユーグは冗じよう談だん交じりに軽口を叩たたいた。

「事情があるにせよ、人の情報を勝手に売られたらたまりません。情報屋として活動しているみたいですが、集めた情報は怪しげなものばかりですよ」

「ユーグは胸の大きな女の子は嫌いなの？」

　銀の糸で作られたような髪を少女のように揺ゆらし、シザーレンが聞いてくる。

　たちまちユーグは、うっとうなるが、ここは正直になったほうがよさそうだ。シザーレンはユーグの噓を見抜くのが上う手まい。

「……まあ、嫌いじゃないですけど。その、女は華きや奢しやで守りたくなるような外見をしていても、芯の強そうな子がいいかな、とは思います。身体的特とく徴ちようは二の次です」

　以前、シザーレンと話した時と微び妙みように好みが変わっていた。シザーレンはその様子を楽しそうに見つめている。

「だから、それってラビットちゃんのことでしょう？」

「違います！」

「強ごう情じようだね」

「あんな変な女、誰が好きになるか！」

「ユーグは妙みようなところで世間知らずだね。……人を好きになるのに理由は必要ないんだよ」

　まるで以前、誰かに恋していたかのようなシザーレンの発言が気になった。だが、聞けない雰囲気を察さつして口をつぐむ。どの道、もうすぐ妹と結婚する相手に、過去の恋愛話など聞けるはずもなかった。

「それより、早くあの娘を捕つかまえないと……」

「でも、一度見つかっちゃったんだから、もう現れないかもね。家が貧しいなら社しや交こう界かいにも顔を出す可か能のう性せいは低いし」

　どうりでラビットの顔に見覚えがないはずだった。黙だまっていれば可か憐れんな美少女だ。どこかの夜会で会っていたら、きっと記憶の隅すみにとどめていたに違いない。

　──いや違う、とユーグは思う。

　ラビットは自分に群むらがる女性たちとは違うから特別に見えたのだ。

　ユーグの立場に媚こびず、凜りんとしているところに心がくすぐられた。

　ユーグは内ポケットに手を伸ばし、一冊の手帳を取り出す。

　大切にしているのだろう。古びた茶色い革の手帳は、ずいぶんと使い込まれていた。

　にやりとほくそ笑むユーグの嬉しそうな様子に、シザーレンが興味を持った。

「どうしたの、それ？」

「子ウサギの忘れものです」

「ああ、ラビットちゃんのものか。それでおびき寄せるつもりなんだ。ね、見せてよ」

　せがまれて、ユーグは一瞬躊ちゆう躇ちよしたものの、無言で手帳を渡した。

　パラパラとページをめくるシザーレンの手の動きがぷるぷると揺れた。

「ぷ、くはは……！　言われ放題だね。ラビットちゃんはずいぶんユーグに手厳しいね」

「まったく根も葉もない噓ばっかり並べ立てて……！」

「でも、君の予定までよく調べることができたね。その情報網には感心するよ」

　ユーグもそこが不思議だった。別に隠かくしているわけではないが、近きん親しん者しや以外誰にも知らせていないユーグの行動の情報までラビットは摑つかんでいた。ライザの街の視察もそのひとつだ。

　どこから聞いたのだろうか。

「どうせ、胡う散さん臭くさい情報源でも持っているんでしょう」

　負け惜おしみでそんなことを言った。

　ページをめくるシザーレンが口くち笛ぶえを吹いた。

「おや、僕については丁てい寧ねいだね。いいことしか書かれていないよ」

　シザーレンが楽しそうに笑う。そうしていると普通の無む邪じや気きな青年に見えてくる。

「……僕も子ウサギちゃんに会いたくなっちゃった。是ぜ非ひ捕まえたら会わせてよ」

　シザーレンがいつものように華はなやかに笑った。だがその笑顔に別の感情が交じる。

　これはお願いではなく命令だと、付き合いの長いユーグは悟さとった。

　シザーレンも、あまり細かな情報を探られるのはさすがに不ふ愉ゆ快かいだったのだろう。

「もちろんです」

　必ず連れてくるとユーグは約束した。
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　シザーレンの部屋から退たい出しゆつして馬車を待たせている裏庭へと急いでいると、突とつ然ぜん、小さな影が飛び出してきた。

「ユーグスト！」

　愛らしい少年がユーグに抱きつく。

「セイン王子」

　アスタリア王国の第二王子でシザーレンの腹はら違ちがいの弟王子のセインだった。

　セインは亡き王太子に続いてファナ王おう妃ひの産んだ王子だった。

　今年で六歳になる王子は、青い大きな瞳を好奇心いっぱいに広げてユーグを見上げている。

　正妃の息子として何不自由なく育ったセインは、純じゆん粋すいにユーグを慕したっていた。

「ユーグスト、今度兄上とキツネ狩がりに行くと聞いたぞ」

　数日後、ユーグはシザーレン殿下主しゆ催さいの狩りに参加することになっていた。

「ぼくも参加したい。でも、危険だとみんなが反対する」

　ユーグは、腰をかがめてセインと視線を合わせると言い聞かせるように口を開いた。

「王子にはいささか早すぎるかと思います。もし何かあったらシザーレン殿下が心配なさいますよ」

「むう。みんなしてぼくを子供扱あつかいする」

　子供扱いもなにも、セインはまぎれもなく子供なのだが、そんな姿さえ可愛くてユーグは笑いそうになる。

　素す直なおで愛くるしい弟王子を、ユーグもシザーレン同様大切にしていた。

　その時だった。

「セイン、何をしているのです！」

　厳しい一いつ喝かつが飛んだ。

　セインの母、ファナ王妃が厳しい目でユーグを睨にらんでいる。

　自分の息子を王太子にしたいと狙ねらうファナ王妃は、シザーレンに味方するユーグを敵てき視ししていた。

「……母上……」

　セインは悪いた戯ずらが見つかった子供のようにびくんと身体を揺らした。

「セイン、こちらへ来なさい。さあ、早く！」

「……ユーグスト、また遊んでね」

　小声で囁ささやくと、セインは母親の元に走っていった。

　ユーグは深々とため息をついて立ちあがると、ファナ王妃たちに背を向けてゆっくりと歩き出した。
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　シザーレンと約束したものの、それから数日、ユーグはラビットと遭そう遇ぐうすることはなかった。

　さすがに警けい戒かいされているのだろう。

　ラビットの尻尾しつぽを摑んで以来、彼女の消しよう息そくは途と絶だえている。

　宮廷にユーグが姿を見せても、集まってくる令嬢の数は目に見えて減っていた。

　きっとラビットの情報が伝わっていないせいだろう。

　ユーグはラビットが再び姿を現すのを待った。

　パウエル公爵の情報がお金になると狙っているのだし、そもそも彼女の仕事道具である手帳を握にぎっている。

　確かく信しんがあった。彼女は必ずこの手帳を取りに現れると。

　だが再会は、思いがけない場所で叶かなった。

「……あ……」

　ユーグの顔がひくついた。

　それは、婚こん約やく披ひ露ろうの夜に催もよおされる舞ぶ踏とう会かいの相談のため、ミレニアの部屋を訪れようとした時だった。

　昼前から雨が降り始めたせいで、午後の予定をキャンセルして早くに帰宅したユーグは、妹の部屋の前でミレニアと会話するラビットの姿を見つけたのだ。

　──あの娘！

　よくもぬけぬけと邸に足を踏み込めたものだ。

　ミレニアが嬉しそうにラビットを部屋へと招まねき入れる。

　どうやら二人は知り合いらしい。だが、今飛び出してラビットを捕まえるのは得とく策さくではなさそうだ。

　──今度こそ捕まえてやる。

　尻尾のような三つ編みが扉の奥へと消えていくのを、ユーグは忌いま々いましい思いで睨みつけていた。
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　ミレニアの部屋に招かれたラビットは、そっとため息をついた。

　──いつ見ても豪ごう華かな部屋だわ。

　公爵令嬢として生まれたミレニアは、何不自由なく恵まれて育った。

　ラビットはほんの少しうらやましく思うが、すぐにその感情を振り払った。高価な調度品を美しく思うが、それに囲まれて暮らしたいとは思わない。

「それで、お願いしていた依い頼らいはどうなったの？」

「いろいろあって遅くなってごめんね。だけど今日は持ってきたわ」

　不安そうなミレニアに聞かれて、ラビットは手て提さげから一枚の紙を取り出して手渡した。

　受け取ったミレニアは、書かれた内容を凝ぎよう視しする。だが、文章を追うその目がみるみるうちに失しつ望ぼうへと変わっていった。

「……シザーレン様は本当に素す晴ばらしい方なのね……」

　ラビットが手渡したのは、王太子シザーレンについてまとめた報告書だった。

「そうよ！　誠せい実じつで温おん厚こうで真面目で理知的な最高の婚約者じゃない。それに手紙のやり取りをしているのに、どうしていまさら殿下のことを探る必要があるの？」

　宮きゆう廷ていに情報屋として出入りするラビットに、シザーレンの身辺調査を依頼したのはミレニアだった。ラビットは、ミレニアのためにシザーレンについて調べ上げており、ユーグのことはついでの副ふく産さん物ぶつだ。

　その時部屋の扉が丁寧に叩かれた。侍じ女じよが紅茶とお菓子を運んできたのだ。

「──しばらく誰も部屋に入ってこないでちょうだい」

「かしこまりました」

　ミレニアが命めいじると、侍女がすぐに返事をした。

　昼前から降り出した雨は次し第だいに激はげしくなってきたようで、窓に針はりのように細い雨が打ちつけている。

　二人きりの部屋に雨音が響ひびいていた。

「……でも、わたくしはシザーレン様がどういう人なのかやっぱりよくわからないの。お兄様に聞いてもあなたと同じようなことしか言わないわ。殿下は素晴らしい人だって……」

「でも、本当にそうなの。シザーレン王子の評判はとてもいいわ。みんなが将来を期待している。ミレニアは、そんなシザーレン王子の花嫁になるのを重おも荷にに感じて、憂鬱になっているだけではないの？」

「そうなのかしら？」

「婚約式が終われば、もっと頻ひん繁ぱんに会えるようになるんだからいいじゃない。会って話せば不安なんかすぐに消えてなくなるわ」

　ラビットがなだめるが、ミレニアの顔は曇り空のように陰かげりを帯おびていた。

「……あなたは昔から変わらないわね。わたくしにもあなたみたいな行動力があれば、王宮に忍しのび込んでいけるのに」

　王太子の婚約者がこっそり王宮に入り込んだなどと知られたら、ミレニアの品位が疑うたがわれる。ラビットは焦あせった。

「わたしはただ単に好奇心が強いだけよ。わたしがどれだけ変わり者か、ミレニアならよく知っているでしょう？」

　二人は幼い時に知り合い、ミレニアがシザーレンと婚約する前からの友達だった。ミレニアの伯お母ばが主催する刺し繡しゆう教室に通っていた時に仲良くなったのだ。ミレニアの伯母の伯はく爵しやく夫ふ人じんは、ラビットの母親と旧きゆう知ちの仲で、なにかと目をかけてくれていた。

　出会った頃からミレニアは人ひと見み知しりの激はげしい少女だった。逆にラビットは変わり者の令嬢として同年代の少女の間では浮いてしまっていた。

　ラビットは身体の弱い母親の病気療養に付き添そって、六歳まで田舎いなかで育った。母親を亡くしてから都に戻ったが、慎ましい淑しゆく女じよとは言い難がたかった。そのため、同じ年頃の気位の高い少女たちに陰かげで意い地じ悪わるをされたのだ。

　もちろんラビットは、嫌いやがらせを受けて黙っているような性格ではない。

　ラビットの赤みがかった金きん髪ぱつを笑った少女に泥どろ団だん子ごをぶつけた。やられたらやり返すのが当たり前、それがラビットの信しん条じようだった。けれど、彼女の勝かち気きな性格が災わざわいしたのか、仕返しにと落とし穴に落とされてしまったのだ。刺繡の会が終わり、人の気配が希き薄はくな伯爵家の庭での出来事だった。

　たまたまそばを通りかかったミレニアによってラビットは助けられた。もしミレニアがいなければ、ラビットは自分の身長より深く掘ほられた穴の中で、一晩過すごすはめになっていただろう。

　このことがきっかけで二人は急速に親しくなっていった。

　昔を思い出したのか、ミレニアが笑った。

「あなたったら本当におかしかったわ。落とし穴に落とされても平へい然ぜんとした顔をしてるんだもの。わたくしだったら、きっと泣いていたわ。しかも、次の日、同じ穴にその子を落としてしまうんだから、笑ったわ」

「あれはミレニアの協力があったからよ」

　今思い返しても胸のすくような出来事だった。

　自分が命令して掘らせた落とし穴に、本人が落ちたのだ。間ま抜ぬけにもほどがある。

　その後ラビットは相手に告つげ口されてしまい、伯爵夫人にこっぴどくしかられたが、仕返しを終えたラビットは、意地悪を仕掛けた令嬢を告げ口するような真似はしなかった。幼いラビットが見せた矜きよう持じの高さは、ミレニアに深い感動を与えた。

「……あの頃に戻りたいわ」

　寂さびしそうに呟つぶやくミレニアを、ラビットも同じような思いで聞いていた。

　──わたしもあの頃に戻れたら……。

　母親の生きていた頃、一緒に過ごした日々を懐なつかしく思う。

　戻れない過去に思いを馳はせる自分を叱しつ咤たするように、ラビットは言った。

「もうすぐ幸せな花嫁になる人がそんなことを言っちゃだめよ」

　ラビットは小さく笑って、菓子の盛もられた皿からスコーンをつまみ、ぱくりと口に入れた。
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　ミレニアの部屋の扉が開いた。帰り支じ度たくを済ませたラビットと二人で何かを話している。

　今度こそラビットを逃がすまいと、ユーグはラビットが再び姿を見せるのをミレニアの部屋の近くでじっと監かん視ししていた。

　すぐにも取り押さえたい腹立たしい気持ちを抑えながらも、ラビットに心を許しきったミレニアの表情が気になった。そっと様子を窺うかがうことにする。

「……本当にいろいろ相談に乗ってくれて、ありがとうね」

　ミレニアが温かい笑顔でラビットの手を握る。

「ううん、ミレニアの役にたてるなら、わたしも嬉しい。深く考えては駄だ目めよ。結婚なんて勢いきおいでしちゃうものだって、わたしのお母様が言っていたわ」

　会話の内容が気になった。まるでミレニアが結婚に対して迷いがあるようではないか。あんなに完かん璧ぺきな殿下が相手なのに何が不満なのだろう。ユーグは腹の底で怒いかりを燻くすぶらせた。

　──失礼な娘だ！

　飛び出して直接文もん句くを言ってやりたいが、二人の深しん刻こくそうな様子に思いとどまる。やがてラビットとミレニアが部屋を出て玄げん関かん先さきまで歩いていく。どうやらミレニアはラビットを見送りに行くようだ。ラビットはいつものように若草色のドレスを身につけていた。家が貧しいせいだろう。それでも大切に使って着ているのか、細い背中は凜としていて、みすぼらしい様子はない。

　ユーグはそっと二人の後を追った。

　玄関先で二人は立ち止まって会話している。

　窓の外から、地面を荒あら々あらしく打ちつける雨の音は絶え間なく続いていた。

「雨の中ごめんね。今、帰りの馬車を用意させるから」

　ラビットが三つ編みの頭を揺らす。

「いいの、歩いて帰るから」

「でも、外はすごい雨よ」

「……いやだわ。本当ね。タリサが心配するから早く帰らなくちゃ」

　ユーグの頭にラビットの手帳が浮かんだ。ユーグの情報は大安売りされていたらしいが、シザーレンの情報だけは安売りはしない、信しん頼らいできる相手に売ると言っていた。

　その相手として考えられるのは、婚約者であるミレニアだ。彼女以上に王太子シザーレンの情報を与えるのにふさわしい相手もいないだろう。結婚に対する迷いを口にしたミレニアの顔が浮かび、ユーグは愕がく然ぜんとした。つまりはそういうわけだ。ラビットは、シザーレンの情報をミレニアに売るつもりだったのだ。きっとミレニアの不安を取り除のぞきたい気持ちもあったのだろう。やたらシザーレンを好こう意い的てきに書いていたのも（もちろん殿下は素晴らしい人だが）、ミレニアのためなのだ。

　ラビットがユーグの個人情報に詳くわしくて当たり前だ。一緒に住む妹が知らせていたのだから。

　──あの二人、どういう関係だ？

　気になり出したら止まらなくなっていた。

　馬車に乗るラビットを見送ったミレニアが、階段を登って部屋へと戻っていく。

　その背中にユーグは声をかけた。

「ミレニア」

　妹の背中が、悪戯が見つかった子供のように跳ねあがった。

　恐る恐るといった様子で振り返る。

「まあ、お兄様、どうかなさったの？」

「今の娘は誰だ」

　ミレニアがあっけにとられた顔をした後、ちょっと笑った。

「やだ、お兄様、フローデルに興味があるの？」

「フローデル？」

「この前、遊びに来ると言っていたわたくしの友人よ。彼女がフローデル・フィリング伯爵令嬢よ」

　さすがのユーグも衝しよう撃げきを受けた。あれが伯爵令嬢とは世よも末すえだ。

「……彼女が？」

「そうだけど、お兄様、フローデルの知り合いなの？」

　どうやらミレニアは、友人がユーグの情報を売ってお金を稼かせいでいたことを知らないようだ。ゆゆしき事じ態たいだとユーグは思った。

「ミレニア、話があるんだが、ちょっといいか？」

「……ええ、かまいませんけど」

　予想外の兄の申し出に、ミレニアが面めん食くらいながらも部屋に招き入れる。

「そのフローデル嬢じようと何をしていたんだ？」

「なにって、刺繡や本のことを話しながらお茶を飲んでいたわ」

「いつから？」

「お昼からだけど……」

「今日は昼前から雨が降っていた。こんな時にわざわざ足を運んだのか」

「……だって、彼女と会えるのも残りあとわずかなんですもの」

　ミレニアによると、彼女は人の多い場所が苦手という話だった。だが、ユーグが彼女と会話した時の様子から、人見知りするような気配はなかった。社交界に顔を出せば、ひとつの花が咲いたように彼女を中心に輪ができる様子が想像できる。

　では貧困が原因なのだろうか。

「……フィリング伯爵家は貧乏なのか？」

　さすがのミレニアも顔をしかめた。

「お兄様は、わたくしの友人を愚ぐ弄ろうするおつもり？」

「ずいぶんあの娘を信頼しているんだな」

「当たり前よ、だって大事な友人だもの！」

「……その友人が、ユーグスト・パウエル公爵の情報を貴族の令嬢たちに売っていると知っても友達だと言えるのか」

　ミレニアが息を止めた。

「……なんのことですの？」

　あからさまにミレニアは驚おどろいていた。

　よもやミレニアも共きよう犯はんかと思っていたが違うようだ。

　ユーグは部屋から持ってきたラビットの手帳を取り出して、ミレニアに見せた。

　ラビットが、その手帳を持ち歩いているのをミレニアも知っているようだった。

「お兄様、フローデルに会ったの？」

「ああ、俺のことを嗅かぎまわっていた」

　ユーグから受け取った手帳のページをめくるミレニアの顔が徐じよ々じよに曇っていく。

　筆ひつ跡せきを見てそれが友人のものだと判はん断だんできたようだ。

　だが、その表情に大きな変化はなかった。

　音もなく手帳を閉じると、ミレニアは静かに言った。

「……お願い、フローデルのことは許してあげて」

「親友の身内の情報を売って、金銭を稼ぐような女を庇かばうのか？」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、ミレニアがうつむく。しかしその様子は、友人の非常識な行動に傷ついたという反応とは程遠かった。

「……そんなことわたくしにとっては些さ細さいな問題だわ。フローデルは大だい胆たんなところがあるけれど、悪い子じゃないの。お願い、見み逃のがしてあげて……」

　懇こん願がんする響きにただごとでないものを感じてユーグは質問の内容を変えた。続きを聞きたいが、今はもっと重要なことがある。

「じゃあ、お前はどうして彼女からシザーレン殿下の情報を買っていたんだ？　王太子殿下は素晴らしい人だ。何が不満なんだ？」

　ミレニアが深々とため息をつく。

「……お兄様には関係ないわ」

「重要なことだろうが。もし、シザーレン殿下の情報が人に知られることがあったら、パウエル公爵家が責せき任にんを問われることになるかもしれないんだぞ」

「お兄様は、本当にシザーレン様を信頼されているのね」

　まるで自分は違うとでも言いたげな妹の言葉に、引っかかりを覚えた。

「殿下は尊そん敬けいに値あたいする方だ。勝手に情報を流されたら困る。殿下の秘密は王家の問題でもあるんだぞ」

「フローデルからもらった報告書には、お兄様が心配されているような大たい層そうなことは書かれていなかったわ」

「そういう情報からたどりつく真実もある」

「……まったく、お兄様もフローデルも、みんなしてシザーレン様を褒めてばかり」

「欠けつ点てんなど見当たらない方だからな」

　するとミレニアが思し慮りよ深い顔でぽつりと言った。

「……欠点のない人なんているのかしら？」
















　ユーグは口をつぐんでしまった。

　言われてみれば、ミレニアの言い分ももっともだ。欠点のない人間などいない。

　だが……。

「婚約したら、頻繁に会えるようになる。そうしたらもっとお互いを知ることができるだろうとシザーレン殿下も言っていた」

　するとミレニアがふっと笑ってみせた。まるで、納なつ得とくしてあげるわと言わんばかりの顔に反はん発ぱつ心しんを覚えるが、それ以上追つい及きゆうはしなかった。今ここで言い争あらそってどうこうできる問題ではないからだ。むしろラビットに直接会いに行ったほうが早いだろう。

　ユーグが妹の部屋から出て行こうとすると、その背中にミレニアが声をかけた。

「ねえ、お兄様は、フローデルのこと、どう思った？　気に入った？」

「なっ……！　まさかそれは異い性せいとしてという意味か……？」

「もちろんよ」

「馬ば鹿かを言うな！　人の個人情報を売ってお金を稼ぐような女なんて、ご免だ」

「あらいいじゃない、楽しくて。今までお兄様の周囲にいなかったタイプでしょう？　意外性があるほうが、王宮で洗練された淑女たちを見慣れて目の肥こえたお兄様にはお似合いだと思いますわ」

「ど、どこがいいんだ。お前はただ単にあの娘と遊びたいだけだろうが！　迷惑だ！」

　──そうだ、あんな面めん倒どうな女は願い下げだ。

　うんざりだった。
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　三日後ユーグは、シザーレン殿下主催のキツネ狩りに来ていた。

　王太子の護ご衛えいの騎き士したちも付き従したがっている。

　シザーレンの乗馬服は白に銀ぎん糸しで刺繡がされていた。

　隣となりにぴったりとくっついて馬を走らせるユーグの姿は、黒一色。

　二人が馬を並べて歩く姿は、多くの貴族にとってまぶしく映っていた。

「いい天気だね」

「最高の狩り日び和よりです」

　シザーレンが気持ちよさそうに空を見上げた。めったに外出しないので、城の外の景け色しきが珍しいようだ。久しぶりの遠出にくつろいだ様子で景色を楽しんでいる。風が緑の木々を揺らし、ちらちらと太陽の光が輝くたびに、猫ねこのように目を細めている。

　集まった貴族の青年たちが、平然と王子の隣を行くユーグをうらやましそうに見つめていた。二人の絆きずなの強さを妬ねたむように向けられる視線は、ユーグを居心地悪くさせた。だが、それももう慣れたものだったので、すぐに気にならなくなる。

　王家の所しよ有ゆう地ちである森林に入ると、すでに招待された貴族の若者たちが集まっていた。

　広場には天てん幕まくが張られ、休きゆう憩けいスペースも設もうけられている。

　ユーグは矢を背せ負おい、腰に剣を佩はいていた。いざというときは線の細いシザーレンに代わってその身を守るつもりだ。

　王家の所有地とはいえ、誰がどこで狙っているか知れたものではない。

　優ゆう美びなシザーレンは血なまぐさいことを好まず、あまり外出する機会もなかったので長時間馬に乗ることができない。そのため狩り場につくと、天幕に王太子の席が用意されていた。

　王太子主催のキツネ狩りだが、先頭に立って馬に乗り、獲え物ものを追いたてて矢を射いるのはユーグの役目だった。ユーグの活躍に、シザーレンの名めい誉よがかかっている。

「今回も期待しているよ、ユーグ」

　シザーレンに背中を叩かれて、ユーグは悪戯小こ僧ぞうのようににっと笑った。

「もちろんです。シザーレン殿下のために必ずや最高のキツネを献けん上じようします」

　他人の目がある場所では、ユーグもいつものように砕くだけた口調で会話はできない。

　去年の狩りでは、ユーグは大きな銀ギツネをシザーレンに献上していた。

　その珍しい毛皮は、シザーレンの私室に飾られ、宮中で今も語り草になっているほどだ。

　今度も大物をしとめようとユーグは朝から張り切っていた。

　やがて、狩りの開始を告げる笛の音があたりに鳴り響いた。

　ユーグは手た綱づなを握り締しめて、勢いよく駆かけ出した。後ろから、貴族の若者たちが続々と追いかけてくる。興奮に血が燃えたぎるように熱くなった。

　ふと、視し界かいの隅で茂しげみがかさりと動いた。

　ユーグは馬にまたがったまま背中から矢を取り出し弓を構かまえる。ひゅんっと真まっ直すぐに飛んだ矢が茂みを貫つらぬいた。

　すると若いキツネが草をかき分けて飛び出してくる。

「最初の獲物はあれにするか」

　ユーグはすぐに次の矢をつがえて放った。

　見事にキツネの急きゆう所しよを貫き、獲物は悲痛な鳴き声をあげて地面に倒れこんだ。

「お見事です。パウエル公爵」

　わっと追いかけてきた若者たちが盛り上がる。

　ユーグは馬の速度を落とし、獲物のキツネを拾い上げ、後ろから馬を走らせてきた男だん爵しやく家の若者に後を任まかせた。ユーグを慕う貴族の若者の一人だ。

　今度は、左のほうで猟りよう犬けんが鳴き声をあげた。どうやら新たな獲物を見つけたようだ。

　ユーグは張り切って鳴き声が聞こえたあたりまで馬を駆かった。

　空気を切るように馬を走らせて森の奥までやってくる。

　またも茂みの中を何かが移動していく気配を察さつ知ちし、素早く弓を構えた。

　茶色い毛皮の何かが飛び出してきた時、ユーグは今まさに放とうとしていた矢の軌き道どうを慌てて逸そらした。獲物が駆けた後の地面にむなしく矢が突き刺さる。

　飛び出してきたのは、野ウサギだった。必死に逃げるウサギの頭で揺れる耳が、赤みがかった金髪の少女と重なって、次の矢を放てなくなる。

　あっという間にウサギは草むらの奥に逃げてしまった。

　馬の速度を落とすと、子し爵しやく家の嫡男が気き遣づかうように声をかけてきた。

「……惜しかったですね。それにしても元気なウサギでしたね」

　彼もまたユーグになついていて、公おおやけの場で子犬がまとわりつくように話しかけてくる。

　ユーグがしとめ損そこねたと勘かん違ちがいしたようだ。慰なぐさめる口調に、ユーグは思わずむっとする。とっさに矢の向きを逸らしたのは、キツネではなくウサギだったからだ。だが、ウサギを狩ってはいけない決まりもない。言い訳はしないほうが、意地っ張りの公爵だ、などと噂うわさされないで済むだろう。

「次、行こう」

「大物を狙いましょう、パウエル公爵」

　その時、森の奥で何かの気配がした。

　──人の気配がする。

　こんな場所に、誰か間違って迷い込んだのだろうか。

　緑の陰から姿が現れる。

　小柄な背中にひとつにくくった金の髪が揺れるのを見て、ユーグは舌した打うちしたくなった。

　あれはラビットに間違いない。動きやすいようにか、兵へい士しの服装に身を包つつんでいるが、ひとつにまとめた金髪が背中で踊る後ろ姿はラビットにそっくりだった。

　──どこまで自由奔ほん放ぽうで好奇心が強いんだ。あの跳ねっかえりが！

　ユーグは馬を飛ばして人ひと影かげを追いかけ始めた。

　ユーグの動きに気がついた少女が背中を翻して駆けていく。

「公爵、どうされました？」

　戸と惑まどう他の貴族たちの声は無視した。

　馬ば術じゆつでユーグにかなう者は少ない。逃げるように走る背中を必死に追いかける。たちまち追いつくが、少女が木々の豊かに生おい茂しげる森の奥へと入ったので、距きよ離りが開いた。ユーグは馬を降りて駆け出した。

　少女は俊しゆん敏びんな動きでユーグを撹かく乱らんする。

　その動きに翻ほん弄ろうされて、無む性しように腹が立った。

　──また倒れても知らないぞ！

　一いつ心しん不ふ乱らんにユーグは後を追う。すると、少女が身み軽がるに崖がけの斜しや面めんを器用に登りはじめるのを見てぎょっとした。転てん落らくしないかとはらはらする。ユーグも急いで斜面を登っていく。

　──あと一歩で手が届く。

　だが、斜面を登りきり小さな高台に躍おどり出たところで、ユーグは呆ぼう然ぜんとなった。

　そこには誰の姿もなかった。

　強い風が吹き、頭にかぶっていた帽子がさらわれそうになるのを押さえた。

「……幻まぼろし？」

　まるで夢でも見たように、少女の姿はきれいに消えていた。

　高台の反対側は急な崖になっていて、熟じゆく練れんの兵士でも移動するのは困こん難なんだろう。

　あんなちっぽけな少女が隠れる場所もない。

　考えるまでもないが、狩り場はあんな少女が容よう易いに踏み込める場所ではない。

　──なにを馬鹿なことをやっているんだ……！

　自分に苛いら立だちながら、ユーグは来た道を戻りはじめた。

　置いてきた馬にまたがり、一度天幕へ戻ろうと愛馬の首を返して走らせた。

　途と中ちゆうでユーグを見み失うしなったのだろう、ユーグに付き従っていた貴族たちの姿も消えている。

　ようやく天幕の張られた場所に戻ってきた時、周囲はなぜか騒そう然ぜんとしていた。

　ざわめきは天幕のひとつを取り囲むようにしてできていた。

　赤い布の張られたひときわ大きな天幕は、シザーレンのために用意されたものだ。

　──まさかシザーレン殿下の身に何か起きたのだろうか。

　ユーグは慌てて馬を下り、人込みをかき分けるようにして先頭にやってきたところで、目の前に広がる光景に愕然とした。

　樫かしの木で作られた優美な椅い子すの背に一本の矢が突き刺さっている。

　それはシザーレン専用の席だった。

　事態が把は握あくできずに呆然としていると、シザーレンの護衛の一人がユーグを見つけて小走りに近寄ってきた。

「パウエル公爵、こんな時にいったいどこにいたんですか！」

　責せめる口調にユーグはぞっと血の気が引く思いがした。

　──シザーレン殿下の命が狙われた？

「シザーレン殿下は大丈夫なのか？」

　護衛の肩を力任せに揺さぶって詰きつ問もんした。

「お、落ち着いてください。殿下はご無事です」

　それでも矢に毒どくが塗ぬられていた可能性もある。周囲の雰囲気で、最悪の危険は起きなかったとわかるが、シザーレンが命を狙われたと知り、ユーグは慌てた。

「なにがあったんだ」

「そ、それが突然、シザーレン殿下に向けて矢が射かけられて……」

　ユーグは焦った。

　シザーレンが大変な時に自分はいったい何をしていたのだろうか。とにかく無事を確認しようとシザーレンの姿を探す。

　一人の貴族がユーグに向けて冷たい声をかけてきた。

「パウエル公爵こそ、こんな騒さわぎが起きているとも知らずに吞のん気きに狩りですか？」

　中年の貴族は宮廷でも発言力のある大だい臣じんだった。

　さすがのユーグも言い訳できずに頭を下げる。

「面めん目もく次第もございません」

「それで、貴き君くんはシザーレン殿下の命が狙われた最中、どちらにいらしたのかな？」

　ユーグは言いにくそうに口を開く。

「……その、子供に似た人影を見つけたもので、危ないから近づくなと注意しようと追いかけていまして……」

　すると、狩りのときユーグの後ろに従っていた男爵家の長男に、大臣の咎とがめる視線が向けられる。

「パウエル公爵の言っていることは本当か？」

　男爵家の青年が青い顔で首を振った。

「申し訳ありません。いきなり公爵が一人で走り出すまで、わたしは誰かが狩り場に迷い込んだことさえ気がつきませんでした」

　周囲のざわめきに不ふ穏おんな空気が混じり始めた。

「パウエル公爵はその子供を見つけたのかね？」

「……いいえ、途中で見失いました」

「貴君ほどの者が子供を取り逃がしたのかね。馬で追いかけたのだろう？」

「はい。ですが、途中で森に入ったので、馬を下りて追いかけて高台まで登ったのですがそこで姿が見えなくなってしまって……」

　大臣の顔に嘲あざけりの笑みが浮かぶ。

「子供にまかれたのか。……夢か幻でも見たのではないのかね？　この狩り場の警けい護ごは厳げん重じゆうだ。そんな子供の姿を見落とすほど、我わが国の兵の目は節ふし穴あなではないはずだが」

　返す言葉もなかった。いくら貴族でも、許可もなく王家の所有地に簡単に入り込むなど不可能だ。それが子供ではなく非ひ力りきな少女なら、なおさら無理だろう。

「申し訳、ありません……」

　風向きが悪くなる。周囲が探るようにユーグを見つめてひそひそと囁いていた。

　いつもなら「文句があるならはっきり言え」と怒ど鳴なりたいところだが、言い訳しようもない失しつ態たいを犯おかした身だ。

　ユーグがうなだれていると、横から声が飛び込んできた。

「何事だい？　これではまるでパウエル公爵の公開裁さい判ばんみたいだね」

　華やかな声にユーグははっとした。

　シザーレンがからかう口調で肩をすくめながら歩いてきた。

　上着を肩にかけ、白いシャツを着た腕には痛いた々いたしく包ほう帯たいが巻かれている。シャツには血のあとが生なま々なましくべったりと残っているのにぞっとしたが、少なくとも命に別べつ状じようはなさそうだ。

　その姿に、一番ほっとしたのはユーグだった。

「殿下、お怪け我がの具合はいかがですか」

「たいしたことはないさ」

　だが、ユーグを責める大臣の追及は終わらなかった。

「殿下はお命を狙われたのですよ、もっと緊張感を持ってください」

「単なるかすり傷なんだから、問題ないよ」

　すると、一人の兵士がシザーレンのために用意された椅子から矢を抜き、大臣に何かを囁いている。

　たちまち大臣の顔色が変わった。

　ユーグに見せつけるように矢を突きつける。

「これは殿下のお命を狙ったものだが、この矢はパウエル公爵のものじゃないかね？」

　大臣の発言にさすがのユーグもむっとした。心しん外がいだとばかりに進み出るが、矢を手に取って近くで見ると、確かに自分のものだった。矢や尻じりに公爵家の家か紋もんが入っている。言い返すことができないでいると、シザーレンがおかしそうに笑った。

「くだらないね。ユーグを罪ざい人にんに仕立て上げようとする計画なのがまるわかりじゃないか。彼なら、公の場で僕の命を狙う必要はないはずだろう。おまけに自分の矢をわざわざ使うなんて愚おろかな真似もしない。──僕はなにか間違ったことを言ってる？」

　シザーレンの言葉に、誰も言い返すことができずにうなだれる。

「ねえ、ユーグはその子供を追いかけてどこに行ってたの？　きちんと説明してくれたら、すぐに身の潔けつ白ぱくは証明されるよ」

　もっともだとユーグは思い、頭に狩り場の地図を浮かべて、自分がさきほどいた高台を指し示した。

「あのあたりです」

　真っ直ぐに東を指で示すと、一瞬シザーレンが黙り込んだ。

「本当に？」

　信じられないといった様子でシザーレンが聞いてくる。ユーグは言葉もなく頷うなずいた。

　するとたちまち居並ぶ貴族たちが強い疑ぎ惑わくの目でユーグを見た。

　ユーグを問い詰めていた大臣が一歩踏み出してくる。

「……殿下を狙った貴君の矢は、まさにそちらの方角から放たれたものだ」

　まさかの言葉にユーグも大きく目を見開いた。

　悪い冗談だと思いたかったが、周囲の反応が真実だと語っていた。

「……ずいぶん、手の込んだ悪戯だね」

　シザーレンがやれやれといった様子で息を吐はいた。

「ユーグを陥おとしいれようとする敵は多そうだ。だが、これだけは言っておく。僕の親友は、こんな馬鹿な真似をするほど愚ぐ鈍どんな男じゃない」

「公爵を庇うおつもりですか！」

「……そういうことではなく、僕の知っているパウエル公爵なら自分に疑いのかかるようなへまはしないということだ。あまりにも彼に都合の悪い状況証しよう拠こがそろいすぎている。疑ってくださいと言わんばかりの出来事に、悪意を感じるよ」

　シザーレンはそう言い切ったものの、一度生じた疑惑を消すのは難しかった。

　ざわめきの中には、ユーグに不ふ利りな憶おく測そくも飛び交っている。

　つまり、ユーグ自身にとって悪い証拠を残すことで、逆に自分に対する疑いの目を逸らそうとしているのではないかということだ。

　シザーレンを敬けい愛あいするユーグの心には一点の曇りもないが、人々はうがった目でユーグを見ている。

　日頃、ユーグを快こころよく思わない大臣が大きな声でわめいた。

「果たしてそうでしょうか？　シザーレン殿下を害がいして、王妃様に恩おんを売ろうという腹かもしれませんぞ？」

　王妃が亡くなった王太子の代わりに、六年前に産んだ王子を王太子の座につけたがっているのは周しゆう知ちの事実だった。

　大臣が言葉を続けようとすると、強きよう烈れつな威い圧あつ感かんがその場を飲み込んだ。シザーレンが不愉快そうに顔をしかめた瞬間、狩り場に彼の怒ど気きが息苦しく広がった。

　シザーレンの菫色の瞳が怒りにまばゆく輝いている。

「それ以上の発言は許さない」
















　ぴしゃりとシザーレンが言うと、大臣が喉のどを引きつらせて黙った。

　いつもは温厚なシザーレンだが、怒おこらせると大変恐ろしいことを知らない者はいない。

　優しい外見に似合わず、シザーレンは容よう赦しやがない。

　ユーグはぴりぴりと空気が張り詰めるのを肌で感じながら、初めてシザーレンと出会った時のことを思い出していた。

　たった九歳で田舎の城から連れて来られた色白で小柄な少年が見せつけた、圧倒的な存在感。あのときの出来事が再さい現げんされたように、周囲の誰もがシザーレンの持って生まれた王の資し質しつを恐おそれ、それ以上口を開くことはできなかった。
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　実に不愉快な出来事だった。

　狩りの日以来、ユーグは宮廷に足を運ぶのを避さけていた。

　謹きん慎しんを言い渡されたわけではないが、人々が自分に向けてくるであろう疑いの視線を考えると嫌いや気けがさしてしまう。

　それに、いざという時にはおのれがシザーレンの盾たてになることを誓っていたのに、逆に救われてしまった。自分自身のふがいなさが許せない。

　久しぶりの休みなのに、ひたすら鬱うつ々うつと過ごしている。

　シザーレンが庇ってくれたのに情けないと、自分で自分を責めていた。

　いつもシザーレンのそばに立ち、率そつ先せんして護衛を務つとめてきたのに、周囲の疑惑の目はユーグに向いている。噂が静まるまで動かないほうがいいだろう。

　だが、次第に冷静さを取り戻していったユーグは、襲しゆう撃げき者しやの狙いはなんだろうと考えはじめていた。

　シザーレンの命を狙う者か、それともパウエル公爵を疎うとましく思うものか、そのどちらかだろう。

　他にも気になることがある。

　狩りの最中にユーグが見かけたのは、本当にラビットだったのだろうか。

　ありえないと思っていても、あの姿は元気すぎる少女に似ていた。

　悩んだ末、ユーグは直接本人に確かめることにした。

　一人でうじうじするのは性しように合わない。

　手紙を書いて直接ラビットを呼び寄せようと考えた。

　すぐさま執しつ務む机づくえの上に公爵家の家紋が入った紙を広げ、明日、公爵家を訪ねるようにと書き綴つづった。手紙を書き終えると家か令れいのザントに命じて、フィリング伯爵家に使いを出した。

　彼女もおそらく今回の事件の噂は耳にしているだろう。

　情報屋という職業柄、すぐに喰くいつくと判断してのことだった。

　しかし、この思おも惑わくはあっさりはずれることとなる。

　翌日、指定した時間になってもラビットは公爵邸に現れなかった。

「人をとことんなめくさって……！」

　指定した約束の時間もとうに過ぎ、やがて日暮れが近くなる頃、痺しびれを切らしたユーグは、許せないとはらわたが煮えくりかえった。

　自分の呼び出しを無視するなんて失礼にもほどがある。

「どうせ、俺に怒られると思って無視したんだろうが！　ふざけるのもたいがいにしろ、あの娘！」

　ユーグは部屋着の上からマントを乱らん暴ぼうに羽は織おると、厩きゆう舎しやへと急いだ。

　来る気がないなら、こちらから行ってやる、そう思ってフィリング伯爵家に向かうため馬に鞍くらをつけて、勢いのまま邸から飛び出して行った。
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　意気込んでやってきたものの、パウエル公爵ともあろう者が約束もなく伯爵家の門を叩くわけにもいかず、ユーグはたちまち困ってしまった。

　古い造りの屋敷は、石壁が黒ずんでいて蔦つたが絡みついている。さびれた空気を感じさせたが、歴史ある伯爵家の重じゆう厚こうさは健けん在ざいで、余計に礼れい儀ぎを損ねてはいけないと思ってしまった。

　裏庭には、フィリング伯爵家の馬車が停められている。

　伯爵家の裏口をうろうろするユーグの姿は完全に不ふ審しん者しやだった。

　やがて裏口の扉が開いて、侍女のお仕着せに身を包んだ少女が階段を下りてくるのが見えた。

　さらにその後ろから現れた少女の姿に、ユーグは我が目を疑った。

　──ラビット本人がやってきたのだ。

　裏口などに、普通、貴族の令嬢は近づいたりしない。

　二人の少女は裏庭ではためくシーツに手を伸ばし、手て際ぎわよく籠かごに畳たたんで入れていく。

「お日様の匂においがするわ」

　ラビットは真っ白な花のように笑ってみせた。石いし垣がきの隙すき間まから見えたその顔は、思わず見み惚とれてしまうような清きよらかさだった。

「洗せん濯たく物ものの片付けが終わったら夕食の準備をしますから、お嬢じよう様さまはそれまで休んでいてください」

「あら、大丈夫、わたしも手伝うわ」

「ですが……」

「心配しなくても鍋なべを焦こがしたり、じゃがいもの皮をむきすぎて中身がなくなったりなんて、今度こそしないわ。それに何事も練習でしょう？」

「そういうことではなく、本来、お嬢様がなさるようなお仕事ではありません。仮にも伯爵家の姫君が、台所仕事をなさるなんて……」

　本気で怒る侍女にラビットが小さく笑った。

「伯爵家なんて名ばかりじゃない。使用人を雇やとうお金もなくて、うちで働いてくれているのはタリサだけだし、それなのにお給きゆう金きんも出せてないし……」

「そんなこと気になさらないでください。お嬢様は帰る家のないわたしを置いてくださっているではありませんか！　いくら感謝しても足りないくらいです！」

　ラビットはタリサの手をぎゅっと握り締めながら、大声で叫さけんだ。

「いつか必ずお腹いっぱい食べさせてあげるからね！」

　侍女が諦あきらめのため息をつく。

「……お嬢様、あまり無茶な真似はなさらないでくださいね」

「わかってるわ。さ、それより早く洗濯物を片付けちゃいましょう」

　ラビットがてきぱきと洗濯物を取り込んでいく。

　やがて最後のリネンを取り込もうとしたときだった。

　玄関の呼よび鈴りんが鳴らされる音が屋敷中に響き渡った。

「お客様……？　今頃誰かしら……？」

　首をかしげるラビットとは対たい照しよう的てきに侍女は浮かない顔をした。

「お嬢様……」

　もの言いたげな侍女を見てラビットは肩をすくめた。

　まるで二人を追い立てるようにまたも玄関の呼び鈴が乱暴に鳴らされる。

「わたし、ちょっと玄関を見てくるわ」

「あ、お嬢様……！」

　身を翻してラビットは屋敷の中へと入っていった。

　すっかり姿を現すタイミングを逃のがしたユーグは、敷しき地ちの外をぐるりと回って表玄関のほうに向かった。その姿は不審者以外の何物でもない。

　表玄関の方をそっと窺うと、一人の青年が扉に向かって立っていた。

　二は十た歳ちくらいだろうか。貴族ではないが、ただの平へい民みんにも見えない。

　青年は仕立てのよい衣服を身につけており、豪ごう商しようの息子といった役回りが似合いそうな顔をしている。

　ふんぞり返って肩をいからせた不ふ遜そんな態度が、いかにも苦労知らずのお坊ちゃんという感じでユーグは眉まゆをひそめた。

　──なんだ、あの男は……？

　青年はいったい何の用があってフィリング伯爵家の呼び鈴を鳴らしたのだろうか。

　やがて玄関のドアがあわただしく開かれた。

　対応に出て来たのは召めし使つかいではなく、伯爵令嬢であるはずのラビット本人だった。

　そういえば、さきほど他に使用人はいないと話していた。

　じっと息を殺ころして玄関先を見つめていると、青年の顔を見たラビットがぎょっと驚いている。青年のほうは口元に粘ねばつくような笑みをはりつかせていた。

　二人の話し声はよく聞こえず、二ふた言こと、三み言こと話したかと思えば、青年のほうがかっとなってラビットの腕を強ごう引いんに摑んで引き寄せようとしている。

　ユーグはとっさの勢いで玄関前まで走り、二人の間を遮さえぎるようにして立った。

「待て、貴様、この娘に何の用だ？」

　突然のユーグの登場に、青年はいぶかしげな顔になる。

「あんたこそ誰だ？」

「誰でもいいだろうが。この家にいったい何の用だ」

　ユーグは見知らぬ相手に自分のことを語るつもりはない。

　だが、品のよい身なりをしたユーグを見て、貴族だということはわかってしまったようだ。

「貴族様のほうこそ何の用だ？　……もしかしておたくも借しやつ金きんの取り立てかい？」

「……借金……？」

　ユーグが首をかしげていると、ユーグの背中から顔を突き出したラビットが勢いよく叫んだ。

「今月分はあなたの店の人にもう支し払はらったわ。だからさっさと帰って！」

「あれっぽちじゃ返へん済さいするのに三十年はかかるぞ。それよりオレの言うことを聞いたほうが早く借金も片付くさ」

「あなたの相手なんか死んでもお断ことわりよ、キレン。お金はきちんと払ってるんだからさっさと帰ってよ」

「言っておくが借金はこの屋敷を抵てい当とうに入れても返せる額がくじゃないんだぞ！」

「この前の額で足りないなら、また家にあるものを売って払うわ！」

「……はん。こっちは知ってるんだからな。この家に売りに出せるようなものは残ってないってな」

「売れるものがないなら、わたしが稼いでくるから、それでいいでしょう！」

「世間知らずの貴族の娘に何ができるんだ？　それとも……」

　青年──キレンの視線がユーグに注そそがれる。

「この貴族様に養やしなってもらう気か？」

「馬鹿言わないで！」

　キレンがじろじろと胡散臭そうにユーグを品定めしている。

「あんたいったい何者だ？」

「名前を聞くなら先に名乗るのが礼儀だろうが」

「オレは貴族様じゃないから礼儀なんてお上品なこと知らないね」

　ユーグはむっとして黙り込んだ後、真っ直ぐにキレンの顔を見て口を開いた。

「俺の名はユーグスト、ユーグスト・パウエルだ」

　名前を聞いてキレンの目がこぼれんばかりに見開かれる。

　貴族相手でなくてもパウエル公爵の名が持つ威い力りよくは絶ぜつ大だいだった。

「……パウエル公爵？　あんたが？」

「そうだ」

「……公爵様が貧乏伯爵家に何の用だ？　公爵様も借金の取り立てに来たのかい？　それともフローデルに用事があるのか？」

　ユーグは迷った。

　自分はフローデル──ラビットのことをほとんど知らないと言ってよい。友人でもなければ恋人でもない。知り合いかと言われればそうだが、顔見知り程度の関係だ。

　ユーグは一瞬戸惑うそぶりを見せた後、キレンに向かって口を開く。

「俺は、この娘の、……婚約者だ」

　たちまちキレンがいきり立つ。

　どうやらラビットに少なからぬ恋れん情じようがあるらしい。

「なんだって？　あんたが婚約者だと？　聞いてないぞ、そんなこと！」

　勢いでとんでもないことを言ったという自覚がユーグにもあった。だが、一度口にしたことをいまさら取り消すことなどできない。

　この言葉に一番驚いていたのはラビット本人でもあった。

「え？　婚約者？　ちょっと何馬鹿なこと言ってるのよ！　妙な誤ご解かいを招くような発言は迷惑よ！」

　ユーグの背中に庇われるようにして立っていたラビットだが、顔を突き出して猛もう抗こう議ぎする。

　──迷惑……。

　ラビットの言葉にユーグのほうが微妙に傷ついた。

「あんたが本当に婚約者なら、フィリング伯爵家に貸し付けた借金を耳をそろえて返してもらおうか？」

　キレンは余よ裕ゆうのある笑みを浮かべている。

　ユーグが気前よく借金を返すとは思わなかったのだろう。

「いくらだ？」

「は？」

「だから伯爵家の借金だ。いくらだ？」

　青年はたじろぎつつも口を開こうとしない。

　ユーグは構わず腰にぶら提さげていた財布代わりの革袋を取り上げて、キレンに押しつけた。

　青年は呆然となったまま、革袋の口を開く。その顔に皮ひ肉にくな笑いが込み上げていた。

「公爵様、これだけじゃ足りませんよ」

　ユーグは冷え切った声で言った。

「足りない分は、我が家まで取りに来るといい」

「……く……っ」

　キレンは革袋を握り締めたまま、怒りに肩を震ふるわせていた。

「これで用は済んだだろう。さっさとここから出て行け」

「……くそ！」

　ユーグの気き迫はくに、キレンは急いで踵きびすを返すと、逃げるようにその場を後にした。

　ほっとするユーグとは対照的に、ラビットは今にも爆ばく発はつせんばかりに怒っている。

「ちょっと、何勝手なことしてるのよ！　誰があなたの婚約者よ！　悪いけど、あなたのことなんて好みじゃないんだからね！」

「助けてやったのに、その言い草はないだろうが！」

「それが、迷惑だって言ってるの！」

「じゃあ、あの男に妙な真似をされてもよかったのか？」

　ラビットは深々とため息をついた。

「……向こうは、名ばかりの伯爵家の娘と結婚して貴族の仲間入りをしたいだけよ。わたしのことなんてどうでもいいはずよ」

「そういうことか」

　どうやら彼の淡あわい恋心はラビット本人には気づかれていないらしい。ユーグはほんの少しだけ彼に同情した。

「それより何の用があってわざわざうちになんて来たの？」

　ユーグは当初の目的を思い出して、はっと我に返った。

「何の用だとは、どういう言い草だ？　俺の呼び出しを無視しておいて！」

「本当に大切な用があるなら、自分が直接来なさいよ！」

「だからこうして、わざわざ来てやってるだろうが！」

　しばらくの間、不ふ毛もうな睨み合いが続いた後、ユーグは時間の無駄と判断して自分から折れた。

「……用があるのはラビット・ファーにだ」

　仕事用の名前を聞いてラビットが真顔に戻った。

「それで、用件って何？」

「ここで気軽に話せることじゃない。とにかく明日でいいからうちに来てほしい」

「い・や・よ」

　これまたきっぱりと拒きよ絶ぜつされる。

「人がこうして丁寧に頼んでいるのに、その態度はなんだ？」

「あなたこそ、それが人にものを頼む態度なの？」

「……ことはシザーレン殿下にも関わることなんだ」

　シザーレンの名に、ラビットの表情がはっとなる。

「王太子殿下の……？」

「ああ、そうだ。それだけじゃない。仕事を引き受けてくれるのなら、働きに見合った報ほう酬しゆうを払はらおう」

「……報酬？」

「ああ。それでさっき貸した金を返してくれたらいい」

「あれは、あなたが勝手に……！」

「つまり返す気がないということだな」

　ユーグが強引に支払った借金のことを言われて、ラビットは怒りを抑えるように唇くちびるを尖とがらせる。

「施ほどこしも同情もいりません。……お借りしたお金は必ずお返しします。……明日、公爵家にうかがいます」
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　公爵邸に戻ってすぐ、ユーグはミレニアの部屋の扉を叩いた。

「はい」

「俺だ」

「どうぞ」

　室内に入るとミレニアは刺繡にのめり込んでいた。

「おまえに頼みがある」

「……なんですの、改まって……？」

「明日、この邸にフローデル・フィリング伯爵令嬢を呼んでいる」

　ミレニアが驚きに大きく目を開く。

「なぜです？」

「……今は言えない。だが、重大なことだ。しばらく邸にとどめることになるから、お前の話し相手ということにしておいてほしい」

　するとミレニアが咎める目を兄に向けた。

「お兄様、まさかフローデルに妙な真似をするつもりじゃ……」

　とことんユーグは信頼されていないらしい。

「そんなわけあるか！　これはシザーレン殿下にも関係のある話だ」

「だから、その事情を聞きたいのです」

　ユーグにシザーレン暗あん殺さつの嫌けん疑ぎがかかっていることなど、到とう底てい話せることではなかった。

「とにかく、今は言えない。もし本人が来なかったとしても、お前の名前で堂どう々どうと彼女を招いてほしい」

　不ふ服ふくそうな顔をしていたミレニアだが、やがて諦めたように息を吐いた。

「わかりましたわ。……そのほうがフローデルのためにもいいかもしれません。あんな暮らしを続けるよりは……」

　ユーグは真しん剣けんな顔で聞いた。

「実は今日、フィリング伯爵家に行ってきた」

　ミレニアの唇が引きつった。

「まさか、お兄様が直接？」

「……俺の呼び出しを無視したから直接行ってきた。お前は彼女が置かれている境遇を知っていたんだな」

　責めるような口調にミレニアがむっと不愉快そうになる。

「……フローデルは自分から家のことを話したりはしません。彼女は誇り高くてとても賢かしこい子です。……でも、こういう噂は、他人を介かいして伝わるものです。人づてに聞いてはいました。彼女が小さい頃病弱なお母様と一緒に田舎で暮らしていたこと。お母様を亡くしたのを期きに都に戻ったけれど、フローデルのお父様が事業に失敗して、伯爵家が借金取りに追われていたこと。伯爵が亡くなった後、フローデルが受け継つぐはずの財産はもう残ってなくて、彼女が辛つらい暮らしをしていること……」

　ユーグは思わずかっとなった。なぜ自分がここまで腹を立てているのかわからない。

「そこまで知っているならどうして彼女を助けてやらないんだ！　親友なんだろう！」

　すると大人おとなしいミレニアが眉を吊つり上げて反はん論ろんした。

「他人のわたくしにどうしろと言うのです。本人に相談されたわけでもないのに！　あの子は同情されるのも理由のない施しも嫌いなんです。パウエル公爵家の威い光こうを盾に自分が救われてもみじめに思うだけです。それがわかっているのに、どうしろと言うのですか？」

　今度はユーグのほうが自分の甘あまさを痛つう感かんする番だった。ラビットなら言いそうな台詞せりふだった。いわれのない施しも同情も嫌いだと、さきほどこの耳で聞いたばかりではないか。

　きっとユーグが同じ状況に陥おちいっても思ったことだろう。ちっぽけだが、今の彼女をかろうじて支えているのは矜きよう持じの高さだけなのだ。それを打ち壊す権利は誰にもない。

「……悪かった……」

　ユーグが謝ると、冷静さを取り戻したミレニアも、涙をこらえるように目がしらを押さえた。

「……いえ、わたくしも言いすぎました。お兄様に理解できる話ではないのに」

　ユーグは言い返せなかった。しょせん恵まれて育ったユーグに、ラビットのすべてを理解するのは無理な話だろう。だから助けてやらないのか、などと軽々しく言えたのだ。自分で自分が嫌になる。

　無言で部屋から出て行こうとするユーグに、ミレニアが声をかけた。

「わたくしね、最初にお兄様がフローデルの話をしてきた時、お兄様がフローデルのことを気に入ってくれたらいいのにって思ったの」

「……彼女は同情が嫌いなんだろう」

「逆に言えば、同情でなければ問題はありませんから」

　儚く笑う妹を、これほどたくましく思ったことはなかった。

「……本気で言ってるのか？」

「ええ、お兄様ならフローデルを守ってあげられるでしょう？　家庭環境の悪さを除けば、フローデルは申し分のないお嬢様ですし、お兄様の隣に立っても遜そん色しよくのない美しい花嫁になりますわ」

　ほんの一瞬だけ、ユーグは想像してしまった。

　礼れい拝はい堂どうに立つ、純じゆん白ぱくの衣い装しように身を包んだ赤みがかった金髪と緑の瞳が美しい娘の姿を。

　恥はずかしくなって、慌てて頭からその映像を振り払う。

　今はそんなことを考えている場合ではないのだ。

「た、他人のことを気にしている暇ひまがあったら、婚約式でシザーレン殿下のために美しく装よそおうことを考えろ」

　ミレニアは何も答えなかった。

　ユーグもラビットとの思わぬ結婚話に混こん乱らんして、妹を直ちよく視しすることを避けてしまっていた。鼓こ動どうが速くなり、頰ほおが赤らんでいくのを手で押さえる。妄もう想そうを慌てて頭から振り払うと、ユーグは冷静さを取り戻した。

　自分の部屋に戻りながら、ユーグは明日に向けてあれこれ考え始めていた。
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　次の日の午前中、パウエル公爵家の門を一台の馬車が通り過ぎて行った。

　玄関前で止まった馬車から、一人の少女が降りてくる。赤みがかった金髪は見間違えようもなくラビット・ファー本人だった。

　異い様ように不ふ機き嫌げんそうなのは、強引に呼び出されたせいだろう。

　ユーグは唇に笑みを刻きざんだ。

　ついに子ウサギが罠わなへと飛び込んできた、そんな気分だった。

　ラビットが邸に来たことを知ったユーグは、来客を告げに来た家令に、応接間ではなくユーグのいる執務室に通すよう伝えた。できたら、誰にも話を聞かれたくない。

　しばらくして、扉がゆっくりと開かれる。

　ラビットが来るまで彼女がどんな顔をしているか想像していたユーグだが、予想通り、彼女は大層な怒りようだった。

　緑の目は怒気に満ち、煮えたぎっているようだった。

「ようこそパウエル公爵家へ、ラビット・ファー」

　わざと偽名で呼ぶと、ラビットが不満そうに唇を尖らせた。肩に垂たらした金髪の三つ編みが艶つややかに輝いている。

「それで、用件ってなんです？」

「その前に聞きたいことがある。君は四日前、どこかに出かけたりしたか？」

「いいえ。その日は一日中読書をしていました」

　四日前とはちょうど狩りがあった日だ。

「……四日前、シザーレン殿下主催の狩りが行われたことは知っているな？」

　ラビットが頷く。表情に大きな変化はない。狩り場で見たラビットに似た人影はやはり偽にせ物もので、本人ではないようだ。

「そこで、シザーレン殿下が命を狙われた。俺が犯はん人にんだと疑われている。だが、俺に殿下を狙う理由はない」

　するとラビットが疑わしそうな目を向けてくる。

「……本当に、シザーレン殿下を狙う理由はあなたにはないの……？」

「ない。俺は殿下に忠誠を誓っている」

「本当に……？」

　ユーグは苛いら々いらした。

「君は、やけにシザーレン殿下のことを気にするな。王宮での諜ちよう報ほう活動でも俺はぼろくそに書かれていたのに、シザーレン殿下に対しては賛さん辞じばかりだった」

「……人じん徳とくの差じゃなくて？」

「そうだな、シザーレン殿下に比べたら、俺なんか小物だよ。……だから、妙な野心を持つこともなく、殿下に仕つかえている」

　真しん偽ぎを見み極きわめるようにラビットが厳しい視線を向けてきた。

　ユーグは思慮深い目でそれに応える。

　やがてラビットが諦めたようにため息をついた。

「わたしへの仕事の依頼ってなに？」

「諜報活動だ」

「諜報活動……？」

「だって、君は宮廷専門の情報屋をしているんだろう？」

　それは初めてまともに会話した時に、ラビットが自分で名乗ったことだ。自分は宮廷専門の情報屋をしていると。

「……それで、わたしに何を調べろっていうの……？」

「君は俺の情報を貴族たちに売りさばいていた。令嬢たちに顔が利きくだろう？　その情報網を使って調べてほしいんだ。パウエル公爵家やシザーレン殿下を害そうとするような連中がいないか、それとなく聞き出してほしい」

「……残念だけど、もう無理よ。だって、わたしの顔はあなたに知られてしまったのだから。売れる情報もないのに、令嬢たちに近づくことはできないわ」

　ユーグがにやりと笑った。

「では、また情報を売ればいい。俺が直接全部教えてやる。パウエル公爵の個人情報を三日分でも一週間分でもまとめて売ればいい。君にはそれと引き換かえに、貴族たちの動向を探ってもらいたい」

　その提てい案あんに、さすがのラビットも啞あ然ぜんとしたようだ。

「本気で言ってるの？」

「冗談でこんなこと言うか。それにことは俺個人の問題じゃない。パウエル公爵である俺だけが狙われるならいいが、実際に命を狙われたのはシザーレン殿下のほうだ。そっちのほうが大問題だろうが。王家に恨うらみを持つ人間か、私し怨えんなのかはわからんが、犯人は特定したい。犯人を捕まえないと安心してミレニアを嫁にも出せない。やってくれないか？　報酬は情報に見合う分だけ支払うつもりだ」

「……本当に仕事の依頼というわけね。……わかった、やるわ」

　迷いを断ち切るラビットに、ユーグがしてやったりと唇の端はしを持ち上げた。

「いい覚かく悟ごだ。とりあえずは、我が家に滞在してミレニアの話し相手でもしてやってくれ。そう言えば、誰も疑わないだろう。……あと、君の世話をする侍女が必要だが、できるだけ信頼できる相手にしてほしい。公爵家の邸に出入りするのだから、俺の事情やシザーレン殿下のことを軽々しくしゃべったりしない口の堅かたい相手が望ましいが……」

「それなら、誰よりも信頼できる友人がいるわ。タリサというの。その子でいいでしょう？」

「君の好きにしていい」

「あと……」

　ラビットが唇を尖らせて言った。

「手帳を返して。大事なものなの」

　ユーグは執務机の引き出しから、茶色い革の古びた手帳を取り出すとラビットに手渡した。

　無言でラビットは受け取る。まるで愛おしむようにその感かん触しよくを確かめているが、ユーグを警戒してか、緊張を緩ゆるめることはなかった。

　ユーグは、男と対等に渡り合おうとするラビットをますます面白く思った。

　にやりと笑いそうになるのを必死でこらえた。

　かくして、宮廷専門情報屋ラビット・ファーはパウエル公爵家の住人となった。

　それにしても、とユーグは思う。

　狩り場でシザーレンの命を狙ったのはいったい誰だったのだろうか。

　謎なぞが深まっていく。
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　その日の夕方、パウエル公こう爵しやく家けにフィリング伯はく爵しやく家けから侍じ女じよのタリサがやってきた。

　公爵家に着いてすぐに、彼女をラビットの部屋ではなく、ユーグの執しつ務む室しつに通すよう家か令れいのザントに頼たのんでいた。

　ラビットに会わせる前に、話しておきたいことがあった。

　いきなり公爵の私室に呼ばれたタリサは身体からだを固まらせていたが、ユーグの顔を見た途と端たんあっと声をあげた。

「あ、あなた様は、昨日伯爵家に来られた……」

　どうやら、フィリング伯爵家でキレンとかいう青年と言い争あらそっていたのを見られたらしい。

「ユーグスト・パウエルだ。こんにちは、タリサ」

　タリサが仰ぎよう天てんした。

「え、公爵様ご本人？」

「呼び出して悪かった。……あまり他人に聞かせたい話ではないのでね」

　するとタリサがしみじみ呟つぶやいた。

「……あなたが、あの噂うわさの公爵様ですか……」

　噂という言葉にユーグは苦い顔になる。

「……もしかして、ラビットの手帳にあった俺の情報を鵜う吞のみにしてないか？」

　タリサが不思議そうに瞬まばたきした。

「いえ、わたしはお嬢じよう様さまの手帳の中身を拝はい見けんしたことはありません。お嬢様に絶対見るなと言われていましたので」

　噓うそはついていないようだった。ラビットが信しん頼らいできると言っていたのは本当のようだ。

　ユーグはソファの向かい側にタリサを座らせ、侍女に紅茶と一緒にクッキーと柘榴ざくろを持ってくるよう頼んだ。

　緊きん張ちようをほぐそうとお茶を勧すすめると、タリサが感かん嘆たんのため息をついた。

「もしかして、以前お嬢様にクッキーと柘榴をくださったのは……」

「ああ、実は目の前で倒たおれられてしまってね。空腹だというから用意したら、君のぶんも持って帰りたいと言って、大切に包つつんでいたよ」

「お嬢様ったら、なんてお優しい……」

　タリサが、感かん極きわまったように涙ぐむ。美しい思い出が壊こわれないように、事実上食い逃げされたことは伏ふせておいた。

「お嬢様は本当に昔からお優しくて、わたしが五年前にお屋敷に勤つとめに上がったとき、失敗しても怒おこることなく慰なぐさめてくれて……」

「本当に仲がいいんだな」

「わたしには、家族はもういませんから、失礼ながらお嬢様のことを身内同然に思っています」

　ラビットにもすでに両親がいないことは、ミレニアから聞いていた。

「ラビットが君を信頼できると言った意味がよくわかったよ」

　そこでなぜかタリサは真ま面じ目めな顔をして聞いてきた。

「も、もしかして、公爵様はお嬢様をお見み初そめになられた、とかでしょうか……？」

　ユーグは紅茶を吹き出しそうになった。

「……い、いや、別にそういうわけでは……。ラビットの能のう力りよくを生かして頼みたいことがあって呼んだだけで……」

　ミレニアのように、ラビットをユーグの恋の相手として考えてほしいのだろうか。しかし、ユーグの返事を聞いてなぜかタリサはほっと胸をなで下ろしていた。

「よかったです。それなら安心しました。……お嬢様には好きな相手がいるようなので」

　ユーグは思いきり動どう揺ようした。

「彼女には、す、好きな相手がいるのか？　社しや交こう界かいにもろくに出ていないのに……？」

　あんな妙みような娘でも恋はするらしい。意外な気がした。

「直接聞いたわけではありませんが、長年一緒に暮らした者の勘かんでなんとなく、そう思ったんです」

「長年ってことは、彼女の好きな相手は、幼おさな馴な染じみか何かなのか？」

「……小さい頃、知り合った方がいるらしいのですが、その方のことを語る時だけ、お嬢様は大たい層そう嬉うれしそうに話されるので、きっと好きなんだと思います」

「……で、その相手は誰か見けん当とうはついているのか？」

「さすがにそこまではわかりませんけど、諦あきらめているご様子から、相手は亡なくなったのか身分違いなのかもしれません……」

　タリサは哀かなしげに唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　思いもよらない話にユーグは一瞬言葉を失うしなった。

　──ラビットに好きな人がいる？

　ユーグは動揺する気持ちをなんとかなだめた。

　静まり返る室内に、ユーグは咳せき払ばらいをして話を変える。

「ラビット個人の話はともかく、今は先に言っておきたいことがある。彼女に任まかせているのは、他言できない内容だ。君は秘密を守ると約束できるかい？　もちろん労働の対価はきちんと払はらうつもりだ」

「お金をいただけるのなら、必ず守ります。もとよりお嬢様の足を引っ張るような真ま似ねはいたしません！」

　タリサの意気込みがユーグには好ましく見えた。これだけラビットを慕したっているのなら、そばに置いても安心できるだろう。

「じゃあ、今日から我わが家で働いてもらいたい。ラビットは、うちの妹の話し相手として呼び寄せていることになっているから、その点も忘れないでくれ」

　タリサは真しん剣けんな顔で頷うなずいてみせた。
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「ねえラビット、聞いてちょうだい」

　サロワ男だん爵しやく家けの一室で男爵令れい嬢じようのマリーが悩ましげにため息をつく。

「なんです、改まって」

「……実はわたくし、とうとう婚こん約やくが決まったの」

「まあ、それはおめでとうございます」

　祝福の言葉を述のべつつも、ラビットは複ふく雑ざつな心しん境きようでいた。

　目の前にいるマリーもまた、ユーグの信しん奉ぽう者しやだからだ。

「勘違いしないでね。お相手は申し分のないとてもいい方なの。ただ……、このままお嫁に行くのを戸と惑まどっているの。ラビット、あなたならわかるでしょう、この気持ち」

「ええ、もちろんわかりますわ」

　マリーはラビットのお得意先のひとつだった。

　彼女がどれほど熱心にユーグストの情報を求めていたかラビットは知っている。

　だがそれは、憧あこがれの域いきを出ていないこともわかっていた。

「最後に、せめてユーグスト様との想い出がほしいのよ。……無茶なお願いだってわかっているのだけれど、どうにかならないかしら……？」

　さすがのラビットも難しい顔で考え込んだ。

「想い出、ですか」

　まさか婚約の決まった令嬢にユーグストとの想い出作りなど無む謀ぼうに思えた。

　しばらく考え込んだ後、ラビットの頭にとある案が浮かんだ。

「マリー様は、明後日あさつての夜会に参加なさいますか？」

「ええ、もちろんよ。うちのおじい様が主しゆ催さい者しやですもの」

「では、その時にわたしがユーグスト様と二人きりになれるように取り計らいます」

「本当に？　本当にそんなことができるの？」

「わたしに任せてください。きっと素す敵てきな想い出ができますわ」

「ありがとう、ラビット。楽しみにしているわ！」
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　邸やしきに招まねき入れた翌よく日じつから、ラビットは一人でどこかに出かけることが多くなった。

　さっそく顧こ客きやくに情報を売りに行っているらしい。

　裏口に向かおうとしたラビットの足が、ユーグを見つけてふいに止まった。

「ユーグスト・パウエル様」

「……長ったらしいから、ユーグでいいよ」

「では、ユーグスト様、お願いがあるんです」

「なんだい？　情報収集に役立つことなら喜んで受けるよ」

　たちまちラビットの顔が綻ほころぶ。

「明日は、男爵家の夜会に参加されるんですよね？」

　ユーグは狩かり場での失しつ態たいのため、これまで公おおやけの場へ出ることを自じ粛しゆくしていたが、顔見知りの老男爵から、そろそろ夜会に顔を出してもいいのではないかと勧められたので受けることにした。シザーレンも宮きゆう廷ていに顔を見せないユーグのことを気に病やんでいるらしかった。なにより、招待を受けなければ、パウエル公爵の予定表も埋うまらず、ラビットが売れる情報もない。

「ああ。予定通りに動かないと、君の仕事の評判に関わるからね」

「お相手は決まってるんですか？」

「いや、特定の相手を誘うつもりはないけど……」

　するとラビットがきらきらと目を輝かがやかせてユーグを見た。

「じゃあ、その、言いにくいのですが……」

　ユーグはにわかに緊張した。

　──まさかこれは……。

「……つまり、その……俺に君の相手をしてほしいってことでいいのかな……？」

「はい」

　ラビットがとびきりの笑顔で答えた。

「わかった。し、仕事なら仕方ないな」

　ユーグは内心の動揺を隠かくしながらさらりと答えた。

　──明日の舞ぶ踏とう会かいでは、ラビットと一緒に踊れる。

　浮かれている自分にあきれながらも、そわそわと落ち着かない。

　舞踏会に行くのに、これほど心が弾はずむのは生まれて初めてだった。

　次の日の夜、ユーグはいつになくおしゃれに時間をかけた。

　ラビットは情報屋としての仕事があるというので、落ち合うのは男爵家になる。

「旦だん那な様さま、これをお預かりしています」

　邸の出入り口で、見送りに出てきた家か令れいのザントがラビットに渡すように頼まれたという手紙を寄よ越こしてきた。しかし開いて読もうとするとザントが言葉を続けた。

「男爵邸の広間の東の端はしで待っていてほしいとのことです。目印に胸に赤い薔ば薇らを一輪差して待っているとのことです」

「わかった」

　ユーグは手紙を内ポケットに仕し舞まってほくほくと笑う。

　情報収集のためとはいえ、ラビットと一緒に夜会に出られることに胸をときめかせていた。

　誕生日プレゼントを楽しみにする子供に戻った気分だった。

　──いや、これはあくまで仕事の一いつ環かんだ。

　ユーグは我われに返って気を引き締める。

　久しぶりの社交界だ。緊張感を持って挑いどまなければならない。

　こうしてユーグは馬車に乗り、男爵邸へと急いだ。そうする間に、ザントに渡された手紙の存在をすっかり忘れてしまっていた。

　男爵邸に着くと、待ち構かまえていたように淑しゆく女じよたちが押し寄せてきた。

　ラビットが、ユーグの情報を令嬢たちに伝えたのだろう。さすがにラビットの仕事は早い。いつもなら憂ゆう鬱うつな淑女たちのお相手も、今日は広い心で受け止められそうだ。

「ユーグスト様のいない夜会が続いて寂さびしかったです」

「どうか、わたしと一緒にダンスを踊ってください」

「わたしが先よ」

　ユーグはそれらの申し出に、笑顔を絶たやさず丁てい寧ねいに答えながら広間を歩いた。

「これはこれは、パウエル公爵、ようこそおいでくださった」

　幼おさない頃から世話になっているサロワ男爵がにこやかに握あく手しゆを求めてきた。

「こちらこそお招きありがとうございます」

「なんのなんの、パウエル公爵がいるのといないのとでは淑女たちの出席率も変わりますからな。あとで我が家の孫まご娘むすめの相手でもしてもらえると助かります」

　男爵の後ろで、可か愛わいらしい少女が恥はずかしそうにうつむいていた。どうやら彼女が男爵の孫娘らしい。

「では、のちほど改めてお相手させていただきます」

　礼れい儀ぎ正しく答えた後、ユーグはとりあえず広間の東端まで歩いた。

　ひとまず、ラビットと合流する必要がある。

　確か、広間の東側で薔薇の花を一輪つけて待っているはずだが……。

　だが、指定された場所にラビットの姿はなかった。

　ユーグはふと思い出し、邸を出る時に渡された手紙を胸ポケットから取り出して中を開いた瞬間、啞あ然ぜんとした。

　十人以上の令嬢の名前とドレスの色が詳しよう細さいに書かれている。

「なんだこれは？」

　その先頭に名前を連ねているのは、本日の夜会の主催者である老男爵の孫娘のマリー・サロワである。

　──嫌いやな予感がした。

「……あの」

　ユーグの背中に声がかけられた。

　条件反射でにこりと笑顔を保ったまま振り返ると、なんと男爵からさきほど紹介されたばかりの孫娘が立っていた。その胸には真っ赤な薔薇が一輪飾られている。

　ユーグは再び貴族の令嬢一覧表に目を通した。

　つまり、今夜はこの令嬢たちの相手をしろということだろうか。

　家令のザントに言われた言葉を思い出す。

　──赤い薔薇が目印です。

　よく考えてみれば、相手がラビットならすでに顔見知りなのだから目印など必要ないはずだ。場所だけ伝えればいいのだから。

　ユーグは怒いかりではらわたが煮えくりかえりそうになった。

　──あのじゃじゃ馬め！　またやりやがったな！

　どうやらユーグのダンスのお相手の権けん利りは、複数の令嬢たちに売られたらしかった。

　この日のダンスの権利を一番に買い取ったのが、老男爵の孫娘ということのようだ。

　男爵令嬢が頰ほおを赤くして、胸元の赤い薔薇を揺ゆらしながらしずしずと近寄ってくる。

「一曲、お願いします」

　ユーグはやけくそになった。この上もなく優ゆう雅がに男爵令嬢の手を取り、流れるような所しよ作さで踊りの輪に導みちびく。

　ユーグに見つめられて、たちまち令嬢の顔がぽっと赤く染まる。

　世よ慣なれしていない様子の令嬢に、何度も足を踏ふまれながらユーグは一曲を踊り終えて、手を放した。名残なごり惜おしそうにしていた令嬢が、ふいにぽつりと呟いた。

「想い出をありがとうございます。これでわたくし、お嫁に行く決意ができました」

　意外な言葉を聞いてユーグは面めん食くらった。

「へ？」

「……結婚前にどうしても憧れのユーグスト様との想い出がほしくて、はしたないと思いつつもこの権利を手に入れたんです。でも、ようやく踏ん切りがつきました」

　寂しそうに笑いながら、令嬢は去っていった。広間の隅すみにいた地味だが誠せい実じつそうな青年の手を取り、中庭へと降りていく。どうやらあれが、彼女の結婚相手らしい。嫁に行くのを悩んでいたという割に、仲が良さそうだった。

　令嬢は、もう二度とユーグのほうを振り返らなかった。

「なんだ、それ……？」

　女が何を考えているのかわからない。

　この日、ユーグは立て続けにやってくる、薔薇の花を胸に差した令嬢たちの相手をしながら、女性というものがよくわからなくなっていた。
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　ラビットに仕組まれたダンス予定を無事に消化して、ユーグは明け方近く、へろへろになりながら帰き路ろについた。

「おかえりなさいませ、ユーグスト様」

　玄げん関かん先さきに晴れやかな笑顔を浮かべたラビットが現れた。いつもなら寝ているはずの時間なのに、なぜ起きているのだろうか。

「……こんな時間に何の用だ？」

　思い切り不ふ機き嫌げんな顔で睨にらみつけるが、ラビットは意いに介かいさない。

「それはもちろん今日の成果がどうだったのか、お客様にご紹介した関係で気になって」

　恥じらうように頰を染めている。

「……おい、なんで俺のダンスの権利を勝手に売り払っているんだ、聞いてないぞ！」

　きょとんとラビットが目を丸くした。

「え、だってユーグスト様、最後まで話を聞かずとも承しよう諾だくしたから、情報収集のためならなんでもしてくれる覚かく悟ごなんだろうなって思って……」

「だからって、一晩に十人以上も相手をさせられる俺の気になってみろ！　今日だけで、一生分の笑顔を絞しぼり出した気分だぞ！」

「それはつまり、満足できたということですよね？」

「思い切り疲れただけだ！」

「もう、我わが儘まますぎです。ユーグスト様のために、わざわざ胸の大きな令嬢の申し込みばかり受けたのに……」

「俺にそんな趣しゆ味みはない！　いい加か減げんその誤った情報を正せ！」

　さすがのラビットもしゅんとうなだれた。

「では、次はユーグスト様のお好みの女性を用意しますわ。どういった女性がいいのですか？」

「そういう問題じゃない！　とにかくこんなのは二度とご免めんだ」

「……わかりました。もうダンスの権利は売りません」

　声が小さくなっていく。ラビットがあまりに落ち込むので、ユーグはつい甘あまい顔をしてしまう。

「まあ、反省しているならいいんだが……」

「……すみませんでした。気晴らしになればと思ったのですが、それなら来週分の受け付けは早そう期きに終了しますね」

「……は？　来週？」

　なんだか聞きたくないことを耳にした気がした。そういえば、今週は夜会の予定があと三回入っている。

　はにかむようにラビットが笑った。

「すみません、今週の予約は埋まってしまいました。今受け付けを済ませたぶんだけでもがんばってくださいね」

　笑顔で悪あく魔ま的てきなことを言われ、ユーグは呆ぼう然ぜんとした。身体から力が抜け落ちていくようだった。

「……今週中、ずっとこの状態が続くのか？」

　さすがにユーグの限げん界かいを超えている。

「はい」

　ラビットはなおも花のような笑顔を見せている。

　ユーグの頭の中で何かが音を立てて切れた。

「ふざけんな！　人をなんだと思っている！　いくら仕事のためとはいえ俺にだって人じん権けんくらいあるだろうが！　そんな無茶な要求突きつけるな！」

「……情報収集のためならなんでもするって、自分で承諾したくせに……」

　ぶすくれるラビットにユーグは嚙みつく。

「そう言うなら、お前が代われ！　俺が男どもの予約を取ってきてやる！　お前なら選び放題だろうさ」

　するとラビットがいつもの若草色のドレスをつまみながらぽつりと言った。

「……まともなドレス、これだけですし……」

　不意をつかれてユーグは黙だまり込んだ。

　ほんのちょっとだけ寂しそうな目で、柔やわらかな緑色をしたドレスに触ふれた。

　ユーグはまたも後こう悔かいした。家が貧乏で、社交界に出られないラビットが自分でドレスを用意できるわけがなかった。貸かし衣い装しようは手配できても流りゆう行こうとは程遠く、到とう底てい夜会に行くことなどできまい。淑女たちは流行にはとくに敏びん感かんだった。

　ラビットも着飾れば宮廷の華はなになることも可か能のうなのに惜しいことだと思う。きっと求きゆう婚こんも殺さつ到とうするだろう。──本性を知られなければだが。

　だが、ユーグが同情でドレスを用意してもラビットはきっと喜ばない。そんな頑がん固こで誇ほこり高い一面もある。

　武ぶ術じゆつを極きわめ、王太子の信頼を勝ち取ったパウエル公爵に叶かなわないことはないと言われていたが、たった一人の少女を舞踏会に連れていくこともできないなんて悔くやしくなる。

　たくさんの淑女たちにダンスを申し込まれても、たった一人の少女の笑顔が見られないなら、無意味に思えた。

　ユーグは疲れた顔でため息をついた。

「……それなら自じ慢まんの能力をフル活用して、俺の情報を高値で売ってくれ。もうけたお金で、最新流行のドレスなんか何着も買えるようになるさ。もう、腹はくくったからダンスの権利も好きにしていい」

　ひらひらと手を振りながら階段を登ろうとすると、ラビットが浮かれてそわそわしているのがわかった。いくら情報屋とはいえ、可か憐れんな少女に見向きもされないとわかると激はげしく落ち込んでしまう。

「まあ、ありがとうございます」

　うきうきするラビットの声はうんざりするほど耳に届いた。
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　ミレニアは、近頃不機嫌だった。

　それというのも、兄と親友が結けつ託たくして何かしようとしているからだ。兄であるユーグストの慎しん重ちようさから、シザーレンに関わることだというのだけはわかった。

　だが、それならなぜ婚約者である自分にひと言ことの断ことわりもないのだろうか。

　考えるだけで苛いら々いらして、手にした刺し繡しゆうがちっとも進まない。あやうく針はりで指を突きそうになって、何度かひやりとした。

「もう！」

　腹立たしいが、ミレニアにできることはない。ラビットのように特とく殊しゆな能力もなければ兄のような行動力もない。自分にできることがない以上、動くことができなかった。

　それでもユーグストに何度か尋たずねたことがあった。

「ねえ、お兄様は何をしているの？　シザーレン様に何かあったの？」

　と聞いても、

「お前が気にすることじゃない。お前に今できることは、シザーレン殿下のために美しく着飾ることだけだ」

　そうそっけなく返されるだけだった。

　親友に聞いても答えは同じだった。

「ミレニアは何も心配しなくていいのよ。大丈夫だから」

　と言って蚊か帳やの外に追い払ってしまうのだった。

「もう！　何よ、わたくしをのけものにして！」

　怒りが込み上げてくるが、ミレニアにはどうしようもなかった。

　ミレニアは刺繡をする手を止めて、部屋に飾られたシザーレンの肖しよう像ぞう画がに視線を向ける。

　銀色の髪に菫すみれ色いろの瞳ひとみが優しく笑っていた。

　何度見ても見み惚とれてしまう美しさだ。確かにシザーレンは非の打ちどころのない貴き公こう子しなのだろう。だが、婚約して何年も手紙のやり取りを続けているが、いつまでたってもミレニアには本当のシザーレンが見えてこなかった。

　不安がミレニアの心に影を作る。

「……わたくし、本当にこのまま婚約してもいいのかしら……？」

　ミレニアは深々とため息をつくのだった。
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　夜会漬づけの日々が終わり、売り払われたダンスの権利の分だけユーグは予定を消化した。

　筋きん肉にく痛つうに悩まされながらも、ユーグはシザーレンに呼ばれて十日ぶりに宮廷に伺し候こうした。

　久しぶりにシザーレンの顔を見ると、気が緩ゆるみ、ユーグはつい愚ぐ痴ちをこぼしてしまう。

「……とにかく、肝きもが据すわっているというか怖いもの知らずというか、破は天てん荒こうな娘なんだ」

　女をあしらうことなど慣れているはずのユーグの疲れ切った様子に、シザーレンが以前と同じようにくすくすと天使の笑顔で笑った。

「ユーグをそこまで振り回すなんて、度ど胸きようのある子だよね。でも、驚おどろきだよ、いつの間に子ウサギちゃんを捕つかまえたの？　結局ラビットちゃんって、貴族の出身なの？」

「……彼女は伯爵家の一人娘です。……あれが伯爵令嬢とは世よも末すえですが……。情報屋でもあるし、その特殊な人脈を使っていろいろ怪あやしい奴やつを調べてもらえたら、襲しゆう撃げきの犯はん人にんも捕まるんじゃないかと思って……」

「ふ～ん、ユーグは本当に働き者だね。さすがパウエル公爵様だ」

「……褒ほめ言葉に聞こえませんが……？」

「うん、褒めてないから」

「……でしょうね」

　天下のパウエル公爵が一人の少女に振り回されている姿など、笑い話にもならないだろう。

「僕は別にユーグのことは疑うたがっていないよ。偵てい察さつの結果がどうなろうが、どうでもいいよ。でも、ますますラビットちゃんに会いたくなっちゃったな。ねえ、いつ会わせてくれるの？」

　命を狙われたはずなのにまるで気にしていないシザーレンの様子が気になったが、そういえば、ラビットを捕まえたら会わせる約束をしていたのを思い出す。いまさら断ることもできない。

「時機を見計らって会えるようにします」

　ユーグは仕方なく言うが、シザーレンは不満そうだ。

「待つのが面めん倒どうだから、直接王宮の夜会に連れてきてよ」

　そう言われてもユーグは困ってしまう。

　以前ラビットから施ほどこしはご免だと言い切られていた。

「……本人がドレスのプレゼントを喜ばないし、夜会にも参加したことがないみたいですから」

　フィリング伯爵家に行った時、施しも同情もいらないと言い切ったときの毅き然ぜんとした顔を思い出していた。ドレスなど用意しても、ありがた迷めい惑わくだと突っぱねる姿が目に浮かぶようだ。

　シザーレンが少女のように首をかしげた。

「ユーグは意外に奥おく手てなんだね。理由なんてこじつければいいのに」

　それが浮かばないから悩んでいるのだ。

「じゃあ、殿下が考えてください。俺には無理です」

「そうだねぇ……」

　白い指を頭の横でくるくる回しながら、シザーレンが言った。

「シザーレン王太子殿下に会える権利というのはどう？」

「……え？」

「だって、前に見せてもらった手帳の情報によれば彼女は僕のファンみたいだったじゃない？　それなら直接本人に会えることを喜んでくれるんじゃないかな？」

「……ですが、彼女は華はなやかな場所が苦手って言っていましたし……」

「おや、もしかしてユーグは僕をラビットちゃんに会わせたくないのかな？」

「まさか！」

「それならいいでしょう？」

　ユーグは言葉を失った。だが、シザーレンとラビットが会える理由を考えてほしいと頼んだのはユーグのほうだ。申し出を断れるはずもない。

「……聞くだけ聞いてみます」

「了りよう承しようが得られるといいね。楽しみにしているよ」

　了承が得られたらと言いつつも、シザーレンの中ではすでに断るはずがないという確かく信しんがあるようだった。

　なんだか少しだけ面白くないと感じた。ユーグの心はあいまいに揺れていた。




　王太子宮からの帰り道、いつものように馬車を待たせた厩きゆう舎しやのそばまで急いでいると、思わぬ一行に出くわした。

「これは、パウエル公爵ではありませんか」

「……王おう妃ひ様……」

　アスタリア国王妃のファナが廊ろう下かの反対側に立っていた。

　ファナ王妃は薄うす紅べに色いろの扇せん子すを握にぎり締めて、優雅に微び笑しようしている。

　ユーグはすぐに地面に膝ひざをついてかしこまったが、内心では、余計な人物に出くわしたと苦い薬を飲まされた気分でいた。

　王妃は上品そうに振ふる舞まいながらも、まるでカエルを睨むヘビのようにねっとりとユーグを見つめていた。

「ずいぶん久しぶりですね。もう何日もパウエル公爵の姿が見えないと王宮の女じよ官かんが噂していましたが、風か邪ぜでもひいて寝ていたのですか？」

　ユーグはむっとした。ユーグが王宮に出て来られなかった理由を知っていてわざと言っているのがわかったからだ。

「お気き遣づかい、ありがとうございます。毎日の忙しさのあまり少々体調を崩くずしておりましたが、今はこの通り元気にやっております」

「まあ、そうなの。それはよかった」

　その声はユーグの元気な姿を残念がる響ひびきが含まれていた。ファナ王妃は猫ねこなで声で言った。

「今度またセインの相手をしてあげてちょうだいね」

「……はい」

「それと」

　ファナ王妃が振り向きざまにこう言った。

「次は小娘にうつつをぬかして、キツネを見失わないようにしなさいね」

　あからさまな当てこすりにユーグは腹が立った。キツネ狩りのときのことを揶や揄ゆされたからだ。だが、失態を犯おかした身で反はん論ろんなどできようはずもなかった。

　廊下の角にファナ王妃の背中が消えるのを見届けると、ユーグは重い腰をあげた。
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　王宮から帰宅したユーグは、すぐにラビットを呼び出した。

　ユーグが口を開く前にラビットが紙の束を差し出してくる。

「これまでにまとめた報告書です」

　たちまちユーグは真剣な顔で書類の束に目を通していく。それはたわいのない噂話から、令嬢たちの交友関係、どことどこの子し息そくと令嬢が付き合っているかなどが詳細に書かれていた。さすが女の噂話というべきか、ラビットの情報収集能力は侮あなどれない。

　だが、未いまだにシザーレンを襲撃した犯人に繫つながる有力な情報はないようだった。

　王妃には嫌いや味みを言われるし、まだ犯人は捕まらないし、ろくなことがない。

　ユーグは深々とため息をついた。

「ユーグスト様、ずいぶんお疲れのようですね。何かあったのですか？」

　心配そうにユーグの顔を覗のぞき込んでくるラビットに、ユーグは帰り際に王妃に出会ったことを話した。

「王妃様がそんなことを？」

　ラビットは一瞬何かを考え込む顔をした。

　そういえばラビットに話さなければいけないことがあったのをユーグは思い出す。

　ユーグは書類から顔をあげて、ダメもとでラビットに話をふった。

「なあ、ラビット、今度一緒に宮廷に行かないか」

「冗じよう談だんじゃありません。お断りします」

　即そく座ざに想像通りの返事がきて、ユーグは心なしかほっとした。それでもシザーレンと約束した手前、伝えないわけにもいかない。

「ドレスならこっちで用意するけど？」

「……そんなものはいりません。第一、ユーグスト様みたいな方と王宮内を歩くことなんて立場上できません。目立ちますから。素す性じようを知られたくない仕事をしていますし、迷惑です」

「迷惑……」

　ユーグはちょっぴり傷ついた。

　椅い子すに座りながら、とっておきの言葉を口にした。

「残念だな、シザーレン殿下に会えるチャンスなんだが」

「え？」

　ラビットの声が緊張した。

「実は、君と出会った時にちょっと面白い知り合いができたって殿下に話したら、会いたがっておられてね。仲ちゆう介かいを頼まれたんだけど、君が嫌がるなら仕方がないな」

　ラビットは口を半開きにしていた。意味が飲み込めない様子で立っている。

　だが我に返るとその瞳に別の感情が宿やどっていた。

「王太子殿下に会えるのですか……？」

「あ、う、うん、そうだが……」

「……行きます！」

　予想をはるかに裏切る展開だった。シザーレンの名前を出しただけで、ここまであっさり承諾するとは予定外も甚はなはだしい。

「……本当にいいのか？」

「誘ったのは、ユーグスト様でしょう？」

　確かにそうだったが、ユーグと夜会に出る権利は売り払うくせに、シザーレンならよいのかと考えたら、複雑な心境になった。

　ラビットの赤みがかった金きん髪ぱつがいつもより輝いて見えた。
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　ふんわりとした布を幾いく重えにも重ねたピンクのドレスは、ラビットの白い肌をさらに美しく見せた。ミレニアに借りたルビーのネックレスとイヤリングも上品に輝いている。

　いつもは三つ編みにしている髪を解ほどくと金色の巻き毛が背中を踊るように流れた。髪の一部を結いあげてあとは垂たらすと、金の艶つややかな流れがドレスの上を滑すべり落ちていく。

　薄く化け粧しようを施しただけで、ラビットは驚くほど華やかで美しい少女に変身した。

　ふっくらとした唇に紅をさすと、それだけで大人っぽく見える。

　ここまで違うとラビット・ファーとはまるで別人である。

　二人が同一人物だと言われても誰も信じないだろう。

「お兄様、どう？　きれいでしょう？」

　すっかり見惚れていたユーグは、頰を叩たたかれたようにはっと我に返った。

「ん、あ、ああ」

　ユーグがラビットを王宮に連れて行くと知ったミレニアは、面白がって自みずからの衣装を引っ張り出してラビットを着飾るのに協力した。

　幸い、ミレニアとサイズがほとんど一緒だった。おかげで新しいドレスを一着仕立てるということにはならず、ラビットは密ひそかに胸をなで下ろしているようだった。

「二人でシザーレン殿下に会いにいくなんてずるいわ。わたくしも行きたかったのに」

　ミレニアが拗すねた声で不満を漏もらした。

「お前はまだ社交界デビュー前なんだから仕方ないだろうが。どうせもうすぐシザーレン殿下と婚約してパーティーに出られるようになるんだから、それまでの我が慢まんだ」

「そんなこと言われなくてもわかっていますわ」

　いつもは聞きわけがいいミレニアが、珍めずらしく子供のように膨ふくれ面つらでユーグたちを見送る。

「楽しい土産みやげ話を期待していますわ」

　こうしてユーグとラビットは、シザーレンに会うために馬車に乗って宮廷に向かった。

　向かい合うようにして馬車に乗っている間、美しく着飾ったラビットを前にしてユーグはひたすら緊張していた。手に汗をかいている。

　いつもの三つ編み姿の時は、さばさばした印象しかなく淑女らしさの欠片かけらもなかったが、こうして華やかに装よそおうと別人のように可憐でしとやかな美少女ぶりを発はつ揮きする。

　ユーグはまともに目を合わせることさえできずにいた。心臓がばくばく脈みやく打うつ。
















　──落ち着け、落ち着け。

　心の中で何度も念ねんじるが、ラビットを意識するあまりユーグはますます冷静さを失っていくようだった。

　一方のラビットは、ドレスのあちこちに触ふれてはため息をついている。

「ユーグスト様」

　ふいに名前を呼ばれてユーグは飛び上がりそうなほど驚いた。

「な、なんだ？」

「あの、その……」

　もじもじと恥じらう姿さえ愛らしく見えた。

　ラビットは思い切り息を吸すい込むと、不安そうな目をユーグに向けた。

「わたし、変じゃありませんか？」

「いや、変じゃない」

「おかしくないですか？」

「おかしくない」

「その……、似合ってます？」

「あ、ああ、に、に、似合っている」

　恥ずかしさのあまり血が沸ふつ騰とうしそうになって顔が赤くなった。ユーグは思わず手で顔を覆おおい隠した。淑女への褒ほめ言葉などうんざりするほど口にしてきたのに、ラビットの前だとなぜか上う手まく口が回らなくなる。

　そんなユーグの様子にラビットは気づかない。ドレスやネックレスに触れては緊張した様子で顔を強こわ張ばらせていた。

　馬車が王宮にたどりつき、ユーグは通い慣れた道のりをラビットを連れて歩く。

　ラビットはドレスが汚よごれないか気にしているのか、片手にしっかりと裾すそを握り締めてユーグについてくる。

　いつもならユーグは王太子宮の一室に案内されるのだが、今日は違った。

　白い石を敷しきつめたテラスに呼ばれると、そこには、真っ白な椅子とテーブルが用意されていた。

　銀の盆ぼんにはミートパイやキッシュ、パウンドケーキにチョコレートのタルトなどが山やま盛もりに載せられている。

　丸テーブルを囲むように置かれた椅子には、シザーレンが腰かけていた。空から降り注そそぐ太陽の光を吸い込んで、いつもは銀の髪が金色に光っている。

　それは息が止まりそうになるくらい美しい光景だった。

　ユーグたちの姿を見つけると、シザーレンは軽く手を振って立ちあがった。

「やあ、ユーグ、ごくろうさま。それから初めまして、ようこそラビットちゃん」

　シザーレンはにこりと笑うと、ラビットの手を取って優しく口づけた。

　ラビットの顔がみるみる赤くなる。

「は、初めまして、王太子殿下」

　素す直なおに恥じらう姿は誰の目にも好こう意い的てきに映った。

　ユーグはたちまち落ち着きを失い、はらはらした。

「さあ、座って、座って」

　丸テーブルの真ん中にはシュガーポットとミルクの入った小こ瓶びんが置かれていた。

　三人が席につくと、すぐに女官が湯ゆ気げの立つポットを運んできた。

　シザーレンが自らポットを手に取って用意された真っ白なカップに注いでゆく。

「ラビットちゃん、お砂さ糖とうはいくつがいい？」

「はい、あのひとつで」

　シザーレンから給きゆう仕じされてラビットはさらに緊張していくようだった。

「ユーグはいつもと同じでいいでしょう？」

「はい。ありがとうございます」

「ラビットちゃん、ミルクは？」

「その、ちょっとだけ……」

　こうしてユーグとラビットの目の前に温かなカップが置かれていく。

　しばらくの間沈黙が降り、三人はゆっくりお茶を楽しんだ。

　午後の爽さわやかな風が頰をなでる。

「ラビットちゃんに会えてうれしいよ」

「わ、わたしも殿下に会えるなんて光栄です」

「ラビットちゃんの噂は、いつもユーグから聞いていたよ」

「へ？　う、噂ですか？」

　ラビットが声を上ずらせた。

　当たり前だ。

　ラビットはさんざんユーグをおちょくっては振りまわす言動ばかり繰くり返してきたのだ。その噂がいいものではないことを、さすがのラビットも察さつしたようだ。

　ラビットがちょっぴり涙目になる。

　ユーグは、シザーレンの目の前で借りて来た猫のように大人おとなしく品よく振る舞うラビットの姿に呆然としていた。

　──なんなんだ、俺とのこの差は！

　心の底から叫びたくなる。

　シザーレンはラビットにいくつか当たり障さわりのないことを聞いて緊張をほぐしていく。

　ユーグはユーグで無む性しように苛々して、用意された紅茶をがぶのみした。

　その時だった。

「兄上！」

　跳はねるような愛らしい声が聞こえてきた。

　日の光がさんさんと降り注ぐテラスに小こ柄がらな影が飛び込んでくる。

「セイン」

　小さな影は迷わずシザーレンに抱きつく。

　その後ろから、女官のお仕着せに身を包んだ女性が慌あわてた様子で姿を見せた。

「セイン王子、いけません、王太子様のお邪じや魔まをしたら！」

　女官の厳しい声に、シザーレンの弟セインはぷっくりと頰を膨らませ、拗ねるように兄の膝の上で顔を伏せたまま離れようとしなかった。

「いいよ、かまわない」

　シザーレンが手を振ると、教育係の女官は少し離れた場所に立ってシザーレンとセインを見守っていた。

「兄上、遊んでください」

　今年で六歳のセインは、太陽のように輝く金髪に真っ青な瞳を大きく見開いて兄を見上げた。

　まったく似たところのない兄弟きようだいだが、セインの親しげな様子から、二人の仲の良さが窺うかがえる。

「セイン、お勉強は終わったの？」

　するとセインがきゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

「お勉強は嫌いです。たいくつすぎていつもあくびが出ます。先生の話もおもしろくありません」

　唇を尖とがらせて不満を漏らすセインの頰をシザーレンが軽くつねった。

「いけない子だ。お勉強が終わらなければ遊んであげないよ」

「でもぼく、剣の稽けい古このほうが好きなんです。将来は立りつ派ぱな騎き士しになるって決めているんです！」

「それは光栄だね。でも、興味のあることにばかり気を取られて、やるべきことから目を逸そらすのはいけないことだよ。しっかりお勉強をしておいで」

　兄であるシザーレンをよっぽど尊そん敬けいしているのか、セインは不満そうに唇を引き結びながらシザーレンから離れようとした。

　その目がシザーレンとは反対側に座るユーグに向いた。

「あ、ユーグストだ」

　たちまちセインが瞳をきらめかせた。それは憧れの誰かを見つめる目だった。

「ユーグスト、ユーグスト、また今度剣を教えてよ」

「それはかまいませんが、殿下のおっしゃる通りしっかりお勉強なさってからにしてください」

　セインがむっと頰を膨らませた。

「みな、勉強しろとうるさいことばかり言う」

「わたしも殿下くらいの年ねん齢れいの頃は同じことばかり言われていました。勉強しなさい、そうしなければ立派な大人にはなれませんよと」

「ユーグストも？」

「ええ、だからしっかりとお勉強なさってください。そうしないとシザーレン殿下の手助けはできませんよ」

「むう。ユーグストがそう言うなら我慢する」

　そう言って背中を向けようとしたセインだったが、そっと振り返って銀盆に盛もられた食べ物の山を物欲しげに見つめる。

「兄上、クッキーをひとつください。くださったら帰ります」

　シザーレンが首を振る。

「今食べたら夕御飯が入らなくなるよ」

「じゃあ、半分だけください」

　シザーレンが仕方ないといった様子で、クッキーを取り上げて半分に割ると欠片のひとつを口に含んだ。咀そ嚼しやくして飲み込むと、顔を歪ゆがめた。

「これは駄だ目めだ。砂糖と塩を間違えている」

「ええ!?」

　シザーレンがしかめ面でもう片方の手に持ったクッキーをセインから遠ざけた。

　セインは不満そうに半泣きになった。

「この間いただこうとしたミートパイには間違って大量のココアが入っていたんでしょう？　兄上に仕つかえる者たちはみなうっかり者ばかりですね」

　セインがまるで自分のことのように怒ってみせた。

「そうだね。二度とこのようなことがないように厳しく言い聞かせないとね」

　そこで和なごやかな会話は終わりを告つげた。

　セインを連れてきた女官が、慌てた様子で連れ戻しにきたのだ。

「さあ、セイン王子、帰りますよ」

　こうしてセインは半なかば強ごう引いんにユーグたちの前から連れ去られていった。

「セイン王子って可愛らしい方ですね」

　ラビットはうっとりと頰を赤くしてセインの後ろ姿を見送っている。

「うん、自慢の弟だよ」

　シザーレンがにこやかに笑った。

　ユーグがふうとため息をつく。

「それにしてもあの女官、焦あせったでしょうね」

「そりゃそうだよ。僕の前では勧められても何も食べてはいけないことになっているからね。もっともセインのおねだりはいつものことだけど」

　シザーレンとユーグが互いに顔を見合わせて苦く笑しようした。

「じゃあ、クッキーに砂糖と間違えて塩が入っているとか、ミートパイにココアが入っていたというのは噓なんですか？」

　驚いて目を丸くするラビットにシザーレンが説明した。

「そんなことがたびたび起きていたら、調理場の者の首をすべてすげかえなくちゃいけないよ。……王妃の命令なんだ。セインは王妃の子だからね。僕がいつあの子に毒どくを盛って自分の立場を盤ばん石じやくなものにしようとするか、警けい戒かいしているんだ。そんな心配必要ないのにね。でも、同じくらい僕に何か起こらないかと願ってもいる。王妃はセインを王太子にしたがっているからね」

　今から十年前、シザーレンの母親違いの兄である王太子が落らく馬ば事じ故こで亡くなった。

　そこで第二王子のシザーレンに王太子の地位がめぐって来たのだ。

　ファナ王妃は、亡き王子の代わりに王太子の座に上りつめたシザーレンを憎にくんでいた。

　まるでシザーレンのせいで、王太子だった我が子が死んでしまったと思い込んでいるような憎みかただった。そんな殺さつ伐ばつとした日常に慣れきったシザーレンの表情に陰かげりはない。

　仕方のないことと肩をすくめてみせた。

　そこにシザーレンの覚悟の重さを見せつけられた気がした。飄ひよう々ひようとしているように見えるが、笑顔の下でシザーレンは周囲の想像以上に様々なことを考えているのだ。

　幼い頃は病弱でユーグのように剣を習うことはなかった。今でも色白で儚はかなげな風ふう貌ぼうのシザーレンを軽けい視しする者もいるが、彼が甘い見た目ほど弱くはないことをユーグは知っている。

　そうしてぼんやりと会話そっちのけでユーグが違うことを考えていると、シザーレンが眉み間けんに皺しわを寄せて聞いてきた。

「……ユーグ聞いている？」

「え？」

　シザーレンがあきれたように肩をすくめる。

「来週のセインの誕生日パーティーの話だよ。ユーグさえよければ、ラビットちゃんを連れておいでよ」

「あ、えっと、彼女さえよければ……」

　ちらりとユーグはラビットを見た。

　──答えは聞くまでもなかった。すっかりセインの可か愛わいさに魅み了りようされたラビットは、思わぬパーティーの招待に瞳を輝かせている。

「ぜひ参加させてください」

「楽しみにしているよ」

　シザーレンが笑って答えるのを、ユーグは複雑な気持ちで見つめていた。
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　翌週、セインの六歳の誕生日パーティーが開かい催さいされた。

　メーベルシュタイン城と呼ばれる野の薔ば薇らの咲く城である。

　セインの誕生日パーティーは、毎年王宮で行われていたが、今年はシザーレンの提てい案あんでアスタリア王家が所しよ有ゆうする城に変更になったという。

　しかも招待客のほとんどが、パーティーの後、風ふう光こう明めい媚びで名高い古こ城じように一泊するという大おお掛がかりなものだった。

　ミレニアから青色のドレスを借りて参加することになったラビットは、赤レンガを積み上げて築かれた古城の威い容ように息を吞のんでいた。

「すごく素す敵てき……」

　パーティー会場は、壁や中庭の木々にあちこち飾りつけがされ、この日のためにセインと同年代の貴族の子供たちの参加も許されていた。

　遠くから夜会では見かけない年ねん齢れいの子供たちの笑い声が聞こえてくる。

　まるで冬の初めに行われる聖せい誕たん祭さいのような華はな々ばなしさであった。

　一方で、ユーグは内心気が気ではなかった。

　美しく着飾ったラビットを見て、周囲があの令れい嬢じようは誰だとひそひそ噂うわさしあっている。

　社しや交こう界かいに出たことのないラビットが、果はたしてこの場を乗り切ることができるのだろうか。口は達たつ者しやな少女だが心配で仕方なかった。

「おい、ラビット」

「なんですか、ユーグスト様」

　前を歩いていたラビットが振り返った。

「今日は俺のそばを離れるなよ」

「？　なぜですか？」

　ラビットはユーグの真意にまったく気づかない。

　ユーグもまさか男が言い寄ってくるかもしれないからそばを離れるなとは言えなかった。

「いいから、行動するときは俺に従したがうんだ！」

「理由もなく命令しないでください。わたしはあなたの持ちものじゃありません。それにユーグスト様と一緒にいるほうが余計に目立つじゃありませんか！」

　ラビットがつんとそっぽを向いた。

「なら、勝手にしろ！」

「好きにさせてもらうわよ！」

　空気が悪くなり会話もなくなった二人が中庭を半なかばまで進んだ時、奥のほうからひときわ大きな笑い声が響ひびいてきた。

「お誕生日おめでとうございます。王おう妃ひ様、セイン王子」

「おめでとうございます」

「皆みな、ありがとう。よく来てくれました」

　どうやら王妃たちの一団に出くわしたようだ。貴族たちが蟻ありのように群むらがって幾いく重えにも輪を描いていた。口々に王妃を、そしてセインを褒ほめそやす言葉を口にしている。

　その輪がパウエル公こう爵しやくの登場でほんの少しだけ崩くずれた。真っ先にユーグを見つけたのはセインであった。

「ユーグスト！」

　セインは尊そん敬けいすべき騎き士しとしてユーグを慕したっている。

　自分たちを取り囲む人々の輪から抜け出してユーグの元に走ってきた。

「ユーグスト、来てくれてありがとう」

　足元に抱きつかれて、ユーグは小さな王子の肩に手を置いた。

「王子、お誕生日おめでとうございます」

　無む邪じや気きにユーグにすがりついていたセインが、隣となりに立つラビットの存在に気がついて顔をあげた。

「この間のおねえちゃん！」

「覚えていてくださったのですね。ありがとうございます、セイン王子」

　セインは無邪気にラビットにも抱きついた。

「まあ、セイン王子……！」

　するとセインはふと何かに気がついたようにユーグとラビットを交互に見つめるととんでもないことを口にした。

「おねえちゃんは、ユーグストの恋人？」

「違います！」

「違う！」

　二人は同時に否ひ定ていした。

「そうなの……？」

　不思議そうに首をかしげるセインの後ろで、笑い声が弾はじけた。

　誰かと確認するまでもなかった。

「シザーレン殿でん下か」

「ユーグ、遠いところをご苦労さま。ラビットちゃんいらっしゃい」

「兄上！」

　セインが嬉うれしそうにシザーレンの腕の中に飛び込んだ。

「セイン、駄だ目めじゃないか、お客様を放ったらかしにしちゃ」

「むう」

「せっかく集まってきてくれた人たちに失礼なことをしてはいけないよ」

　シザーレンはセインの肩を抱いて、その背中を招待客の子供たちの集まっている広場に向かって押した。

「ほら、お友達と遊んでおいで。そうしたらあとでとびっきりのプレゼントをあげるから」

「うん！」

　セインは嬉しそうに顔を綻ほころばせると、一いち目もく散さんに人込みの中を駆かけていった。

「ユーグ、ラビット、今日は来てくれてありがとう」

「こちらこそお招まねきありがとうございます」

　ユーグは荘そう厳ごんな雰囲気の古城を首が痛くなるほど見上げた。

「今日、この誕生日パーティーの会場に古城を手配したのは殿下だそうですね」

「うん。たまには趣しゆ向こうを凝こらした誕生日にしたいと思ってね。セインもこの城が気に入ってくれているみたいだから、よかったよ」

　遠くを見ると同じ年頃の子供たちと笑い合うセインの姿が見える。

　その無邪気な笑顔は、見ているだけで心温まるものだった。

「あの、ユーグスト様、先に荷物を置きに部屋にあがってもいいですか？」

「ああ、かまわない」

　ユーグの荷物は先に運び込まれていたので、手ぶら状態だった。

「ラビットちゃん、それなら僕が案内するよ」

「え、殿下御おん自みずから、いいんですか？」

「かまわないよ」

「ありがとうございます」

　こうしてラビットは、シザーレンに付き添そわれて城の入り口へと階段を登っていく。

　ユーグはその場に一人、取り残されてしまった。

　二人の背中が扉の向こうに消えていくのを見届けると、ふいに背はい後ごに人の気配がした。振り向いて、ユーグはぎょっとする。

　いつの間に集まったのだろうか。

　貴族の令嬢たちがこぞってユーグに熱い視線を注そそいでいた。

「ユーグスト様、ごきげんよう」

「これはナタリア嬢じよう、お久しぶりです」

　赤いドレスに豪ごう奢しやな金きん髪ぱつの伯はく爵しやく令嬢に見つめられ、ユーグはたじろいだ。

「ユーグスト様、さっきの令嬢は誰ですの？」

　ナタリアが眉まゆを吊つり上げて厳しい目でユーグを問い詰める。

　──誰のことだろう？

　一瞬、本気でわからなくて首を捻ひねると、いつもは慎つつましやかな令嬢たちが一いつ斉せいにユーグを睨にらみつけた。

「さっきの青いドレスの令嬢ですわ！」

「ああ」

　言われてようやくラビットのことだとわかった。

「ずいぶん仲良さげでしたが、あの方とはいったいどういう関係ですの！」

　ナタリアが嚙かみつかんばかりにユーグに迫せまる。

「そうだ」「誰よ」と他の令嬢も騒さわぎ出す。

　今度はパラス伯爵令嬢コーデリアがユーグの前に立った。

「あのご令嬢、社交界では一度も見かけたことがありませんが、どういった方ですの？　まさか、ユーグスト様の特別な方ですの？」

「まさか、ご婚こん約やく者しやとか！」

「そんなお話初めて聞きますわ！　いったいどなたですのあの方は！」

　ユーグは説明に困った。

　婚約者などとはとんでもない誤ご解かいだが、今ここでラビットの素す性じようをどう説明すべきか迷った。素す直なおにフィリング伯爵令嬢だと答えるのは得とく策さくではないだろう。情報屋のラビットとは完全に別人に見えるとはいえ、正直に答えたらラビットの身にどんな災わざわいが降りかかるか知れたものではない。

「彼女は、その……シザーレン殿下の遠とお縁えんの令嬢で、今日一日お相手を頼たのまれただけです。婚約者でもなければ、特別な関係でもありません」

　ユーグがしどろもどろになって説明すると、コーデリアがさらに眉を吊り上げた。

「まあ！　シザーレン殿下の遠縁のご令嬢!?」

　どうやらユーグの説明は火に油を注ぐ結果に終わったようだ。

　令嬢たちがひそひそと話し出す。

「やっぱり特別なご令嬢じゃないの？」

「シザーレン殿下とより深い縁えんを結ぶためのご婚約ではなくて？　結婚は互いの家の信しん頼らい関係を深めるための一番手っとり早い手しゆ段だんじゃない！」

「お顔を見たことがないのは、きっと外国に留りゆう学がくでもされているご令嬢なのよ！　あの方が帰国されたら婚約を発表されるのではなくて？」

「うそ！」

「いやだ、信じられない」

　好き勝手に騒ぎ出す令嬢たちに、さすがのユーグも辟へき易えきした。

　そのときだった。

「ユーグスト・パウエル」

　凜りんとした女性の声がその場を支配した。

　かしましい令嬢たちも水を打ったように静まり返った。

「これは王妃様……」

　ユーグはたちまちその場に膝ひざをついて頭を下げた。

「今日は我わが王子のためによくぞ来てくれた。心から礼を言います」

「こちらこそ、お招きいただきありがとうございます」

「パウエル公爵がいるのといないのとでは、宴うたげの華はなやかさが違いますからね。王子も喜んでいました。あとでまたあの子の相手をしてやってちょうだい」

　周囲の目を気にしてか、いつもの嫌いや味みな態度はなりを潜ひそめ、ファナ王妃の態度は不ぶ気き味みなほど友ゆう好こう的てきだった。

「……かしこまりました」

　王妃は、視線をユーグを取り巻いていた令嬢たちに向ける。

「小こ雀すずめたち、騒がしいのもたいがいになさい。公爵が困っていらっしゃるでしょう」

　王妃がひと睨みすると令嬢たちはたちまちその場から離れていった。

　ユーグと王妃の間に緊きん張ちようが張りつめる。

「……ところで、先ほど小雀たちが噂していたことは本当なのかしら？」

「もしかして婚約の話ですか？　でしたら見けん当とう違いもいいところです。わたしに決まった相手はまだおりません」

「ですが、パウエル公爵が特定の令嬢を連れてパーティーに参加するなど初めてではないですか。……あの娘がシザーレン王子の遠縁の娘だと言っていたのは、本当なのかしら？」

　そこでユーグは、ようやく王妃が何のために自分に声をかけてきたのか悟った。

　ラビットがどういう素性の娘なのか知りたくてわざわざやってきたのだ。

　本当にユーグがシザーレンの遠縁の娘と婚約するつもりなのか、気になったのだろう。

　当たり前だ。

　前の王太子だった王子を亡なくし、妾めかけの息子むすこに王太子の座を奪うばわれた王妃にとって、シザーレンは目め障ざわりな存在だ。それと同じくらい疎うとましいのは、宮きゆう廷ていに並々ならぬ影えい響きよう力りよくを持つパウエル公爵家なのだ。公爵家がシザーレンに味方する限り、シザーレンの立場は盤ばん石じやくだった。

　ただでさえ目の上のたんこぶに等しいユーグが、シザーレンの親しん戚せきの娘と結婚するかもしれないということは、王妃にとって脅きよう威い以外の何物でもない。そんなことになってはパウエル公爵家の宮廷での発言力がますます増してしまう。シザーレンがミレニアと結婚するのと同じくらい、忌いまわしいことに違いない。

「残念ですが、今のわたしには結婚など縁遠い話です。令嬢たちの手前、シザーレン殿下の遠縁の娘だと言いましたが、本当はただの知り合いの娘で、セイン王子に気に入られて今日の誕生日パーティーに呼ばれただけなのです。田舎いなか暮らしでなかなか社交場に出る機会もないので、わたしがエスコートを買ってでただけです」

　王妃は水鳥の羽根でできた優ゆう雅がな扇せん子すを開いて、哄こう笑しようした。

「まあ、そうだったの。でも、なかなかに美しい娘でしたね。惜おしいこと。あんなにきれいな娘でもパウエル公爵の心が動かされることはないのかしら？　パウエル公爵の人気の高さは知っていますが、そろそろ気になる娘の一人くらいいてもいいのに」

　何やらついでにユーグの身辺調査の場になったような気もするが、ユーグも負けずに強気で破は顔がんした。

「残念ながら、未いまだにこれと思うような相手に巡めぐり合えていません」

「そうなの。残念ね。でもこういうことは気長に待つしかないのかもしれませんわね。それともまさかとは思いますが、パウエル公爵には妙みような趣しゆ味みでもあるのかしら？」

「は？」

「パウエル公爵は、女でも物足りないのではなくて？　違うようならいいのだけど」

　それだけ言うとファナ王妃はユーグのそばから離れて、取り巻きたちと笑いながら歩き去って行った。

　ユーグはどっと疲れるのを感じた。男だん色しよくかと侮ぶ辱じよくされたが、怒おこる気力もない。

　さきほどから、何やら面めん倒どうなことばかり起こっている。

　セインの誕生日を祝いに来ただけなのに、また誰かに捕つかまったら耐たえられそうにない。そう考えて周囲を見回すが、ラビットとシザーレンはまだ戻ってきていないようだった。

　ユーグは会場の端はしに近寄って侍じ女じよから水を一杯もらうと、人ひと気けのない場所へ移動した。

　古城の庭に設せつ置ちされた噴ふん水すいまで来る。石壁に囲まれた噴水は、水が涸かれ落ち葉が重く降り積もっていた。

　その縁ふちに座ろうとした瞬間、背後からひときわ大きな声が聞こえてきた。

「ユーグスト！」

　振り返ると、なんとセインが植え込みの向こうでしゃがみ込んでいた。

「セイン王子、どうしてこのようなところに……？」

　ユーグはセインの目が真っ赤に染まっていることに気がついた。いつも生き生きと輝かがやく青い瞳ひとみが涙に濡ぬれている。

　いったいどうしたのだろうか。子供たちと一緒に遊んでいたのではないのだろうか。

「どうかなさったのですか？」

　ユーグはセインのそばにかがんで、視線を合わせて声をかけた。

「……なんでもない」

　とてもなんでもないと言って済まされるような顔ではなかった。

　ユーグが王子の頰ほおにできた涙の跡あとをそっと指で拭ぬぐうと、セインは恥はずかしそうにうつむいた。

「何かあったのですか？　友達と喧けん嘩かでもなさったのですか？」

　セインは一度ぎゅっと唇くちびるを固く引き結んだが、すぐに唇を震ふるわせて悔くやしそうに泣き始めた。

「うくっ……ひっく……！　ユ、ユーグスト……！」

　うわーんと声をあげてセインが泣き出した。

　ユーグはその背中を優しくなでた。
















「……わたしでよければ胸の内をお聞かせください」

　セインは鼻をすすりながら涙で潤うるんだ瞳をユーグに向ける。

「……ときどき意い地じ悪わるな奴やつらがいて、ぼくを嘲わ笑らうんだ。そのうえ、母上のことまで侮辱する。ぼくが、本当は父上の子供ではないとまで言い出す奴らがいる」

　セインは悔しそうにうめいた。

　確かに王妃にはアスタリアに嫁とつぐ前に恋人がいたという噂話があったが、すべては昔のことだ。それでも口さがない人々はこう言う。──セインは実は王妃と愛人との間にできた息子ではないかと。

　天てん真しん爛らん漫まんなセインが背せ負おわされた重おも荷ににユーグもまた心を痛めた。

　王妃が本気でセインを王座につけようと画かく策さくすれば、ユーグの敬けい愛あいするシザーレンに強きよう敵てきができることになるが、このままセインがいわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを背負ったまま育ってほしいとは思わない。

　少なくともセインは兄であるシザーレンを心から慕っているのだから。

「セイン王子、つまらないことを気になさるな。兄君が……、シザーレン殿下が哀かなしまれますよ」

「ユーグスト、でも、噂は本当かもしれない。ぼくは、本当に父上の子供ではないのかもしれない。だからあんな奴らに馬ば鹿かにされるのではないだろうか……」

　たちまち元気を失うしなってしおれていく王子の頰をユーグはそっと両手で包つつみ込んだ。

「馬鹿なことをおっしゃるな。セイン王子は間違いなく陛へい下かのお子です。そのお顔、陛下にそっくりではありませんか」

　実際、銀の髪も菫すみれ色の瞳も、すべてが母親にそっくりのシザーレンに比べて、金髪も面おも立だちも父である国王に似ていた。

「だが、瞳の色は青だ。父上にも母上にも似ていない……」

　たちまちセインが落ち込んでいく。

「そんなこと気になさる必要はありません。きっと王妃様の家系に青い瞳を持った親戚でもいらっしゃるのでしょう」

　ユーグはセインの顔がこれ以上曇くもるのを見ていたくなかった。

　ユーグの腕の中でセインが落ち着く頃、裏庭に人の気配がした。

　シザーレンとラビットが石を組んで作られた階段を降りてくる。

「ユーグスト様、お捜ししてたんですよ。こんなところでどうしたんですか？」

「ユーグと、あれ、そこにいるのはセイン？　どうしたの？」

「兄上、なんでもありません。ぼくがへまをして転んで泣いていたら、ユーグストが助けてくれたんです」

　セインは笑顔を取り戻して笑った。

　きっと兄に泣いていた理由を知られたくないのだろう。けなげに振ふる舞まう姿にユーグの胸が痛んだ。

　こうしてセインの涙が乾く頃、ユーグたちはパーティー会場へと戻っていった。
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　日暮れと共にセインの誕生日パーティーは終わりを告つげた。

　夜は大人たちのパーティーである。晩ばん餐さん会かいの後、舞ぶ踏とう会かいが始まった。

　残念ながらラビットは舞踏会の参加を辞じ退たいした。

「わたしは上手く踊れませんし、ユーグスト様みたいに目立つ人と一緒にいたら、他の女性たちに睨まれそうで怖いですから」

　さすがというべきか、ラビットは自分の立場をよくわかっていた。

　ラビットと踊れることをほんのちょっと期待していたユーグは、がっくりと落ち込んだ。

「ユーグ、ラビットちゃんと踊れなくて残念だね」

「じょ、冗じよう談だんじゃない！」

「いい加か減げん、自分の気持ち、認めなよね」

「な、ち、違います。彼女に特別な感情なんてありません！」

　複ふく雑ざつに揺ゆれる自分の気持ちの変化を認めたくなくて、強がるユーグを見み透すかしたように、シザーレンは笑っていた。

　夕方近くから徐じよ々じよに悪くなった天候は、舞踏会を終える頃には風が強くなり、激はげしい雨が降り始めた。窓を打つ雨足の強さに閉へい口こうしつつもユーグは着替えを終えると穏おだやかな眠りについた。

　──どれくらい眠っただろうか。

　相変わらず外からは激しい雨音が聞こえている。

　寝がえりを打ったユーグは、気だるい眠ねむ気けに再び身を委ゆだねようとして、異い変へんに気がついた。

　部屋の中から自分のものではない声が聞こえてくる。

「わたしが先よ！」

「いいえ、わたしよ！」

「何よ、底上げ貧ひん乳にゆうの分ぶん際ざいで、ユーグスト様を騙だまそうなんて詐さ欺ぎよ、詐欺」

「あなたこそ、その樽たるみたいな身体からだで相手にしてもらえると思っているの？」

「なんですって……！」

「何よ、文もん句くがあるならはっきり言いなさいよ！」

　何やら小声で言い争あらそっている。

　不ふ審しん者しやか！　と慌あわてたが、部屋に響く声は女性のものだった。

　ユーグは混こん乱らんした。

　寝ぼけて部屋でも間違えたのだろうか。

「誰だ！」

　ユーグは誰すい何かの声をあげた。部屋の出入り口の方を見やると、ぼんやりと明るくなっている。侵しん入にゆう者しやの持ってきた燭しよく台だいが光こう源げんとなり、それで部屋の様子を知ることができた。

　入り口の隅すみの方に二つの人ひと影かげがある。

　目を凝らしてじっと見ると、なんとフィラミー子し爵しやく令嬢タチアナとパラス伯爵令嬢コーデリアが、互いを威い嚇かくするように睨み合っている。

「タチアナ嬢とコーデリア嬢……？　なぜこんなところに？」

　ユーグは最初お酒でも飲んでユーグの部屋に迷い込んだのだと思った。

　だが薄うす闇やみを通して見える二人の怖いくらいの真しん剣けんな目にたじろいだ。

　──何事だ？

　すると先にコーデリアが動き出した。

　たちの悪いことに二人は夜着姿だ。

　──これは、もしや……。

　ユーグは遅まきながら、自分が女性から夜ばいされている事実をようやく認めた。

　コーデリアがユーグの眠っていた寝台に乗り込んで、しどけない姿で誘ゆう惑わくしてくる。

「ユーグスト様、わたくし、ユーグスト様と一晩の想い出を作りたくてこうして恥はじを忍しのんでやって参りました。どうかお情なさけをください」

　今にも泣きそうな声で訴うつたえながら、コーデリアはユーグの夜着に積極的に手をかけようとする。それに待ったをかけたのはタチアナの方だった。

「何がお情けをくださいよ！　あんたいつからそんな殊しゆ勝しような性格になったの？　ユーグスト様、騙されないでください！」

「ひどいわ！　タチアナ様ったら！　わたしのほうが先にユーグスト様の部屋に来ていたのに！　邪じや魔ましないでよ！」

「そっちこそ邪魔よ！」

　タチアナがつかつかとユーグの寝台まで歩いてくると、コーデリアとは反対側に陣じん取どった。迷わずユーグの夜着に手をかける。

「ユーグスト様、今こ宵よいの一夜はわたしと！」

「いいえ、わたしと！」

「あなたなんか、ユーグスト様のお目に留まるわけないでしょう！　邪魔しないでよコーデリア様！」

　右からタチアナ、左からコーデリアに夜着を引っ張られ、ユーグは素すっ裸ぱだかにされそうになるのを防ふせぐために慌てて夜着を押さえた。

「その手をどけなさい！　この淫いん売ばい！」

「はあ？　なんですって、この尻しりがる女！」

　汚きたない言葉でののしりあう淑しゆく女じよ二人にユーグはたじろいだ。

　──なんで俺がこんな目に！

　今度はコーデリアがユーグにのしかかってくる。

　左から夜着を引っ張られ、はだけた肩に頰をすりよせられる。

　このときユーグは、意いに添そわぬ男性に強ごう引いんに迫られる女性がどれほど非ひ劇げき的てきな思いをしているかを知った。

　異い様ように熱を帯おびたコーデリアの肌の感かん触しよくに逃げ出したくなる。

「コーデリア様、させませんわ」

　タチアナの腕がユーグの足を這はい、そっと上へと上っていく。

　ユーグはあまりの異常事じ態たいに身体が硬こう直ちよくし、二人を追い払はらう力が出せずにいた。

　だが、一瞬ののち、我われに返ると、逃げようと必死に暴あばれもがく。そんなユーグを見て、コーデリアがちっと舌した打うちした。

「ユーグスト様、大丈夫、心配しなくてもすぐにその気になれるお薬を用意していますの。さあ、これを口移しで！」

　さすがのユーグもこれにはぞっとした。

「冗談じゃない！」

　ユーグは両手に絡みつく二人の令嬢を突き飛ばして、急いで部屋から抜け出した。

「お待ちになってユーグスト様！」

　二人の淑女が切なそうに叫さけぶが、もちろんユーグは立ち止まらなかった。
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　部屋を飛び出したユーグは、迷めい路ろのように続く古城の廊ろう下かを必死に走りぬけていた。

　雨が強く窓を打ち、風が古びた建物を揺らす。雷かみなりが鳴って夜を切り裂さく鋭するどい雷らい光こうが轟とどろいた。

　深夜、ユーグは息を切らして走りながら、夜中に自分は何をやっているんだと情けなく思った。

　王宮であれほど淑女相手にそつなく社交をこなしていたのに、このていたらくである。

　うわべだけの付き合いは上手かもしれないが、事態が思いもよらない展開を見せた時ユーグは弱く、頼りなかった。積極的にユーグを夜ばいに来たタチアナとコーデリアを紳しん士しらしく説得することさえできなかった。

　──いや、あの二人を説とき伏ふせるのは並なみ大たい抵ていのことではできそうにないが。

　激しい雨が窓を叩たたく。

　またも雷が鳴り、廊下を白く照らした。

「きゃあ」

　思わず耳を塞ふさごうとした時、小さな悲鳴が聞こえてユーグは立ち止まった。

　──子供？　いや、少女の悲鳴に似ていた。

　気のせいだろうかと思った時、次々に雷が落ちて廊下を明るく染めた。

「ラビット？」

　ユーグは驚おどろいた。廊下の片隅に座り込んでいるのは間違いなくラビットだった。

「どうした？」

「ユ、ユーグスト様こそ、どうしてこんな夜中に？」

「君こそどうしてこんなところにいるんだ？」

「あ、その、わたしは……、お花を摘つみに行った帰りで……」

「それにしても、夜中にこんなところに一人でいたら危ないだろうが。タリサを連れてくればよかったのに」

　タリサはラビットの世話係として古城に連れてきていた。

「わかっているわよ、それくらい。ちょっとなら大丈夫だと思ったのよ。でもお城が広すぎるから迷っちゃったの！　きゃあ！」

　またも響く雷鳴にラビットは耳を塞いで小さく震えている。

　ユーグはあきれたように笑った。

「ついて来い」

「え？」

「道を教えてやるからついて来い」

　ユーグはラビットの手を強引に摑つかんで立たせた。白い夜着が闇に浮かび上がっている。

　いつものように三つ編みにして髪を横に垂たらしている姿になぜか安あん堵どした。

　ユーグの後ろをラビットがついて歩く。

「ねえ、ユーグスト様も初めて来る城なのにどうして道がわかるの？」

「調べたからだ」

「調べたの？　わざわざ？」

「城の構こう造ぞうがわからないと有ゆう事じの際に対応できないからな」

　ラビットが感心したように頷うなずいた。

「シザーレン殿下を守るため？」

「もちろん。でもそれだけじゃない。セイン王子や王妃様のことも守らないといけない」

「王妃様も？　だって、王妃様はシザーレン殿下を快こころよく思っていないんじゃないの？」

「それはそうだが、王妃様も守らないとセイン王子が哀しむからな。セイン王子が哀しんだら、シザーレン殿下も哀しむ。だから守る、それだけだ」

「……ユーグスト様って、思ったよりいい人なのね」

「──思ったよりって、今まで俺のことどういう人間だと思っていたんだ？　まあ、聞かなくてもわかる気がするが……」

　やがてラビットの部屋の前まで来るとユーグは立ち止まった。

「ここが君の部屋だ」

「ありがとう」

「ああ」

　ラビットに礼を言われてそのまま部屋の前を通り過ぎようとした時、ラビットが驚いたように口を開いた。

「ねえ、ユーグスト様、どこに行くの？　お部屋はあっちじゃないの？」

　今二人で歩いてきたほうの廊下をラビットが指差す。

「……俺はリネン置き場に用があるんだ」

「リネン置き場って、そんな使用人が過ごすような場所になぜユーグスト様が行くの？」

「……そこが今夜の俺の寝ね床どこだ」

　ラビットが目を白黒させた。

「寝床ってリネン置き場が？」

「そうだ」

「どうして……？」

　ユーグは気まずそうに声を潜めた。

「誰にも言わないか？」

「言いませんけど……」

「………………きた」

「は？」

「……て…………きた」

「は？　え？　聞こえないわ」

　ユーグは深々と息を吐はいた。

「……だから、二人の女に夜ばいされて逃げてきたと言ってるだろうが！」

　言葉の意味がすぐには浸しん透とうせずに、ラビットがぽかんとする。だがみるみるうちに笑いをこらえるように手で口を押さえた。

　そのまま大爆笑する。

「やだ、何ですかそれ！　ぷっ……！」

　くすくすと笑われてユーグはみるみるうちに真っ赤になった。

「笑うな！」

「ご、ごめんなさい。でも、おかしくて」

　思いきり笑われてユーグは激しく落ち込んだ。

「誰にも言うなよ」

「言いませんったら」

　またもくすくすと聞こえる笑い声を振り切るように、ユーグは廊下を大おお股またで横切ろうとした。

「ちょっと待ってください」

　ふいにラビットがユーグを止めた。そして思いがけない提案をした。

「今夜だけならわたしの部屋を使ってもかまいませんよ」
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　ラビットの部屋は、ユーグの部屋よりも一回り小さい上に、続き部屋はひとつしかなかった。

　二人きりでひとつの部屋にいるかたちになり、ユーグは緊張のあまりどぎまぎした。

「いいのか？」

　戸と惑まどうユーグにラビットが明るく笑った。

「夜ばいから逃げてくるような人相手なら、一晩くらい一緒の部屋でも安心でしょう？」

「……はは」

　ユーグは微び妙みような心しん境きようになった。

　ここまで徹てつ底てい的てきに男としての自分を無む視しされるのは初めてだった。

「でも、夜明け前には自分の部屋に戻ってくださいね。タリサがびっくりして、何かあったんじゃないかと勘かん違ちがいしたら困りますから」

「ああ、わかった」

　幸いベッドだけはユーグの部屋と同じくらい大きかった。大人四人が余よ裕ゆうで寝られる大きさがある。

　ユーグは最初、長なが椅い子すで寝ようとしたが、ラビットが同じベッドでいいと答えたのだ。

「だって夜中は冷えるから、長椅子じゃ寒いわ。王太子様の親友に何かあったら困るもの」

　それでもラビットはクッションで二人の寝床を仕切るのを忘れなかった。

「ここから先は入ってこないでくださいね」

「わかった」

「じゃあ、おやすみなさい」

「ああ」

　ラビットが背中を向けて眠りにつこうとする。

　ユーグもまた眠りにつこうと燭台の火を吹き消そうとした。

　そのときだった。

　雷鳴が轟き窓を揺らした。

「きゃあっ！」

　ラビットが悲鳴をあげた。

　──きゃあ？

　あまりに可か愛わいらしい声に、信じられない思いがした。

　ユーグはそっと目を開けた。

　またも雷が落ち、大きな音がびりびりと古城全体を震しん撼かんさせる。

「きゃ！」

　ユーグは背中を振り返った。

　ラビットが寝具に潜もぐり込んで小さく震えている。

「──ひょっとして、雷が怖いのか？」

「こ、怖くなんかありません！」

　強がってみせるが、またも雷が落ちると震えながらぎゅっと目を閉じて、天に祈いのりを捧ささげている。

「──やっぱり怖いんだな」

「ううっ……。し、仕方ないでしょう？　わたしはあなたと違って繊せん細さいな神しん経けいの持ち主ぬしなんですから」

「いや、君の神経は間違いなく図ず太ぶとい」

「なんですって！　相変わらず失礼な人ね！　王太子殿下とは大違いだわ！」

「相変わらず手厳しいな、君は。まあ、殿下を尊敬する気持ちもわからなくはないが」

「……シザーレン様たちはずいぶん仲がいいんですね」

　ラビットがぽつりと呟つぶやいた。

「ああ、シザーレン殿下とセイン王子のことか」

　ラビットが肩をすくめて口を開いた。

「違います。わたしが言いたいのは、シザーレン殿下とユーグスト様のことです。お二人は、立場が違うのにいつも親しく話されていて、とても仲が良ろしく見えました」

　たちまちユーグは破顔した。

「シザーレン殿下とは殿下が王太子になってから十年近く付き合ってきたからな。シザーレン殿下は血なまぐさいことを好まれない。剣を持つこともなくミレニアみたいに本を読んだりして過ごされていた。逆に出会った当時、俺は、騎士団に入りたいと願うほど剣けん術じゆつにのめり込んでいた。確かに性格も好みもまるで違うのに、不思議と気が合うんだよ」

「そうなんですか、よかった」

　ラビットは温かく微笑ほほえんでいた。まるでシザーレンの身内にでもなったかのような言い方に、ユーグは疑問を抱いだいた。考えれば考えるほど気持ちが落ち込んでいく。

　──やはりラビットは、シザーレン殿下のことが……。

「そんなに気になるのか、シザーレン殿下のことが」

「え？」

「君はいつも殿下のことになるとむきになる。……ひょっとして、す、好きなのか？」

　ユーグの問いにラビットが慌ててベッドから跳はね起きた。

「ち、違います！　そんなんじゃありません！」

　だが、恥じらうようにうつむくラビットの言葉には説得力がなかった。

　ラビットはちらりとユーグの様子を窺うかがうように視線を上げると、真っ赤な顔で尋たずねてきた。

「聞いても笑ったりしませんか？」

「何をだ？」

「わたしが今から言うことを聞いても笑いませんか？」

「笑わないよ」

　ラビットは息を吸すい込むと静かに話し始めた。

「ずっと昔、父親に連れられて、王宮に上がったことが一度だけあるんです。ところが途と中ちゆうで道を間違えて、父ともはぐれて迷ってしまって……。しかも、運悪く刺し繡しゆうの会で顔見知りの令嬢に出会って着ていた服を馬鹿にされたんです。当時、すでに我が家は困こん窮きゆうしていました。それでも精いっぱい美しく装よそおってきたつもりだったのに、恥ずかしくなってしまって……。いつもならやられたぶんだけやり返すのに、みじめなあまり言い返すこともできなくて……。その時に助けてくださったのがシザーレン殿下なんです。『僕の友人に何の用だい？』って言われて、相手の令嬢は青ざめて立ち去っていきました。会話したのはほんのわずかな時間でしたが、わたしを父の元まで案内してくださいました。その時に、わたし思ったんです。もしわたしが男なら殿下に永遠の忠ちゆう誠せいを誓ちかっただろうと。殿下に何かあったら、何を置いても駆けつけてお役に立とうと……」

　話を聞かされたユーグは、ほほえましい話に心を穏やかにした。

　そういうことだったのかと安堵する。

　普通ならそこで恋心が芽生えそうなものだが、騎士のような忠誠心を抱くとはたいした男まさりである。

　ラビットの瞳の奥をそっと探っても、凜り々りしい表情で語る目に噓うそは感じられなかった。

「そのことを殿下にどうして話さない？」

　たちまちラビットが暗い表情でうつむいた。

「……どうあがいても、わたしは女です。男にはなれません。それに相変わらず家は落ちぶれたままだし、とてもではないけど名乗る勇気なんてありません……。いいんです、遠くから見ているだけで。殿下がお幸せならそれでいいんです」

　ラビットはそっと目をつむり、自分に言い聞かせるように何度も言葉を繰くり返した。

　その時またも雷鳴が轟いた。

「きゃっ」

　愛らしい悲鳴をあげるラビットを見るに見かねてユーグは手を伸ばした。

　大きな手でラビットの白く小さな手を包み込む。

「これなら怖くないだろう」

「わ、わたし子供じゃありません！」

「雷を怖がるなんて子供と変わらんだろうが」

「……うっ……」

　ラビットが諦めたように反はん論ろんするのをやめた。

　ユーグは、しっかりと握にぎり締しめたラビットの手の温かさに密ひそかに胸をときめかせていた。

　雷鳴が遠のいていく。
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「きゃあああ、お、お嬢じよう様さま、ご無事ですか!?」

「……え、どうしたの、タリサ？」

　その朝、ラビットはタリサの悲鳴で目を覚ました。

　いつものタリサらしくない。何かにひどく驚おどろき慌あわてている。

　ラビットはゆっくりと頭を起こした。

　うーんとベッドの上で伸びをした時、ラビットの指が大きくて固いものに触ふれた。

　驚いて視線を手た繰ぐり寄せると、褐かつ色しよくの髪が視し界かいに入った。

　精せい悍かんな顔立ちの青年がラビットの隣となりでぐっすりと眠り込んでいる。

　しかもラビットの伸ばされた指のいくつかは青年の指に絡からみついていた。

　昨夜のまま手を繫つないで眠っていたらしい。

「ちょっっ！」

　ラビットは大きな悲鳴をあげそうになるのを必死でこらえた。

　ここは自宅の寝室でもパウエル公こう爵しやく家けの客間でもない。

　とっさに状況を判はん断だんしたラビットは、手を口で押さえて声をあげるのをなんとか我が慢まんした。

　だが、運の悪いことがひとつあった。

　ラビットの部屋に入ったタリサは、この日、一人ではなかった。パウエル公爵の友人として今回の誕生日パーティーに参加したラビットには、タリサの他に二人の世話係が王室から用意されていた。

　かくして朝食の前には、城中に噂うわさが流れていた。

　──パウエル公爵が連れの令れい嬢じようと同どう禽きんしていた、と。

　ユーグの寝室で主あるじの帰りを今か今かと待ち構かまえていたフィラミー子し爵しやく令嬢タチアナとパラス伯はく爵しやく令嬢コーデリアは、前ぜん代だい未み聞もんの赤あかっ恥ぱじをかくことになる。
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「もう！　夜明け前には部屋に戻ってくださいってきちんとお願いしたのに！」

　その日の朝、ユーグはラビットの部屋で一緒に朝食をとっていた。

　ラビットが部屋の外に出るのを頑がんとして拒こばんだのだ。ユーグはユーグで、さらしものになりたくないと、そのままラビットの部屋に居座った。

　それでも着替えの手配だけはなんとか済ませて、昨夜、二人の令嬢に引き裂さかれそうになった夜着を脱ぬぐことはできた。ラビットはいつもの若草色のドレスを着てパンにバターを塗ぬっている。

「お嬢様、普通ならここで二度と社しや交こう界かいには顔を出せないって嘆なげくところだと思うんですけど……」

　タリサが冷静な突っ込みを入れる。

　ラビットは焼き立てのパンを頰ほお張ばりながら、笑って答えた。

「え、だって社交界に出る予定なんてないもの、いいじゃない」

　タリサががっくりとうなだれる。

「……お嬢様ったら」

「何もなかったんだからいいでしょう？　あ、でも、ユーグスト様が実は二人の女性に夜ばいされそうになったところを逃げて来ただけなんて言いふらしたら駄だ目めよ」

「すでに今君が言ってるだろうが、ラビット！」

　すると同時にタリサが心しん外がいとばかりに「わたしは言いふらしたりしません」と怒おこっている。

　今回の件で、タリサの中でユーグに対する評価はがらりと変わった。

　礼れい儀ぎ正しい紳しん士しから、自分の大切なお嬢様のベッドに潜もぐり込んだ不ふ届とどき者になってしまったのだ。

　──当の本人には全く警けい戒かいされていないのが哀かなしいところだが。

　朝食を済ませたユーグが、帰り支じ度たくをするために自分の部屋に戻ろうとした、その時だった。扉がせわしなく叩たたかれた。

「失礼します。ユーグスト・パウエル公爵はこちらでしょうか？」

「誰だ？」

「王おう妃ひ様付きの護ご衛えいです」

「入れ」

　扉をくぐりぬけて現れたのは、ユーグも顔見知りの騎き士しの一人だった。

「どうした？　何かあったのか？」

「それが……」

　騎士の顔色は青ざめていた。

「その、とにかくわたしたちと一緒に来てほしいんです。ここで話すにはちょっと……」

　たちまちユーグは緊きん張ちようした。

「わかった、すぐに行く」
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「わたくしの王子にいったい誰がこんな真ま似ねを！」

　城で最もつとも上等な貴き賓ひん室しつでは、王妃がかなきり声をあげてお付きの者にあたり散らしていた。ユーグが来たとわかると怒いかりの矛ほこ先さきがそちらに向かう。

「ユーグスト・パウエル！　いったいどういうことですか」

「王妃様、落ち着いてください」

「これが落ち着いていられますか！　早く侍じ医いを手配なさい！」

　ファナ王妃のあまりの剣けん幕まくにまだ何も知らされていないユーグはたじろいだ。

　ユーグは王妃付きの女じよ官かんに問うた。

「セイン王子に何かあったのか？」

「それが……。昨さく晩ばん、見回りに来た時には、ぐっすりとおやすみになられていたのですが、今朝起こしに来た時には、その、毒どく入りのクッキーを召めし上がってしまったようで、大たい層そうな苦しみようでして……」

「毒入りのクッキー？」

　女官が頷うなずく。

「誰かからの誕生日プレゼントの中に仕込まれていたようです」

「馬ば鹿かな、なぜそんな事じ態たいになった？」

　咎とがめられて、王妃について古城にやってきた女官たちは一いち様ようにうなだれた。

　ユーグは混こん乱らんする王妃の世話を女官に任まかせ、セインが休んでいる部屋に案内してもらった。

　部屋に入るとセインはベッドに横たわっていた。苦しそうに顔を歪ゆがめ、額には玉のような汗が浮かんでいる。

「セイン王子？」

「ユーグスト……」

　呼びかけると答えが返ってきた。だが王子の声にいつもの元気はない。

　ユーグが枕元に座り込むと、セインが弱々しく手を伸ばしてきたので、元気づけるようにぎゅっと握にぎり締しめた。

「いったいどうしてこんなことに」

「ぼくにもよく、わからない……」

　ふと、ユーグはセインの枕元に木の小箱が置いてあるのに気がついた。

「これは？」

　箱を持ちあげると、カサコソと音がする。蓋ふたを開くと、色いろ鮮あざやかなクッキーが大量に詰め込まれていた。

　枕元には包ほう装そう紙しが畳たたんで置かれている。

　どうやらこれが問題の毒入りクッキーらしい。

「セイン王子、この箱はどうされました？　誰からの贈おくり物です？」

　するとセインが必死になって箱を取り返そうとして起き上がった。

「それに触れるな！」

　だが、セインの指はむなしく空くうをかき、ベッドから転げ落ちそうになる。

　ユーグはすんでのところで小さな身体からだを抱かかえ込み、ベッドにゆっくりと寝かせた。

「取り上げたりはしません。許しもなく触れたことをお怒りならお許しください」

「それは、……兄上からの、誕生日プレゼントだ！　むやみに、……触れるな……！　たとえ、ユーグストでも、許さないぞ！」

「申し訳ありません」

　あまりに必死な様子を見てユーグは箱をそっと枕元に戻した。

　そして気になっていたことを尋たずねた。

「これは本当に、シザーレン殿下からの誕生日プレゼントなんですか？」

「……そうだ」

「いったいなぜ殿下からだとわかったのですか？」

「兄上に直接もらった。……手紙も添そえられてあったから……」

　ユーグの眉まゆが険けわしくなる。

　ふとユーグの足先に何かが触れた。視線を移すと小さな紙切れが床に落ちている。拾い上げてみると細い丁てい寧ねいな文字で「セインへ　お誕生日おめでとう　シザーレンより」と書かれていた。ユーグは目を見張った。それは間違いなくシザーレンの筆ひつ跡せきだった。

「何かわかったのですか、ユーグスト・パウエル！」

　そこへ王妃が騒そう々ぞうしく怒ど鳴なり込んできた。

　ユーグの視線が注そそがれた小さな紙し片へんを目ざとく見つけると、奪うばうように取り上げる。

「まさか、あの毒入りクッキーはシザーレンからのプレゼントということ？」

　王妃に睨にらまれて、ユーグはたじろぎながら説明した。

「セイン王子は、シザーレン殿下に誕生日のお祝いにいただいたと言っていますが……、きっと何かの間違いでしょう」

　ユーグはこの時点でシザーレンが犯はん人にんではないとわかっていた。シザーレンが可か愛わいがっているセインを害がいそうと企たくらむはずがない。

「でも、その箱をセインに贈ったのはシザーレンなのでしょう？」

「そうらしいのですが……」

「僕がなんだって？」

　そこへ運悪くシザーレンが姿を見せた。

「朝から大おお騒さわぎだね。いったい何？」

　すると、きっとシザーレンを睨みつけたファナ王妃が、白い紙を突きつけた。

「このクッキーをセインにプレゼントしたのはそなただと聞きましたが？」

　シザーレンが不思議そうに首をかしげる。

「クッキー？　そんな物贈った覚えはないよ。どういうことです？」

「でも、実際にセインはこの毒入りクッキーのせいで苦しんでいるのですよ！　この責せき任にんをどう取るつもりです？」

　思いがけない話を聞かされて、シザーレンは焦あせったようだった。

「ちょっと待ってください、ファナ王妃。僕が誕生日の贈り物としてセインにあげたのは、木製のおもちゃです。お菓子ではありません」

「シラを切るつもりですか？」

「身に覚えがないからそう言っているだけです」

　ファナ王妃は、セインの枕元に置かれた小箱を指差した。

「あの木の箱に見覚えはないのですか？」

　シザーレンの視線が鋭するどく小箱を射いる。その顔がはっと強こわ張ばった。

「……確かに、あの箱は僕からのプレゼントを入れていたものです。ですが、さっきも申し上げた通り、僕のプレゼントは怪あやしげなクッキーではありません」

「王妃様、きっと誰かが意い図と的てきにすり替えたのに違いありません」

　ファナ王妃は手に持った扇せん子すをへし折らんばかりの勢いきおいでユーグに命めいじた。
















「だったら、今すぐ犯人を見つけてきなさい──！」
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「……とんだ騒ぎになったな」

　ユーグは深々とため息をついた。

　ファナ王妃はセインを連れて昼前には王宮に戻っていった。

　残されたユーグは、セインの部屋を調べていた。

「それにしても、いったい誰がセイン王子を害そうとしたのでしょうか」

　ラビットが、窓から外の様子を眺ながめながら不安そうに聞いてきた。

　事のあらましを聞いたラビットが、事件の捜そう査さのため共に残ると言い張ったのだ。

「わからない」

「でも、このままでは疑うたがわれるのはシザーレン王子です」

　シザーレンは国王に事情を説明するため、王妃たちよりも一足早く王宮に戻っていた。

　だが、ファナ王妃の剣幕を思うとただでは済みそうにない。パーティーの招待客たちも朝食を済ませると次々に帰き路ろについた。人ひと気けの絶たえた古こ城じようで二人は犯人に繫つながる手掛かりを探していた。

「……誰が中身をすり替えたのでしょうか」

「殿でん下かによると、セイン王子への贈り物は、舞ぶ踏とう会かいが始まる前、王子が寝室に下がる時に手渡したらしい。その間、部屋の外にも控ひかえの間にも常に警けい備びの者が付き従したがっていたというから、不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうできる隙すきがあったとは思えないが……」

「つまり、内部の者の犯はん行こうということでしょうか？」

「……いや、そうとも限らない」

　ユーグはぐるりと部屋を見回した。

　寝室には控えの間に続く扉以外に出入り口はない。

　部屋があるのも城の四階なので、窓からの侵入も不可能だ。

　ユーグは室内を睥へい睨げいすると暖だん炉ろに近寄って、壁を叩いてみた。

　だが、重い音が鈍にぶく反はん響きようするだけで異常は感じられない。

　次は本棚のそばまで歩いた。ぎっしりと本の詰まった棚は頑がん丈じように作られている。

　揺ゆすってみるが何も起きない。

　木でくくられた棚から一か所だけ本を抜き取り、奥の壁を叩いてみる。すると乾いた音が返ってきた。

「ここか」

　本棚を両手で押すと、棚が奥へと沈んだ。

「隠かくし扉だ」

　本棚に仕込まれた扉が開くと、螺ら旋せん状じようの階段が現れた。階段の下から冷たい風が吹き込んでくる。

「すごい、こんなところに……？」

　ラビットが驚きに息を吞のんだ。

「こういう古い城には、有ゆう事じの際に王族や貴族を逃がすため、秘密の通路はつきものなんだ」

　ユーグは扉の奥へと入り、階段を降りていった。

　中は真っ暗だった。ユーグは一度部屋へと戻り、女官に灯りの準備を頼んだ。

　手て燭しよくを受け取ると、再び隠し扉の先に踏ふみ込み、螺旋階段を降りていった。

　ラビットも後からついてくる。さすがというべきか、物もの怖おじする様子はない。

「大丈夫か？　怖くないのか？」

「まったく」

　昨夜、雷かみなりを怖がった時とは対たい照しよう的てきなもの言いにユーグは苦く笑しようした。

　足音が暗くら闇やみに反響する。

　やがて城の一階あたりと思われるところまで降りると階段は途と切ぎれた。

　また壁を探って出口を探す。

　扉はすぐに見つかった。

　壁を四角く切りぬくように外からわずかな明かりが漏もれていたからだ。

　隠し扉をくぐりぬけると、外の明るさに一瞬目を射られたが、すぐにそこがどこかわかった。ステンドグラスから真っ白な明かりが伸びるそこは城の東の端はしにある聖せい堂どうだった。

　司し教きようが聖せい典てんをそらんじるために作られた台座が置かれ、向かい合うようにして石で作られたベンチが整せい然ぜんと並んでいる。

「聖堂に繫つながっていたのか……」

「犯人はここからセイン王子の部屋に侵入したのでしょうか？」

「そう考えて間違いないだろうな」

　まだ幼おさないセインが、深夜に一人で外出するはずもない。

　──それにしても、犯人はなぜセイン王子を狙ねらったのだろう？

　ユーグにわかるのは、シザーレンを陥おとしいれようとする誰かの犯行ということだけだった。

「このままではシザーレン王子はどうなってしまうのでしょうか？」

　ユーグは首を振った。

「わからない。だが、あの王妃の剣幕を考えると、ただでは済みそうにないな」

　ラビットがしばらく考え込むそぶりを見せた後、毅き然ぜんとして顔をあげた。

「ユーグスト様、わたしに考えがあります」
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　アスタリア貴族のサウル子爵家では、いつものように客人を招まねいた談だん笑しようが和なごやかに行われていた。

「パウエル公爵様のお好きな食べ物は何かしら？　甘あまいものはお好きなのかしら」

「あまり甘いものはお好きではないようです。でもそれがサウル子爵家令嬢の手作りとなれば話は違ってくると思いますわ」

　ラビットがそう言うと、サウル子爵令嬢シビラは、悩ましげにため息をついた。

「わたくしの取り柄といえばお菓子作りくらいですし……。おまけに胸もないから、どうしたらユーグスト様にお相手をしていただけるか……」

　シビラは自分の瘦やせた身体を見回して、悔くやしげに肩を落としてみせた。

　ラビットから見れば申し分のないスレンダーで魅み力りよく的てきな体型だが、ユーグストを狙うシビラにとっては深しん刻こくな悩みだった。

　その後もひとしきりユーグストの話題で盛もり上がった後、思い出したようにラビットは言った。

「そういえば、この間の古城での事件のことお聞きになりました？」

　たちまちシビラの顔が痛ましげなものに変わった。

「セイン王子はまだベッドから起き上がれずにいるとか。……ねえラビット、こっそり教えてくださらない？　いったいあの事件はどうなっているの？　シザーレン殿下の犯行という噂は本当なのかしら？」

　シビラが身を乗り出して、ラビットに尋ねた。

「まさか！　あのお優しいシザーレン王子がそんな非ひ道どうな真似をなさるはずありませんわ」

「でも、宮きゆう廷ていではそういう噂もあるのよ」

　するとラビットが神しん妙みような顔でこう言った。

「……ここだけのお話なんですが……、内ない緒しよにしていただけます？」

　シビラが真ま面じ目めな顔で言った。

「もちろんよ」

「……実はパウエル公爵が犯人の手掛かりを見つけて、所しよ持じしているらしいんです」

「まあ、本当なの？」

「間違いありませんわ。自分の部屋で大切に保ほ管かんしているという話です」

　シビラはほっと胸をなで下ろした。

「よかったわ。犯人が捕つかまれば、あとはセイン王子の回かい復ふくを待つだけですわね」

「パウエル公爵は、その手掛かりのおかげで近々犯人の特定ができそうだという話です。きっとすぐに事件は解かい決けつするでしょうね」

「さすがユーグスト様ですわ。本当にとても有ゆう能のうな方なのね」

「ええ、本当に。あ、でも事件が解決するまで、この話は絶対に誰にも漏らさないでくださいね」

「もちろんわかっているわ」

　こうしてラビットは、サウル子爵家を後にして、次のお客が待つ邸やしきへと急いだ。
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　セインを王都ウィストに連れて戻ったファナ王妃は、侍医を呼びセインを診しん察さつさせた。クッキーに盛られた毒は、命を脅おびやかすものではなかったが、セインは未だに熱のせいでうなされているという。

　シザーレンは疑いが晴れるまで城の中で軟なん禁きんされることとなった。

「シザーレンをすぐに裁さい判ばんにかけよ！」

　怒り狂くるった王妃は、連日そうわめいているという。

　シザーレンはプレゼントの箱を所持しているのを見たという女官の証しよう言げんにより、さらに厳しい立場に置かれることになった。

　このままではシザーレンは廃はい太たい子しにされてしまうかもしれない。

　だが、シザーレンは尋じん問もんされても弁べん解かいせず、沈ちん黙もくを貫つらぬいているという。

　ユーグは王都に戻るとシザーレンに会うため、すぐに宮廷に伺し候こうした。

「シザーレン殿下に面会したい」

　シザーレンが軟禁されている部屋の前まで行きそう申し出た。

　警備にあたっていた兵士たちは互いに顔を見合わせて戸と惑まどっていたが、天下のパウエル公爵を無む下げに追い払はらうことはできない。

「少々お待ちください」

　そう言うと、兵士の一人が部屋の中へと入っていった。そして一分もしないうちに戻ってくると、ユーグにこう告つげた。

「殿下はお会いになりたくないということです」

「なぜだ？」

　問われて、兵士は困ったように首をかしげた。

「ご本人がお会いになりたくないと仰おおせですので……」

　煮え切らない態度にユーグはかっとなった。

　シザーレンがユーグの面会を拒むなど信じられない話だった。

「そんなはずはない。もう一度聞いてこい！」

　言われるままに兵士はもう一度部屋へと入っていった。

　だが次に戻ってきた時には、その手に何かを持っていた。

「殿下から、パウエル公爵に渡してほしいと預かってきました」

「手紙？」

　ユーグは急いで手紙を受け取ると表を見た。

　そこには見慣れた流りゆう麗れいな文字で「ミレニアへ」と書かれていた。
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　そんな中、宮廷内にまことしやかに囁ささやかれている噂があった。

　──ユーグスト・パウエルが犯人に繫がる証しよう拠こを見つけたというものだ。

　噂は貴族の令嬢たちからあっという間に宮廷全体に、そしてウィストの都中に広がった。

「さすがラビットの仕事は早いな」

　ユーグは自室でほくそ笑んだ。

　ラビットの案で故こ意いに噂を流させたのだが、驚くような速さで宮廷内を駆かけ巡めぐる。

　もちろんユーグは犯人の証拠など持っていない。

「それにしても、本当に来るんだろうな、犯人とやらは」

　その夜、ユーグはラビットと共に自室にある本棚の陰かげに身を潜ひそめていた。

「……わかりませんけど、もし犯人が証拠を取り戻すとしたら、今夜は絶ぜつ好こうの機き会かいのはずですから」

　ユーグは今夜王宮に泊まっていることになっていた。もちろんラビットがぬかりなく噂を広めてくれている。

　公爵邸の者にすら、ユーグが部屋にいることを知らせていない。馬車で外出するふりをして、ラビットの手引きでこっそり戻ってきていたのだ。

　ユーグの部屋に晩御飯代わりのパンとチーズとワインを持ち込んだのはラビットだった。

　タリサに頼んで手に入れてくれたのだという。

　そのすべてを胃袋に収めたユーグは、襲おそい来る睡すい魔まと格かく闘とうしながら見張りをしていた。

　夜半過すぎ、邸内の者が寝静まる頃、ユーグの部屋の扉が音もなく開いた。

　──来た……！

　ユーグはたちまち緊張した。

　扉がぱたりと閉じられる。

　窓から差し込む月明かりに照らされて、侵入者の背中でひとつにくくった金の髪がきらきらとまばゆく輝いていた。

　よく見ると、まだ少女の域いきを出ていない年頃の女の子だった。

　見覚えのある光景にユーグは目をすがめる。

　──似ている。

　とユーグは思った。キツネ狩がりの時に見た背中にそっくりだった。

　ユーグは少女の動きをじっと見守った。

　少女はユーグの執しつ務む机づくえに手をかけると、引き出しをひとつずつ開いて中を探っていく。

　ラビットも息を殺してその動きを見つめていた。

　その手が、鍵かぎをかけたままの引き出しにたどりつくと、少女は細い針はり金がねのようなものを取り出して器用に鍵穴に差し込んだ。

　カチリと鍵の開く音がした瞬間、ユーグはすでに飛び出していた。

「！」

　少女が息を吞むのが伝わってきた。

　ユーグは踵きびすを返して逃げ出そうとする少女の手首を乱らん暴ぼうに捻ひねり上げる。

　少女が悲鳴をあげた。

「お前は何者だ！」

　少女はユーグの脛すねを蹴けり上げて逃げようと試みた。

　束そく縛ばくが緩ゆるくなった一瞬の隙をついて、少女がユーグの腕をすりぬけていく。その手には細身のナイフが握られていた。

　少女は身み軽がるな動きでナイフを振り上げてユーグを切りつけてくる。

「く！」

　ユーグは後こう退たいして迫せまりくる刃やいばをかろうじてよけた。その俊しゆん敏びんな動きから、特とく殊しゆな訓練を受けた少女であることがわかる。そのまま少女は踵を返して部屋を飛び出そうとするが、目の前にはラビットが立ちふさがっていた。

　少女はちっと舌した打うちして今度はラビットに襲いかかろうとする。

「きゃ！」

「よけろ、ラビット！」

　ユーグは腰に佩はいた剣を抜いて追いかけた。

　ラビットが、執務机の上に置かれたインクの瓶びんを少女に投げつける。

　少女がひるむ間に、ユーグはナイフを叩き落として少女をはがいじめにし、首くび筋すじにひんやりとした刃を押しつけた。

「捕まえたぞ！　さあ、白はく状じようしてもらおうか！　お前はどこの誰だ？」

　ラビットが手燭に火を灯ともして、侵入者に突きつける。思いのほか幼い顔立ちにユーグは戸惑った。

「く……っ！」

「知っていることをすべて話せば命だけは助けてやろう」

　少女の身体から力が抜けていく。やがて観かん念ねんした少女は、その場に崩くずれ落ちた。

「さっさと白状したほうが身のためだぞ？」

　だが少女は頑として何もしゃべろうとはしない。

　少女が落としたナイフを拾い上げたラビットが、何かに気づいて口を開いた。

「ユーグスト様、このナイフ、パルデア王国の物です」

「パルデア？　王妃様の母国の？　じゃあこの娘はパルデア王国の密みつ偵ていなのか？」

　たちまち少女の顔が凍こおりつく。

「……間違いなさそうだな」

「どうしますか、この密偵を国王陛へい下かの御ご前ぜんに突き出しますか？」

「いや、それでは大事になりかねない。シザーレン殿下もセイン王子との関係に禍か根こんを残すことは望まないだろう。できるだけ穏おん便びんにことを進めたいが、どうしたものか……」

「ではユーグスト様、こういうのはどうでしょうか？」

　ラビットの提てい案あんにユーグが眉をひそめた。

「本当にそんなことができるのか？」

「どうなるかわかりませんが、試してみる価値はあると思います」

「よし、その提案に乗ろう」

　ユーグはしっかりと頷いた。
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　一方ミレニアは一人、途と方ほうに暮れていた。

　シザーレンがセインに毒入りクッキーを贈ったというぬれぎぬを着せられて軟禁されているという。

　話を聞いて、いてもたってもいられなくなった。もちろんミレニアはシザーレンの身の潔けつ白ぱくを信じていた。

「ねえ、お兄様、シザーレン殿下はどうなるの？」

「お前はそんな心配はしなくていい」

　とりつくしまもなかった。

　ラビットに聞いても答えは同じだった。

「大丈夫よ、ミレニア。心配しないで」

　ミレニアは一人置き去りにされた気分だった。

　そんな時、兄のユーグストがシザーレンからの手紙を預かってきた。

「殿下からの手紙？」

「ああ、お前にということだ」

　ユーグストは神妙な顔つきでミレニアに手紙を渡した。

　自室で一人になったミレニアは急いで手紙の封ふうを開いた。




　──ミレニア、心配をかけてすまない。

　僕は現在軟禁状態にあるが、不ふ便べんという以外とくに問題はない。

　もちろん僕は無実だが、もしもなんらかの罪つみに問われることがあって王太子の座を退しりぞくことがあったら、ミレニア、きみは別の誰かに嫁とついで幸せになってほしい。

　きみだから言うが、僕は王太子の座を望んだことなど生まれてこのかたただの一度もなかった。今でもその気持ちに変わりはない。こんな僕の元に嫁いでも不幸になるだけだ。

　きみには幸せになってほしい。だから、僕のことは忘れてくれ──




　手紙を読み終えたミレニアの胸は、ひどくかきむしられるように痛んだ。

　今まで、結婚に対して悩みはしても、他の誰かに嫁ぐことなんて考えたこともなかった。

　ミレニアは婚こん約やくして以来、ずっとシザーレンと手紙の交こう換かんをしていたが、ここまで心を揺さぶられたのは初めてだった。

　シザーレンの本音が見えず、様々な不安を感じていたが、この手紙を通して初めて本当のシザーレンに触れることができたような気がしていた。

　ミレニアはすぐに返事を書くことにした。




　──わたしはどんなことがあっても、必ずシザーレン様の元に嫁ぎます──




　最後にその一文を添えて、ミレニアは手紙に封をした。
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　夜、ひっそりと静まり返った王宮にふたつの人ひと影かげがあった。

　男のほうは上うわ背ぜいがあり隙のない身のこなしをして、つばの広い帽子をかぶり黒いマントを身につけている。

　もう一人は緑の優ゆう雅がな衣服に身を包つつんでいた。黒のマントを羽は織おり美しい黒髪が肩を流れ落ちている。

「おい」

　男が少女に声をかける。

「正気でこんなことをやる気か？」

「冗じよう談だんで王宮に潜り込んだりしません。情報屋の秘密ルートをなめないでください」

「だが、今なら引き返せる。後のことを考えたら、どんな目にあわされるか知れたものではないんだぞ？」

　凜りんとした声で彼女は言い返す。

「ユーグスト様はその程度の覚かく悟ごでついてこられたのですか？」

　ユーグがむっとした様子で言った。

「俺じゃない、君の心配をしているんだ、ラビット。本当にこんな真似をして勝しよう算さんがあるのか？」

「勝算？　そんなものはありません。相手の出方次し第だいです」

　勝算はないと言いつつも、ラビットは妙みように落ち着き払っていた。

「だったらやめておけ。今すぐ馬車に乗ってパウエル公爵邸へ帰れ！」

「わたしが帰ったらユーグスト様はどうするおつもりですか？　一人で待ち合わせの場所に向かうつもりですか？　それとも尻尾しつぽを巻いて帰りますか？　殿下をお救いしたいお気持ちはその程度だったのですか？」

「まさか！　誰がいまさら逃げるか！」

　ユーグは慌ててラビットのあとを追いかけていく。

　いつもの金きん髪ぱつから真まっ直すぐな黒髪のかつらに姿を変えたラビットは、緑の瞳ひとみを知的に輝かせていた。

　その夜、ユーグはラビットのつてを使って、貸かし衣い装しよう屋やで手に入れた地味な服装で王宮を歩いていた。

　慣れないつばの広い帽子をかぶったユーグは、何度も角度を変えて居心地悪そうにしている。

「本当にいいんだな？」

「同じことを何度も聞かないでください」

「だが、あの方を敵に回したらろくなことにならないぞ？」

「最初から敵ではありませんか。パウエル公爵家がシザーレン殿下の支し持じ者しやである限り」

　悔しいが、ユーグは言い返すことができなかった。

　手入れされた庭は歩きやすく、遠くの景け色しきまで見渡せる。あちこちにたいまつが焚たかれ、煌こう々こうと輝いていた。

　ユーグたちは土で踏み固めた道を逸それ、茂しげみの奥へと入って行く。

　無言のまま歩いていくと、いつの間にか手に汗をかいていた。

　──本当に大丈夫なのだろうか。

　これから起こることを考えるとユーグは生きた心地がしなかった。

　やがて木々の群むれを抜け、芝しば生ふが生えただだっぴろい空間に出ると、自然と気が引き締まる。

　目的地にはすでに先客がいた。

「ユーグスト・パウエル公爵、このようなところにわたくしを呼び出すとはどういうつもりですか？」

　ファナ王妃が一人で立っていた。クジャクの羽根であつらえた豪ごう華かな扇子を広げて、唇くちびるの端に笑みを広げている。

「それとももしや、シザーレン殿下を見み限かぎってわたくしの側につくという相談ですか？　だったらやぶさかではありませんが」

「まさか、なんのご冗談ですか？」

　澄すんだ声が夜の空気に溶けていく。ラビットは真っ直ぐに王妃を見つめてきっぱりと言った。王妃に負けじと言い返すラビットに、ユーグの背せ筋すじを寒気が走った。

　王妃の笑顔が固くなる。

「その無ぶ礼れいな小娘は、パウエル公爵の連れですか？」

「……ええ、まあ……」

　ユーグが気まずそうに口くち籠ごもる。

　かろうじて平へい静せいを装よそおっていたが、ユーグはラビットが何をしでかすか気が気ではなかった。

「お前は何者です？」

「パウエル公爵の秘ひ書しよです」

　勝手に秘書を名乗られたユーグはひやりとした。

　もちろんラビットがただの秘書などではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ラビットが衣装の裾すそを引いて、優雅に一礼すると上流階級の教えを受けた育ちの良さが見え隠れする。その所しよ作さでラビットが貴族の令嬢であることが知れた。

　薄うす暗ぐらいせいか、はたまた変へん装そうしているせいか、ラビットがセインの誕生日パーティーに来た少女とは思っていないようだ。続いてユーグも帽子を脱ぐ。

　ユーグの登場に、ファナ王妃は不ふ機き嫌げんさを隠そうともしなかった。

　ラビットが愛らしく小首をかしげてこう言った。

「実は最近とても素す敵てきな恋物語を耳にする機会がございまして、ぜひ王妃様にもお聞かせしようと参った次第です」

「恋物語ですって？」

「ええ」

　するとユーグがタイミングを見計らったように、王妃に一通の古びた手紙を差し出した。

　不ふ可か解かいそうな顔をしていた王妃の顔が、封筒から取り出した紙を目にした途と端たん、ぎょっとする。

　その様子をラビットは注意深く見つめる。実は手紙にはこう書かれていた。




　──ファナよ、ああ、愛いとしの女性よ。今日の朝目覚めたら、庭にきれいな花が咲いていた。庭師に何の花かと尋ねると、ダリアだと教えられた。その可か憐れんな花を見て僕が真っ先に思い浮かべたものがわかるかい？　ファナ、そう、きみの顔だよ。きみの笑顔を僕は思い出した。それだけで、世界が違って見えてきた──




　目を通した王妃の顔色がみるみるどす黒くなっていく。

「なっ……。なんのつもりですか、これは」

　王妃は肩を震ふるわせている。だが、すぐにはっと正気を取り戻すと、証拠隠いん滅めつとばかりに急いで手紙を破やぶり捨てた。ユーグはさっともう一枚懐ふところから取り出すと、今度は声に出して読み上げる。




　──前回、ロードリアとアスタリアのことを知らせてくれてありがとう。僕は二国間の秘密の同どう盟めいを阻そ止しした功こう績せきが認められて、陛下から恩おん賞しようをもらい、爵しやく位いが子爵から伯爵になった。あともう少しすればファナをこの腕に取り戻せるかもしれない。それまできみの協力が不ふ可か欠けつだ。期待している。愛しているよ、ファナ──




　ますます王妃の顔が醜みにくく歪んでいく。

　ラビットが勝利を確かく信しんして、唇に笑みを刻きざんだ。

　ユーグが神妙な口ぶりでおごそかに告げた。

「これはただの手紙ではありません。立りつ派ぱな国家機き密みつの漏ろうえいです。まさか王妃様ともあろう方が、こんな見え透すいた手に引っかかったのですか？」

「な、何かの間違いです！　このような馬鹿げた手紙の相手をわたくしがしたとでも思っているのですか？」

　さらにユーグが新たな手紙を取り出し、読み上げる。




　──愛するファナへ

　この間は、貴き重ちようなネックレスを送ってくれてありがとう。さっそく換かん金きんしたら、なんとか危機は乗り越えられたよ。本当にありがとう。感謝している。だが、実は困ったことに、またお金が必要になった。僕が経営している商会が業ぎよう績せき不ふ振しんに陥おちいって危険な状態なんだ。申し訳ないが、また援えん助じよを頼めないだろうか。もちろん無理にとは言わないが──




「そういえば、王妃様が我が国に嫁いで間もない頃、アスタリアの国宝であるネックレスが盗とう難なん被ひ害がいにあったと聞いています。まさかとは思いますが、この手紙にあるのはその時のネックレスでしょうか？」

「し、知りません、そんなこと！　わたくしがそんな真似をすると思っているのですか？」

「あがいても無駄ですわ、王妃様」

　ラビットが悠ゆう然ぜんと告げた。

「この差出人からの手紙は百通近くあります。何度破られようと代えもいくらでもございます。なんなら筆跡鑑かん定ていにでも出して、手紙の相手を特定しましょうか？　もっともここ数十年のうちにパルデア王国で子爵から伯爵になった貴族などそんなに多くはないでしょうけど」

「そ、そなたは何がしたいのですか？」

「べつに、何も……。ですが、この手紙が公おおやけに出回れば、手にした方々はどうお思いになるのでしょうね」

「お、王妃であるわたくしを脅おどすつもりか？」

「脅す？　まさか。王妃様を相手にそんな無礼な真似はしませんわ。ただちょっとしたお願いをしにきただけです」

「お願いですって？」

「ええ。シザーレン殿下を廃太子にする計画をやめていただきたいと。聞いていただけるのでしたら、もうひとつの王妃様の秘密も黙だまっていることにしますわ」

　王妃の声が引きつる。

「ひ、秘密ですって……？　わたくしにはそのようなもの……」

「──もちろんキツネ狩りの折、ユーグスト様を陥れて、シザーレン殿下との仲を引き裂こうとした時のことですわ」

「は？」

　ユーグは我が耳を疑った。ラビットに任まかせたキツネ狩りの事件について、密偵が捕まるまで定期的な報告は受けていたが、犯人は特定できていないという話だった。つい最近までラビットはユーグの情報を売って小こ銭ぜにを稼かせぐことに忙しいのだとばかり思っていた。その口調から、ラビットは初めから犯人が誰か見抜いていたようである。

「なぜわたくしがそんなことをする必要があるのです？　証拠があるのなら見せなさい！」

「……王妃様は以前ユーグスト様にこうおっしゃったそうですね。『次は小娘にうつつをぬかして、キツネを見み失うしなわないようにしなさいね』と」

「それがどうしたというのですか？　シザーレン殿下が狙われた時、パウエル公爵は狩り場で見かけた不審な少女を追いかけていたのでしょう？　実際、狩りの翌よく日じつ宮廷はその噂話で溢あふれかえっていました。何かおかしなことがあるのですか？」

「その場を見てもいないのに、よくわかりましたね」

「何がです？」

　王妃が苛いら々いらしだした。

「……その日、ユーグスト様は、子供の姿を見つけて追いかけていったと証言したそうです。なのに、なぜユーグスト様が追いかけていたのが少女だと知っていたのですか？　現場を見てもいないのに、どうしておわかりになったのでしょうか？」

「そんなもの言葉のあやです。何の証拠になるというのですか？」

　ラビットの黒髪が風に舞い、瞳が攻こう撃げき的てきに輝いている。

「実は先日、パルデア王国の密偵をパウエル公爵家で捕とらえました。キツネ狩りの時にユーグスト様が見かけた人影は自分だと白状しています。そして、セイン王子の誕生日プレゼントをすり替えたのも彼女だそうです」

「なんのことですか！　密偵のことなど知りません！　第一、わたくしがなぜ自分の息子むすこを傷つけないといけないのですか！」

　ファナ王妃が唾つばを飛ばして叫さけぶ。

「……それについては彼女の独どく断だんだったようです。彼女はご自分の子を王太子にしたいと企たくらむあなたのために、ユーグスト様とシザーレン王子を失しつ脚きやくさせようとしていた。セイン王子の毒殺には直接関与していないとはいえ、この文書がさらされれば王妃様に疑いの目が向けられるのは当然です。キツネ狩りの時の犯人を知っている王妃様が密偵の存在を知らないはずはありません。さあ、どう弁べん明めいなさいますか？　王妃様のお心次第では、密偵を国王陛下に突き出すことになるやもしれませんわ」

　王妃がいきり立って扇子を地面に叩きつけた。

「おのれ！　わたくしを愚ぐ弄ろうしおって……！」

　王妃がさっと手を上げた。

　それを合図に木こ陰かげに隠れていた王妃の私し兵へいがばらばらと姿を見せた。

　その数、十人近くいる。

「あの無礼者たちを始し末まつせよ」

　王妃の号令で男たちがユーグとラビットを取り囲む。

　ユーグはちっと舌打ちした。

　腰の剣をすらりと抜いて、敵に向けて構えた。

　ユーグは小声でラビットに言った。

「いいか、絶対俺のそばを離れるなよ」

　ラビットが固い顔をして頷いた。
















　ユーグの真正面に立った男が、剣を構えて斬きりかかってくる。ユーグはさっとよけると剣の柄で相手の手首を打ち付ける。男が剣を落としたところでみぞおちに一発くらわせると、男はその場で昏こん倒とうした。

　今度は背はい後ごから気配を感じ、振り返りざまに、流れるような動きで男の剣けん戟げきを払いのける。急きゆう所しよを外してわき腹を切り裂いた。

　その後もユーグは、次々に襲いかかってくる敵をほとんど一いち撃げきで倒たおしていった。

　しかし、さすがに相手の数が多すぎる。途と中ちゆうで息が上がってしまった。

　それでも剣を握る手の力は緩めない。

　背中に庇かばったラビットだけは守らなければならないという思いだけで立っていた。

　だが、一瞬の隙をついて斬りかかってくるやからがいた。

　ユーグは気づくのが遅れた。

　男の剣がユーグの眼がん前ぜんに迫った時、ラビットが後ろから飛び出して、地面に転がっている石を拾い上げて投げつけた。

「！」

　石が男の顔面を直ちよく撃げきし、男は気を失った。

　ようやく最後の敵を斬り伏せた時、ユーグは額に滲にじむ汗を拭ぬぐいながら、ラビットを振り返った。

「君は馬鹿か！　危険な真似をするな！」

　私兵のすべてを倒されて、王妃がかっとなる。

「この小娘が……！」

　あっと気がついた時には、ファナ王妃の手には短たん銃じゆうが握られていた。

　銃じゆう口こうが火を噴ふく。

「危ない！」

　ユーグはとっさにラビットの肩を抱いて横に飛びのいた。銃じゆう弾だんがユーグの黒いマントをかすめていく。

　ファナ王妃は銃を構えたまま放さない。その銃口はしっかりとユーグたちに向けられていた。

　ユーグは苛いら立だちのあまり舌打ちした。

「君は逃げろ」

「え？」

「いいから、逃げるんだ！」

「でも……」

「はっきり言う。こうなっては足でまといだ。俺が隙を作るからその間に君だけでもいいから逃げろ！」

　足でまといと言われて、ラビットは不満そうに唇を引き結んだ。だがユーグの言った言葉の意味は理解できたようで、次の瞬間には庭園へと踵きびすを返して走り出していた。

　再び銃弾が放たれた。

「！」

　弾はラビットの足をかすめた。痛みのあまり動けなくなったラビットにとどめをさそうと、王妃が銃を構える。

　ユーグはとっさにラビットを横抱きにして銃口から逃のがれようとした。

　後を追うようにいくつもの銃声が響ひびく。

　もう逃げ場はない。

　ユーグはラビットを背中にかばい、おとりになって自ら銃口の前に立った。

　王妃が幽ゆう鬼きのように立って銃を握り締めている。

　その手が引き金にかかり、ユーグは死を覚悟した。だが、いつまでたっても弾は飛んでこなかった。カチカチと乾いた音が響くだけだった。

　どうやら弾切れらしい。

　自分の劣れつ勢せいを悟さとった王妃が後ずさって逃げようとした。もちろんユーグは見み逃のがさなかった。

　ファナ王妃の首に剣を突きつけると、飢うえた獣けもののような瞳がユーグを睨みつけていた。

　しかし、自みずからの敗北を悟ると、糸が切れた人形のようにファナ王妃が崩れ落ちる。

　やがて疲れ切った顔で、王妃は言った。

「……そなたたちの願いとやらを聞きましょう」
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「ラビットちゃんにはお礼を言わないとね。彼女のおかげでこうして自由の身になったんだから」

　シザーレンが自室で紅茶の入ったカップを傾かたむけながら優雅に笑った。

「ラビットも喜ぶと思います」

　片手でクッキーをつまみながら、シザーレンはユーグに聞いた。

「それより、ラビットの怪け我がは大丈夫？」

「大丈夫です。足首をかすめただけで、傷きず痕あとが残る心配もないということです」

「それを聞いて安心したよ。ところで、結局王妃様に渡した手紙ってなんだったの？」

　ユーグはおかしそうに笑いをこらえながら言った。

「……王妃様が昔の恋人にもらったラブレターです」

「ラブレター？」

　シザーレンが眉をひそめた。

「あの王妃様がそんなものを書いていたの？」

「どうやらそのようです。ラビットから預かった手紙を差し出した時の王妃様の慌てぶりときたら、見ていて気の毒なほどでしたよ。そんなものをばらまかれては、さすがの王妃様もたまったものじゃないでしょうね。何しろ国家機密の漏えいにまで知らずに加か担たんしていたのですから。あの王妃様にそんな恋人がいたとは意外です」

「ふーん。そんなに情熱的な手紙だったの？」

「正直言って、鳥肌が立つような暑苦しい内容でした」

「僕も見たかったな、そのラブレター。でもラビットちゃんはどこでそんなものを手に入れてきたの？」

「聞いた話によると、以前、取引のあった貴族の家の娘が所持していたものだそうです。娘の母親が王妃様と同じパルデア王国出身で、結婚するまで女官として王妃様に仕つかえていた際に手に入れたようです。王妃様の恋の想い出を知る女官は膨ぼう大だいな手紙を処しよ分ぶんすることもできず、人ひと目めに触れては大変だとずっと隠し持っていたそうです。その女性が亡なくなって、遺い品ひんを整理していた娘が発見したのですが、持てあました娘はどうすべきかをラビットに相談し、娘の家が困こん窮きゆうしていることを知ったラビットは、大金と引き換かえに手紙を買い取ったというわけです」

　もちろんその支し払はらいはユーグがすでに済ませていた。

　シザーレンが愉ゆ快かいそうに笑いながらクッキーを頰張った。

「それにしても、ラビットには最初からキツネ狩りの時の犯人がわかっていたんだね。情報屋としての能のう力りよくはかなりのものじゃないか。……ユーグには解とけなかった謎なぞを一瞬で解いてしまっていたんだからね。つくづく尊そん敬けいに値あたいするよ」

　その件に関しては、ユーグも反はん論ろんできなかった。

「……犯人がわかっていたのならさっさと教えてくれたらいいものを……」

「違うよ、ユーグ。彼女はこの切り札を効こう果か的てきに使うタイミングを狙っていたんだよ。だってユーグが証言したところで、何かの間違いだと逃げられてしまうのがオチだろうし」

「…………」

「ラビットは、なかなか愉たのしませてくれるね。実に面白い子だ」

　シザーレンは笑いを引っ込めて、そっと瞼まぶたを伏せた後、意を決したようにユーグを見た。

「ユーグ、君に聞きたいことがある」

「何をです？」

「……セインは本当に僕の弟なんだろうか……？」

　シザーレンに不安そうに見つめられて、ユーグは真面目な顔つきになった。

「その不安なら杞き憂ゆうに終わりますよ。手紙の内容を確認したところ、王妃様と恋人との関係は亡き王太子が生まれる前に終わっています。今回の事件も自分の子供を王位につけたいというファナ王妃の野や望ぼうを知る密偵の独断だったようです。捕まえた密偵も王妃様に引き渡して、密ひそかにパルデア王国に戻されることになっています。安心してください」

「そうか、よかった……」

　そのままいつものように話し込んでいると、部屋の扉が勢いよく開かれた。

「兄上！」

　セインが飛び込んできた。

　青の瞳を生き生きと輝かせている。

　無事に体調が回復したセインは、いつものようにほがらかな笑顔を浮かべていた。

「セイン、また勉強を怠なまけてきたんだね」

「今日は違います。きちんと授業を終えてきました。ユーグスト、剣を教えてよ！」

「セインはこう言っているけど、ユーグはどうする？」

　ユーグはセインと向かい合い、言い聞かせるように言った。

「勉強が終わってからという約束でしたね。それでは準備ができ次第中庭に参ります」

「やった！　ユーグスト、早く来るのだぞ！」

　セインはうきうきとした足取りで部屋から出ようとした。

「セイン、こっちへおいで」

　シザーレンが呼びとめた。

「なんですか、兄上？」

　シザーレンは悪いた戯ずらっぽい目でそっと笑うと、銀ぎん盆ぼんに載せられたクッキーをひとつつまみあげて、セインの手のひらに載せた。

「内緒だよ」

　たちまちセインの瞳が喜びにきらめいた。

「ありがとう、兄上」

　クッキーを宝物のように手にしたセインの姿が扉の向こうに去った後、シザーレンは菫すみれ色いろの瞳をユーグに向けて静かに言った。

「ユーグ、僕は君に謝らないといけないことがある」

「なんですか、いきなり改まって」

「実は、まだ君に話していないことがあるんだ」

「話していないこと……？」

「僕は今回の事件で拘こう束そくされている間、ずっとこのまま王太子の座を退いて自由になることを願っていたんだ」

　そういえば、シザーレンは軟禁されている間、一度もユーグと会おうとしなかった。ずっと不思議に思っていたが、ようやく理由がわかった。

「だから軟禁されている間、何も弁解しようとしなかったのですか？」

「すまない。でも、妾めかけの子供ではなく王妃様の子供が王太子の座につくほうがいろいろな意味でことが穏便に運ぶと思ったんだ。……僕とセインのどちらが王太子の座につくか、争あらそわなくてすむ。……そう思っていたんだ」

「殿下……」

　菫色の瞳が痛いた々いたしく曇くもる。

　本当はユーグも気がついていた。シザーレンが自ら今の立場を望んだことなどただの一度もないことを。いつも素す肌はだにひりつくような孤こ独どくな様子がユーグの胸を刺し、口には出せずにいた。

　すでにパウエル公爵として生きていく道を選んだユーグにとって、シザーレンのそばを離れるという選せん択たく肢しは存在しなかった。だから何も言えずにいたのだ。

「……今でも、王太子の座を退きたいと、そう思っているのですか？」

　シザーレンは淡あわい笑顔を浮かべながら静かに首を振った。

「王太子じゃなければ、こうやってユーグとおしゃべりすることも、セインが遊びにきてくれることもないしね。それに、体調が回復してからセインははっきり言ったんだ。自分は騎士になって将来僕が王になった時の支えになるんだって……。その気持ちを裏切るわけにはいかないからね。……それにミレニアもいる。彼女は王太子になりたくない僕の本心に気づいていたんだね。今回の手紙で気づかされたよ」

「ミレニアが……？」

「彼女は聡さとい人だね。でももう大丈夫。僕は迷わない。王になるよ。大切な人たちのためにもがんばらないとね」

　ユーグはそっと微び笑しようを浮かべるとこう言った。

「俺は殿下が王太子でもそうでなくても、一生友人であり続けたいと思います」

　その言葉にシザーレンが爆笑した。

「ユーグ、まるで愛の告白みたいだね」

　そう言って、シザーレンは腹を抱えて大笑いした。

　ユーグは苦笑するとセインの相手をするために静かに席を外した。
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　すべての事件が片付いた後、ラビットはパウエル公爵家を辞じして、自分の屋や敷しきに帰ろうとしていた。足の怪我も日常生活に支し障しようがない程度には回復していた。

　着替えやその他のものはトランクに詰め込んで馬車に運ばせていたので、手元に残ったのは手て提さげカバンひとつだけだった。

　あわただしく過ぎていったひと月あまりの出来事を思い出し、ラビットは過去に思いを馳はせた。

　親友ミレニアのこと、シザーレン王太子のこと、──そしてユーグストのことを。

　ラビットは思わず苦笑する。

　最初、ラビットにとってユーグストは鼻もちならない男だった。

　華はなやかな容よう姿しとパウエル公爵家の当とう主しゆという立場を武器に、傲ごう慢まんな態度で女をあしらい、王宮でもてはやされていた。

　ラビットの目にはこの上もなく嫌いやな男に映った。

　だが、今回の事件を通して意外な一面が見えてきた。

「……思ったよりいい人だったわ」

　シザーレンのために必死で心を砕くだき守ろうとしていた。

　頭の回転も早く、行動力もあった。大切な人のために必死になれる人だった。

　これまでさんざん大きな態度をとり続けたラビットのことさえも助けようとしてくれた。

　テーブルの上には大切な手帳がぽつんと置かれている。

　そっと手に取り、表紙をなでた。

　これから住み慣れた家に戻るのに、不思議なことにパウエル公爵家を去ることが寂さびしかった。

　感傷を振り切るように手帳を手提げカバンにしまう。

　廊ろう下かに出て階段を降りようとすると、ミレニアに声をかけられた。

「フローデル、もう帰ってしまうの？」

「……ミレニア、いろいろありがとう。一緒に過ごせて楽しかったわ」

「わたくしのほうこそありがとう」

　ラビットは真しん摯しに告げた。

「……ねえミレニア、殿下を信じてあげてちょうだい。──繊せん細さいでとても優しい方よ」

「──ええ、わかっているわ。今ならあなたの言葉を信じられる。フローデル、わたくしは大丈夫よ」

　ミレニアの瞳にはもう迷いはなかった。

「……ミレニア、どうか幸せに」
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　たまたまその場に居合わせたユーグは切なくなった。

　ユーグはミレニアと別れて階段を降りようとしたラビットを下から呼びとめた。

「ラビット」

「え？」

　そこにユーグがいるとは思わなかったのか、ラビットは振り返った拍ひよう子しに足を踏み外して階段から転てん落らくしそうになる。

「っ！」

　あわや階段を転がり落ちそうになった。その華きや奢しやな身体を、ユーグはしっかりと抱きとめた。

「大丈夫か？　足の傷がまだ痛むんじゃないのか？」

「へ、平気です。助けていただいてありがとうございます……」

　ラビットが、恥はずかしそうに頰ほおを染める姿を見てユーグはにわかに緊張した。

　頰にかっと血が上る。

　今までにない雰囲気の良さに、心臓の鼓こ動どうがうるさく鳴り響く。このままではラビットに聞こえてしまいそうだ。

　どうやら自分はこのとんでもない少女に心のすべてを奪われたらしい。

　癪しゃくに障さわるが、そろそろ観念したほうがよさそうだ。

　抱きしめていた身体を惜おしみながらそっと離すと、ラビットがぺこりと頭を下げた。

「お世話になりました」

「世話になったのはこちらのほうだ。殿下も感謝していた。……その、いろいろとありがとう」

　ユーグは切ない瞳でラビットを見つめた。ラビットがはにかむように笑った。

「お役に立ててよかったです」

「今回の働きに見合う分だけの支払いは済ませてある。君の家が負った借しやつ金きんはすべて完かん済さいした。もうこれであのしつこい男に追われることもないだろう」

　ラビットが目を丸くする。その瞳が和なごやかになり、笑顔になった。

「……ありがとうございます」

　向けられた優しい眼まな差ざしに、ユーグの胸がくすぐったくなる。

　──今度は社交界で会おう。

　そう言いかけた時だった。

「……ですが、我が家の借金の返へん済さい額がくを考えると、わたしが手にしている収しゆう入にゆうでは三十五年はかかる計算のはずです」

　いきなりラビットが手提げカバンから手帳を取り出して開き、階段に座り込むと、算そろ盤ばんを取り出して素早く計算を始めた。

「利り子しも考えると……、ユーグスト様が支払った金額は……？」

　みるみるラビットの顔色が青ざめていく。

　ユーグは声をかけられずにいた。

　ユーグはただ単に命じただけだった。──フィリング伯爵家が背せ負おった借金を完済してこいと言っただけで、その金額については知らなかった。家か令れいのザントも何も言ってこなかったので、公爵家にとってはさほど痛手ではなかったのだろうと思っていたのだが……。

「なあ、ラビット、もうその話は……」

　これが直接言葉を交かわせる最後の機会だというのに、お金の話とは色気がないにもほどがある。

「わたし、決めました」

「何を？」

「わたしがユーグスト様のためにできることです」

「──は？」

「このままお世話になりっぱなしじゃ、わたし安あん眠みんできそうにありません！」

　ラビットが握り拳こぶしを高々と空に突き上げた。

「今度こそ、必ずユーグスト様のために最高の花嫁を探してみせますわ！　待っていてくださいね、ユーグスト様！」

　待っていてくださいね、と言われても少しも嬉うれしくなかった。

　まるで、失しつ恋れんしたように目の前が真っ暗になった。

　この恋はとんでもなく前ぜん途と多た難なんになる予感がした。

　こうしてユーグの苦く難なんの日々は続いていくのだった。

















　ユーグスト・パウエル公爵の報告書




　十六歳の時に父を亡くして爵位を継つぐ。現在、社交界で爆ばく発はつ的てき人気を誇ほこる十八歳。

　頭ず脳のう明めい晰せき、容姿端たん麗れい、文ぶん武ぶ両りよう道どうの貴き公こう子し。

　王太子殿下に忠ちゆう実じつで妹思いの努力家な一面もある。

　容姿　褐色の髪に黒の瞳を持つそれなりに見られる外見。

　自信過か剰じようでいかにも同性に嫌われるタイプ。

　好みの女性　大人おとなしい巨きよ乳にゆう美女（ではないと本人は否ひ定ていするも、これは確実!!）

　趣しゆ味み　武ぶ術じゆつの鍛たん錬れん

　ただいま花嫁募集中！




パウエル公爵偵てい察さつ担当ラビット・ファー










終わり
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　この本を手に取っていただき、ありがとうございます。

　初めまして、悠ゆう木き美み羽うです。

　このたび第15回えんため大賞ガールズノベルズ部門で奨しよう励れい賞しようをいただき、デビューと相あい成なりました。

「お嬢じよう様さまにしかできない職しよく業ぎよう～公こう爵しやく様さまの婚こん活かつ事じ情じよう」の改かい稿こう作業は、とにかく苦く難なんの連続でした。

　主人公が男の子というわたしにとっては初めての試みで、四し苦く八はつ苦くさせられました。

　これまで元気な女の子が活かつ躍やくするお話ばかり書いてきましたが、書き終えてみると、主人公のユーグよりも、ヒロインのラビットのほうが今まで書いたどの作品よりも破は天てん荒こうでユーグを振りまわして好き勝手なことばかりしてくれて、困ってしまいました。

　ユーグは、悲ひ劇げきと苦難の連続です。

　ですが、主人公以上に苦労の絶たえなかったのは、間違いなくわたしの担当者様でしょう。

　最初から、この本が出来上がるまでものすごい忍にん耐たいを強しいられていたことと思います。

　本当にすみません。そしてありがとうございます。

　また四し位い広ひろ猫ね先生のイラストを最初に拝見したときは、ユーグと、とくにシザーレンがわたしの理想をはるかに上回る完成度でその場で身み悶もだえしました。感謝感激です！

　ネットで配信されているＰＶも、執しつ筆ぴつが進まないときに心の栄えい養ようにして見ています！

　ユーグ、ラビット、シザーレンのミニチュアが可か愛わいすぎです！




　このあとがきを書いている最中に、ソチオリンピックが始まりました。わたしはフィギュアスケートの大ファンで、羽は生にゆう結ゆ弦づる選手が金メダルを取ったときは、感動のあまり泣いてしまいました。わたしもいつか小説で金メダルものの作品を書いてみたいものです。

　毎年、鎌かま倉くらの鶴つる岡がおか八はち幡まん宮ぐうに初はつ詣もうでに行くのですが、今年は小説の執しつ筆ぴつ作業が忙しくていまだに参さん拝ぱいできていません。去年は「作家になれたら何もいりません」と必死に祈いのっていました。これを書き終えたら、さっそくお礼参りに行こうと思っています。

　そして名物のしらすを食べて帰ります（笑）

　最後に担当者様、校正様をはじめ、出版に携たずさわってくださったすべての皆様に感謝を捧ささげたいと思います。

　また、いつもわたしの夢を応援してくれた姉や可愛い甥おいっ子こにありがとうを伝えたいです。


悠木美羽










悠木美羽

Miu Yuki




12月26日生まれ。

長い投稿歴を乗り越えて、悲願の受賞となりました。去年鎌倉の鶴岡八幡宮に初詣に行ったときに、作家になれたら他に何もいりません、と必死に祈ったのを覚えています。

ちなみに鎌倉に行く一番の楽しみは名物のシラスを食べることです。

いつも応援してくれた姉と甥っ子、そして去年この世を去った祖母に深い感謝を捧げます。










イラスト

四位広猫

Hirone Shii




１月４日生まれ　山羊座　Ｂ型

へたれイケメンと元気美少女の組み合わせ、大変楽しく描かせて頂きました。

可哀想なイケメンはいいものですね…！

正直大好物です。

そして個人的にはシザーレン様とセイン王子の兄弟萌え…可愛い…。
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